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認知症介護実践者研修 シラバス改定版                                  令和7年3月31日  

 

科 目 名 アセスメントとケアの実践の基本 研修形態と講義時間：講義・演習（330分） 

目 的 

認知症の人の身体要因、心理要因、認知症の中核症状のアセスメントを行い、具体的なニーズ

を導くことができるようアセスメントの基本的視点を理解する。アセスメントを踏まえた目標の

設定と、目標を実現するためのケアの実践計画の作成・立案・評価ができる。 

到達目標 

１．支援過程における認知症の人のアセスメントの基本的視点を理解し、認知症の人が望む生 

活とそれを阻む身体要因、心理要因、神経心理学的要因等を明らかにすることができる。 

２．認知症の人の望む生活像について事実を基に洞察し、その達成に向けた目標を設定でき

る。 

３．アセスメントに基づき、認知症の人の望む生活の実現に向けたケアの実践計画を作成・立

案・評価できる。 

４．アセスメント及びケアの実践計画についてのケアカンファレンスを行うことができる。 

概 要 

認知症の人の生活全般を支援するためのケアの実践が展開されるためには、多角的な視点で

アセスメントが行われた上で、その人の望む生活像を洞察しケアが行われる必要がある。本科

目では認知症の人の望む生活像について事実を基に洞察し、達成に向けた目標を設定する過程

を学ぶ。また、アセスメントを踏まえ、認知機能障害の影響を大きく受けて生じている課題

（例えば、BPSD）の予防や軽減に資する部分について、ケアの実践計画を作成・立案・評価す

る方法について学び、演習を通してこれまでの学習内容を統合することを目指す。  

内 容 備 考 

１． 認知症の人のアセスメン
トの基礎的知識 

 

 

 

 

 

２．観察の方法とポイント 

 

 

 

 

３．アセスメントの実際 

（事例演習） 

 

 

 

４． 実践計画作成の基礎的知
識 

 

 

 

 

５． 実践計画作成の展開 

（事例演習） 

 

 

 

６． 実践計画の評価 

 

 

 

１）認知症の人の望む生活像設定の考え方 

２）認知症の人のアセスメントにおけるニーズ

抽出の考え方 

 

 

 

 

１）認知症の人の背景を知るための観察の視点  

２）観察と聴き取り技法及びその記録方法  

 

 

 

・認知症の人の１事例をアセスメントし、ニー

ズ抽出を行う 

 

 

 

１） ケアの実践計画における目標設定の方法 

２）具体的なケアの実践計画作成の基本視点と

方法 

 

 

 

・ケアカンファレンスによって、ケア計画を立

案するプロセスを体験的に学ぶ 

 

 

 

１）ケアの実践計画の評価視点 

２）ケアの実践計画の評価方法 

・アセスメントツールの解説

ではなく、集めた情報を基

にニーズや望む生活像を明

確にするプロセスについて

学習する。 

 

 

 

 

 

 

 

・施設、在宅いずれの事例 

でもよい。 
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認知症介護実践者研修 シラバス改定版                                  令和7年3月31日  

 

科 目 名 アセスメントとケアの実践の基本 研修形態と講義時間：講義・演習（330分） 

目 的 

認知症の人の身体要因、心理要因、認知症の中核症状のアセスメントを行い、具体的なニーズ

を導くことができるようアセスメントの基本的視点を理解する。アセスメントを踏まえた目標の

設定と、目標を実現するためのケアの実践計画の作成・立案・評価ができる。 

到達目標 

１．支援過程における認知症の人のアセスメントの基本的視点を理解し、認知症の人が望む生 

活とそれを阻む身体要因、心理要因、神経心理学的要因等を明らかにすることができる。 

２．認知症の人の望む生活像について事実を基に洞察し、その達成に向けた目標を設定でき

る。 

３．アセスメントに基づき、認知症の人の望む生活の実現に向けたケアの実践計画を作成・立

案・評価できる。 

４．アセスメント及びケアの実践計画についてのケアカンファレンスを行うことができる。 

概 要 

認知症の人の生活全般を支援するためのケアの実践が展開されるためには、多角的な視点で

アセスメントが行われた上で、その人の望む生活像を洞察しケアが行われる必要がある。本科

目では認知症の人の望む生活像について事実を基に洞察し、達成に向けた目標を設定する過程

を学ぶ。また、アセスメントを踏まえ、認知機能障害の影響を大きく受けて生じている課題

（例えば、BPSD）の予防や軽減に資する部分について、ケアの実践計画を作成・立案・評価す

る方法について学び、演習を通してこれまでの学習内容を統合することを目指す。  

内 容 備 考 

１． 認知症の人のアセスメン
トの基礎的知識 

 

 

 

 

 

２．観察の方法とポイント 

 

 

 

 

３．アセスメントの実際 

（事例演習） 

 

 

 

４． 実践計画作成の基礎的知
識 

 

 

 

 

５． 実践計画作成の展開 

（事例演習） 

 

 

 

６． 実践計画の評価 

 

 

 

１）認知症の人の望む生活像設定の考え方 

２）認知症の人のアセスメントにおけるニーズ

抽出の考え方 

 

 

 

 

１）認知症の人の背景を知るための観察の視点  

２）観察と聴き取り技法及びその記録方法  

 

 

 

・認知症の人の１事例をアセスメントし、ニー

ズ抽出を行う 

 

 

 

１） ケアの実践計画における目標設定の方法 

２）具体的なケアの実践計画作成の基本視点と

方法 

 

 

 

・ケアカンファレンスによって、ケア計画を立

案するプロセスを体験的に学ぶ 

 

 

 

１）ケアの実践計画の評価視点 

２）ケアの実践計画の評価方法 

・アセスメントツールの解説

ではなく、集めた情報を基

にニーズや望む生活像を明

確にするプロセスについて

学習する。 

 

 

 

 

 

 

 

・施設、在宅いずれの事例 

でもよい。 
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認知症介護実践者研修 シラバス改定版                                  令和7年3月31日  

 

 

科 目 名 職場実習の課題設定 研修形態と講義時間：講義・演習（300分） 

目 的 
認知症の人が望む生活の実現に向けて、適切にアセスメントを行い、課題と目標を明確にした

上で、ケアの実践に関する計画を作成することができる。 

到達目標 

１．研修で学んだ内容を生かして、現状のケアを評価することができる。 

２．所属部署等に良い影響を及ぼすケア実践計画が作成できる。 

３．認知症の人の望む生活像をアセスメントし、課題と目標を明確にできる。 

概 要 

認知症介護実践者研修の講義・演習で修得した知識、技術を実践で活用するためには、現状

のケアの評価をした上で、課題を見出し、改善のための計画を立てて取り組む必要がある。本

科目では、対象者を定め現状の課題分析を行い、ケア実践計画案を作成する。その上で、職場

実習の行動計画を立てることを目指す。  

内 容 備 考 

１．職場実習のねらい  

 

 

 

 

２．対象者選定  

 

 

 

 

 

３．課題設定  

 

 

 

 

４．４週間の行動計画の作成 

１）職場実習の意義  

２）職場実習の全体像の理解  

 

 

 

１）対象者の選定  

２）アセスメントを通じた課題の抽出  

 

 

 

 

１） 選定した対象者の課題に関する取組みの
方向性の整理  

２） 職場実習の課題決定  

 

 

１）再アセスメントする項目の検討 

２）ケア実践計画案の作成 

３）職場実習の行動計画の立案 

・受講者は、事前課題として

職場実習の対象者を２ 例

程度準備する。  

 

 

・持参した課題事例について

アセスメントを個人で行い

グループ発表し助言をもら

う。  

 

 

・持参した課題事例の望む生

活像を個人で検討する。  

 

 

 

・４週間の行動計画を個人で

作成しグループで報告す

る。職場に帰ってから再ア

セスメントが必要な点を整

理する。 
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認知症介護実践者研修 シラバス改定版                                  令和7年3月31日  

 

科 目 名 職場実習（アセスメントとケアの実践） 研修形態と講義時間： 実習（4 週間） 

目 的 

研修で学んだ内容を生かして、認知症の人や家族のニーズを明らかにするためのアセスメント

ができる。アセスメントの内容をもとに、認知症の人の生活支援に関する目標設定、ケア実践計

画及びケアの実践を展開できる。 

到達目標 

１．研修で学んだ内容を生かし、自施設・事業所を利用する認知症の人のニーズをアセスメン

トできる。  

２．認知症の人の生活の質の向上を目的にしたケア実践計画を立案できる。  

３．ケア実践計画にもとづき、認知症の人への生活支援に関する実践及び評価を展開できる。  

概 要 

本科目は、課題となる事例に対し研修中に学んだ内容をもとにアセスメントを行い、ケア実践

計画を実施する過程である。実習は認知症の人の望む生活の実現に寄与する計画を立て、それに

基づいた詳細な記録と評価を行う。 

内 容 備 考 

１．実習の準備 

 

 

 

２．実習の開始  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.報告準備 

 

・職場内で研修中に作成したケア実践計画の 

理解を得るため説明を行う。 

 

 

・ケア実践計画に基づき計画的に実施する。 

 

１週目：再アセスメント実施、ケア実践計画

案の修正 

２週目：修正したケア実践計画に基づき実践 

(中間報告の実施) 

３週目：ケア実践計画に基づき実践 

４週目：実践したケアの評価 

・実践内容の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４週間の成果を評価し報告の準備を行う。 

・実習中の記録はすべてと

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・中間報告の実施を推奨す

る。 

・中間報告の頻度や方法

は、研修実施主体の状況

に応じて実施する。 

 

・評価は、定量評価・定性

評価両方を導入するよう

計画する。 

・認知症の人が望む生活の

実現に寄与したか考察す

る。 
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認知症介護実践者研修 シラバス改定版                                  令和7年3月31日  

 

科 目 名 職場実習（アセスメントとケアの実践） 研修形態と講義時間： 実習（4 週間） 

目 的 

研修で学んだ内容を生かして、認知症の人や家族のニーズを明らかにするためのアセスメント

ができる。アセスメントの内容をもとに、認知症の人の生活支援に関する目標設定、ケア実践計

画及びケアの実践を展開できる。 

到達目標 

１．研修で学んだ内容を生かし、自施設・事業所を利用する認知症の人のニーズをアセスメン

トできる。  

２．認知症の人の生活の質の向上を目的にしたケア実践計画を立案できる。  

３．ケア実践計画にもとづき、認知症の人への生活支援に関する実践及び評価を展開できる。  

概 要 

本科目は、課題となる事例に対し研修中に学んだ内容をもとにアセスメントを行い、ケア実践

計画を実施する過程である。実習は認知症の人の望む生活の実現に寄与する計画を立て、それに

基づいた詳細な記録と評価を行う。 

内 容 備 考 

１．実習の準備 

 

 

 

２．実習の開始  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.報告準備 

 

・職場内で研修中に作成したケア実践計画の 

理解を得るため説明を行う。 

 

 

・ケア実践計画に基づき計画的に実施する。 

 

１週目：再アセスメント実施、ケア実践計画

案の修正 

２週目：修正したケア実践計画に基づき実践 

(中間報告の実施) 

３週目：ケア実践計画に基づき実践 

４週目：実践したケアの評価 

・実践内容の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４週間の成果を評価し報告の準備を行う。 

・実習中の記録はすべてと

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・中間報告の実施を推奨す

る。 

・中間報告の頻度や方法

は、研修実施主体の状況

に応じて実施する。 

 

・評価は、定量評価・定性

評価両方を導入するよう

計画する。 

・認知症の人が望む生活の

実現に寄与したか考察す

る。 
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認知症介護実践者研修 シラバス改定版                                  令和7年3月31日  

 

科 目 名 職場実習評価 研修形態と講義時間： 講義・演習（180分） 

目 的 
アセスメントやケア実践計画の実施結果を整理した上で、客観的に評価、分析し職場及び自 

己の認知症ケアの今後の課題を明確にすることができる。 

到達目標 

１． 実施したケア実践計画を整理し、他の受講者に伝えることができる。 

２． 他の受講者のケア実践計画が、認知症の人にとって有益なものであったか客観的に評価し
助言することができる。 

３． 結果を分析し職場及び自己の認知症ケアの今後の課題を明確にすることができる。 

概 要 

本科目は、職場実習で実施したケア実践計画の実施結果を文章等でまとめ、それについて グ

ループ発表後、相互評価を行う。そこで得られた助言や指導をもとに今後の職場及び自己の認

知症ケアの実践に対する課題を明確にすることを目指す。  

内 容 備 考 

１．職場実習報告  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ケア実践計画の評価 

 

 

 

 

 

３．職場への報告と展開 

 

１） 目的、方法、結果、考察、今後の課題の報
告  

２） 報告についてグループでの質疑応答  

３） 受講者間の相互評価並びに認知症介護指導
者からの助言  

 

 

 

 

・報告内容の相互評価並びに認知症介護指導者

からの助言をもとに、ケア実践計画を見直

し・修正し、今後の課題を明確にする。  

 

 

 

・職場実習と今後の取組み課題について整理し

職場に報告し、研修成果について、加算取得

を含めた次の展開に結びつける。  

 

・単に要介護度の変化や認

知機能の評価にならない

よう、生活の質に関する

評価を行う。  

・６名程度のグループ報告

を行い認知症介護指導者

が司会進行を行う。  

 

 

・相互評価、認知症介護指

導者からの助言を受けた

点について個人ワークで

修正し提出する。 

 

 

・研修成果を実践に活かす

ことによる加算取得や修

了後の活動評価等につい

て説明し、認知症の人の

生活の質向上のために展

開していくことを意識づ

ける。 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長

を可能とする 
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認知症介護実践リーダー研修シラバス改定版                               令和7年3月31日 

 

科 目 名 認知症介護実践リーダー研修の理解 研修形態と講義時間：講義・演習（60分） 

目 的 

チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーの役割とこの研修科目との関係性を踏ま

え、研修の概要を把握する。実践リーダーとしての自己の課題を確認し、研修における学

習目標を明確にする。 

到達目標 
１．実践リーダーの役割と研修科目との関連性を踏まえて研修の概要を把握する。 

２．実践リーダーとしての課題を認識し、研修における学習目標を明確化できる。 

概 要 

チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーに求められる役割を知り、研修科目の必

要性や研修全体の目的など研修概要を把握する。また、実践リーダーとしての自己課題を確認

し、研修の受講動機を高め、学習目標を明確にする。 

内 容 備 考 

１．実践リーダーの役割  

 

 

 

 

 

２．実践リーダー研修の概要 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践リーダーとしての課題

の明確化  

 

１） チームマネジメントにおける実践リーダ
ーの役割 

２） 職場における指導 

 

 

 

１） 研修の目的 

２） 研修の到達目標 

３） カリキュラム全体の構成 

４） カリキュラム別のねらいと概要 

 

 

 

 

１） 実践リーダーとしての課題の明確化 

２） 研修における学習目標の明確化 

 

・認知症ケアを推進するため

の実践リーダーの役割のポイ

ントを知る。  

 

 

 

・実践リーダー研修のねらい

や科目のねらいと内容を理

解する。 

・実習課題設定の内容と流れ

を理解する。 

 

 

 

・自己の課題、学習目標を文

章化する。  

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と

同程度の効果が期待できる講義などに限る。 
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認知症介護実践リーダー研修シラバス改定版                               令和7年3月31日 

 

科 目 名 認知症介護実践リーダー研修の理解 研修形態と講義時間：講義・演習（60分） 

目 的 

チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーの役割とこの研修科目との関係性を踏ま

え、研修の概要を把握する。実践リーダーとしての自己の課題を確認し、研修における学

習目標を明確にする。 

到達目標 
１．実践リーダーの役割と研修科目との関連性を踏まえて研修の概要を把握する。 

２．実践リーダーとしての課題を認識し、研修における学習目標を明確化できる。 

概 要 

チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーに求められる役割を知り、研修科目の必

要性や研修全体の目的など研修概要を把握する。また、実践リーダーとしての自己課題を確認

し、研修の受講動機を高め、学習目標を明確にする。 

内 容 備 考 

１．実践リーダーの役割  

 

 

 

 

 

２．実践リーダー研修の概要 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践リーダーとしての課題

の明確化  

 

１） チームマネジメントにおける実践リーダ
ーの役割 

２） 職場における指導 

 

 

 

１） 研修の目的 

２） 研修の到達目標 

３） カリキュラム全体の構成 

４） カリキュラム別のねらいと概要 

 

 

 

 

１） 実践リーダーとしての課題の明確化 

２） 研修における学習目標の明確化 

 

・認知症ケアを推進するため

の実践リーダーの役割のポイ

ントを知る。  

 

 

 

・実践リーダー研修のねらい

や科目のねらいと内容を理

解する。 

・実習課題設定の内容と流れ

を理解する。 

 

 

 

・自己の課題、学習目標を文

章化する。  

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と

同程度の効果が期待できる講義などに限る。 

 

2 

認知症介護実践リーダー研修シラバス改定版                               令和7年3月31日 

 

科 目 名 施策の動向と地域展開 研修形態と講義時間：講義・演習（120分） 

目 的 
地域における認知症施策の展開例を通して認知症施策の動向を理解し、「共生社会の実現を推進

する認知症基本法」の理念を推進する展開方法を理解する。 

到達目標 
１．認知症施策の変遷を踏まえた認知症ケアに関連する施策の動向を理解し、説明できる。 

２．地域における認知症施策の具体的な展開方法を理解する。 

概 要 

本科目は、共生社会の実現を推進するための認知症基本法の理念である「認知症の人が尊厳を保

持しつつ希望を持って暮らすことができる共生社会の実現」を推進できるよう認知症施策の変遷と

最新の動向を踏まえた上で、地域における施策の展開例を通じて認知症施策の方向性を理解する。 

内 容 備 考 

１．認知症施策の動向と共生社会

の実現を推進するための認知

症基本法の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域における認知症ケア関連

施策の展開 

 

１） 認知症施策の変遷 

２） 共生社会の実現を推進する認知症基本法
設立の経緯 

３） 共生社会の実現を推進する認知症基本法
の理念と概要 

４） 認知症施策上の実践リーダー研修の位置
づけ・意義 

 

 

 

１） 認知症ケアの実践と施策の関係 

２） 全国における各地域での認知症施策の展
開事例 

３） 地域における認知症施策の展開方法 

 

・当該地域における施策の

実践例を理解する。 

・認知症加算・認知症専門

ケア加算等の解説を含

む。 

 

 

 

 

 

・認知症施策推進大綱、基

本法の内容について、地

域での実践展開の方法

を、演習等を通して理解

する。 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 認知症の専門的理解 研修形態と講義時間：講義・演習（90分） 

目 的 
認知症ケアにおけるチームケアを推進するリーダーとして、高度な認知症の知識を有し、認知症

ケアに関する最新かつ専門的な知識を得る。 

到達目標 

１．認知症の病態や、診断等に関する専門知識を踏まえた上で、生活への影響を理解する。 

２．認知症治療薬に関する開発の動向を理解し、認知症の人の生活への影響や使用の注意点を理解

する。 

３．認知症の人の生活の質の向上を目的とした非薬物的介入の役割、方法、効果を理解する。 

概 要 

認知症におけるチームケアの促進や介護職員等の指導を担う実践リーダーは最新の知識を有し、

同時に認知症に関する専門的な知識を活用したケアの実践、介護職員等の指導、チームケアの質の

向上が期待されている。本科目は、認知症ケアにおける実践リーダーに必要な認知症に関する最新

かつ専門的な知識を習得する。 

内 容 備考 

１． 認知症に関する理解 

 

 

 

 

 

 

 

２．医学的視点に基づいた介入 

 

１） 認知症の原因疾患別の特徴（病態や症
状、診断基準など） 

２） 原因疾患別の症状による生活への影響 

３） 認知症に起きやすい合併症 

４） 若年性認知症の特徴 

 

 

 

１） 認知症の告知とその支援 

２） 認知症治療薬の種類と特徴 

３） 行動・心理症状（BPSD）に用いられるこ

とがある薬物の主な作用機序と副作用、

使用方法 

４）非薬物的介入の方法と特徴（回想法,RO 

療法,音楽療法などの療法や活動支援等） 

５）認知症の人のエンドオブライフケア 

 

・実践者研修で学んだ知識に

最新の情報を加えて発展さ

せる。 

 

 

 

 

 

・かかりつけ医のための 

BPSD に対応する向精神薬

使用ガイドライン（第 2 

版）（2015年度厚生労働科

学特別研究事業）を参考に

する。 

・認知症の人の意欲や個性に

合わせた、生活の質を向上

する活動や療法の重要性を

説明する。 

・非薬物的介入については、

実践事例を用いて説明する

（ただし効果については

「認知症疾患診療ガイドラ

イン2017、編集；「認知症

疾患診療ガイドライン」作成

委員会」を参考にする）。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と

同程度の効果が期待できる講義などに限る。 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 認知症の専門的理解 研修形態と講義時間：講義・演習（90分） 

目 的 
認知症ケアにおけるチームケアを推進するリーダーとして、高度な認知症の知識を有し、認知症

ケアに関する最新かつ専門的な知識を得る。 

到達目標 

１．認知症の病態や、診断等に関する専門知識を踏まえた上で、生活への影響を理解する。 

２．認知症治療薬に関する開発の動向を理解し、認知症の人の生活への影響や使用の注意点を理解

する。 

３．認知症の人の生活の質の向上を目的とした非薬物的介入の役割、方法、効果を理解する。 

概 要 

認知症におけるチームケアの促進や介護職員等の指導を担う実践リーダーは最新の知識を有し、

同時に認知症に関する専門的な知識を活用したケアの実践、介護職員等の指導、チームケアの質の

向上が期待されている。本科目は、認知症ケアにおける実践リーダーに必要な認知症に関する最新

かつ専門的な知識を習得する。 

内 容 備考 

１． 認知症に関する理解 

 

 

 

 

 

 

 

２．医学的視点に基づいた介入 

 

１） 認知症の原因疾患別の特徴（病態や症
状、診断基準など） 

２） 原因疾患別の症状による生活への影響 

３） 認知症に起きやすい合併症 

４） 若年性認知症の特徴 

 

 

 

１） 認知症の告知とその支援 

２） 認知症治療薬の種類と特徴 

３） 行動・心理症状（BPSD）に用いられるこ

とがある薬物の主な作用機序と副作用、

使用方法 

４）非薬物的介入の方法と特徴（回想法,RO 

療法,音楽療法などの療法や活動支援等） 

５）認知症の人のエンドオブライフケア 

 

・実践者研修で学んだ知識に

最新の情報を加えて発展さ

せる。 

 

 

 

 

 

・かかりつけ医のための 

BPSD に対応する向精神薬

使用ガイドライン（第 2 

版）（2015年度厚生労働科

学特別研究事業）を参考に

する。 

・認知症の人の意欲や個性に

合わせた、生活の質を向上

する活動や療法の重要性を

説明する。 

・非薬物的介入については、

実践事例を用いて説明する

（ただし効果については

「認知症疾患診療ガイドラ

イン2017、編集；「認知症

疾患診療ガイドライン」作成

委員会」を参考にする）。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と

同程度の効果が期待できる講義などに限る。 

4 

認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 カンファレンス（会議）の技法と実践 研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 
チームにおける意思決定、情報共有、メンバー間の円滑なコミュニケーションの活性化を促進し

チーム力の向上を図るため、効果的なカンファレンス（会議）の展開方法を習得する。 

到達目標 

１．チームケアの質の向上を目的としたカンファレンス（会議）の目的や意義、必要性を理解す

る。 

２．チームの意思決定や、情報の共有、コミュニケーションの活性化を促進する方法を理解し、目

的に応じた効果的なカンファレンス（会議）を展開することができる。 

概 要 

チームケアを実現するためには、利用者のニーズに基づき導かれたケアの目的や目標に沿って

決定したケアの方法について、チームメンバー間で共有することが必須である。また、チームメ

ンバー間のコミュニケーションを円滑にし、チームを活性化するためには円滑なカンファレンス

の運用が必要である。本科目では、チーム力を向上するための効果的なカンファレンスの展開方

法を学習する。  

内 容 備 考 

１． チームにおけるカンファレンス
（会議）の目的と意義 

 

 

 

 

 

２．カンファレンス(会議)を円滑に

行うためのコミュニケーション 

 

 

 

 

３． 効果的なカンファレンス 

（会議）の展開 

 

１） カンファレンス（会議）の目的や意義 

２） カンファレンス(会議) の種類と特徴 

３） チームケアにおけるケアカンファレンスの
目的と意義 

 

 

 

１） 報告・連絡・相談の違い 

２） 建設的な議論になるためのコミュニケーシ
ョンの留意点 

 

 

 

１） 事前周知（告知、開催目的の明確化、検討
内容の通知、資料配布と議事録） 

２） カンファレンス（会議）の役割分担 

（進行、スーパーバイザー、参加メンバー） 

３） 効果的な議論を促すためのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・模擬カンファレンスに

て実際に進行役、スー

パーバイザー役等を体

験的に理解したうえ

で、効果的なカンファ

レンスについて振り返

りを行う。 



440
5 

認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 ストレスマネジメントの理論と方法 研修形態と講義時間：講義・演習（150分） 

目 的 
チームケアを円滑に運用するため、ストレスの仕組みと対処法を理解した上で、実践リーダーと

して介護職員等のストレスの緩和やメンタルヘルスのマネジメントを実践することができる。 

到達目標 

１．チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性を理解する。 

２．ストレスのしくみと対処法を理解する。 

３．認知症ケアにおけるストレッサーと対処法を理解する。 

４．組織のメンタルヘルス対策や実践リーダーが果たすべき役割を理解し、チームメンバーへの支

援方法を理解する。 

概 要 

チームを活性化するためにはメンバー個々のストレス評価を行い、ストレス度や原因に応じた

ストレス緩和を実行することが必要である。本科目では、ストレス概念の理解やストレス理論を

理解した上で、実践リーダーとしてチームメンバーのストレスを緩和する方法論や実践方法を学

ぶ。  

内 容 備 考 

１．チームにおけるストレスマネ

ジメントの意義と必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．ストレスマネジメントの方法 

 

１） チームにおけるストレスマネジメントの
意義と必要性 

２） ストレスの考え方 

３） 認知症ケアのストレスの考え方 

４） 認知症ケアにおけるストレスマネジメン
トの意義と必要性 

 

 

 

 

 

１） セルフケアの方法 

２） チームメンバーへの支援方法 

３） 組織によるストレスマネジメントの方法 

 

・ストレスマネジメントに

関する理論を踏まえて、

認知症ケアにおけるスト

レスマネジメントの意義

と必要性を理解する。 

・ストレスの考え方は、肯

定的側面についても取り

上げる。 

 

 

 

 

 

・認知症ケアにおける具体

的なストレスマネジメン

トの方法を学ぶ。 

・実際のストレスマネジメ

ントの方法を、演習を通

して体験的に理解する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と

同程度の効果が期待できる講義などに限る。 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 ストレスマネジメントの理論と方法 研修形態と講義時間：講義・演習（150分） 

目 的 
チームケアを円滑に運用するため、ストレスの仕組みと対処法を理解した上で、実践リーダーと

して介護職員等のストレスの緩和やメンタルヘルスのマネジメントを実践することができる。 

到達目標 

１．チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性を理解する。 

２．ストレスのしくみと対処法を理解する。 

３．認知症ケアにおけるストレッサーと対処法を理解する。 

４．組織のメンタルヘルス対策や実践リーダーが果たすべき役割を理解し、チームメンバーへの支

援方法を理解する。 

概 要 

チームを活性化するためにはメンバー個々のストレス評価を行い、ストレス度や原因に応じた

ストレス緩和を実行することが必要である。本科目では、ストレス概念の理解やストレス理論を

理解した上で、実践リーダーとしてチームメンバーのストレスを緩和する方法論や実践方法を学

ぶ。  

内 容 備 考 

１．チームにおけるストレスマネ

ジメントの意義と必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．ストレスマネジメントの方法 

 

１） チームにおけるストレスマネジメントの
意義と必要性 

２） ストレスの考え方 

３） 認知症ケアのストレスの考え方 

４） 認知症ケアにおけるストレスマネジメン
トの意義と必要性 

 

 

 

 

 

１） セルフケアの方法 

２） チームメンバーへの支援方法 

３） 組織によるストレスマネジメントの方法 

 

・ストレスマネジメントに

関する理論を踏まえて、

認知症ケアにおけるスト

レスマネジメントの意義

と必要性を理解する。 

・ストレスの考え方は、肯

定的側面についても取り

上げる。 

 

 

 

 

 

・認知症ケアにおける具体

的なストレスマネジメン

トの方法を学ぶ。 

・実際のストレスマネジメ

ントの方法を、演習を通

して体験的に理解する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と

同程度の効果が期待できる講義などに限る。 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 
認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論

と方法 
研修形態と講義時間：講義・演習（240分） 

目 的 
認知症ケアにおけるチームケアを推進するため、円滑にチームを運用する実践リーダーとして 

の役割を自覚し、認知症ケアにおけるチームケアのマネジメント方法を理解する。 

到達目標 

１．チームマネジメントに関する基本的な考え方や方法を説明できる。 

２．認知症ケアにおけるチームマネジメントの意義と実践方法を理解する。 

３．認知症チームケア推進プログラムを理解し実践できる。 

概 要 

チームによる認知症ケアの向上において、実践リーダーはチーム構築や活性化を促進するチーム

マネージャーとしての役割が期待されている。本科目ではチームの目標や方針の設定と管理、介護

職員等のストレスマネジメント、情報共有のためのカンファレンス等の実施、職員等への動機づ

け、教育や指導等の基本的なチームマネジメントの方法を踏まえ、認知症ケアにおけるチームケア

を促進するマネジメントの実践方法を修得する。 

内 容 備 考 

１．チームマネジメントの基本的理     

解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．認知症ケアにおけるチームマネ

ジメントの必要性 

 

 

 

 

 

３．認知症におけるチームケア推進

プログラムの展開 

 

 

 

 

 

 

 

４．認知症のチームケアにおける 

チームマネジメントの実践方法 

 

１） チームづくりに必要な条件 

２） チームの種類と役割 

３） チームマネジメントの理論と方法 

 

・目標や方針の設定と管理 

・コミュニケーション支援の必要性 

・動機づけの必要性 

・ストレスマネジメントの必要性 

・情報共有やカンファレンスの必要性 

・教育指導の必要性 

 

 

 

１） 認知症ケアにおけるチームケアの意義と
必要性 

２） 認知症ケアにおけるチームマネジメント
の意義と必要性 

 

 

 

１）BPSDとそのケアの基本的考え方 

２）認知症チームケア推進の具体的方法 

 

 

 

 

 

 

 

１）多職種・同職種チームにおける効果的な

チームマネジメントの展開方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・認知症ケアにおけるチ

ームマネジメントの展

開例として認知症チー

ムケア推進研修プログ

ラムに準拠した内容を

学習する。（70 分） 

 

 

 

・チームマネジメントに関

する理論や方法につい

て、認知症ケアにおける

チームケア事例を通して

具体的な実践方法を学

ぶ。 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 職場内教育（OJT）の理論と方法 研修形態と講義時間：講義・演習（420分） 

目 的 
認知症におけるチームケアを向上するリーダーとして、指導に関する理論と指導計画の立案方

法、指導技法の種類と特徴を学び、認知症ケアの効果的な指導方法を修得する。 

到達目標 

１．チームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解する。 

２．認知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解する。 

３．職場内教育（OJT）の計画方法を体験的に理解する。 

４．職場内教育（OJT）における有効な指導技法の種類と実際の方法を理解する。 

概 要 

介護職員等の技術向上は、スーパービジョンや個別指導等の職場内の指導による教育が有効で

あり、実践リーダーには職場内教育（OJT）を実践しチームケアの質の向上を達成する役割が期待

されている。実践者への指導や教育を担っている実践リーダーの指導能力はチームケアの質に大

きく影響しているため、実践リーダーは人材育成に関する知識や理論、方法を理解し指導力を高

めることが必要である。本科目では指導の理論や指導計画の立案方法、指導技法の理解を通じ職

場内教育（OJT）の理論と方法を学ぶ。  

内 容 備 考 

１．人材育成の意義と方法 

 

 

 

 

 

２．職場内教育の意義と方法 

 

 

 

 

３． 職場内教育（OJT）における

指導技法 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．職場内教育（OJT）の実践 

方法 

 

１）人材育成の意義と目的 

２）指導における基本的態度 

３）育成方法の種類と特徴 

 

 

 

１）職場内教育（OJT）の意義と目的 

２）Off-JT、自己啓発（SDS）の限界と職場内

教育（OJT）の有効性 

 

 

１）ティーチング・コーチングの理論と技法

の理解 

 

２）面接技法の理論と技法の理解 

３）スーパービジョンの基本的理解 

４）ティーチング・コーチング・面接技法を

活用した指導の実際 

 

 

 

１）指導課題の設定方法 

２）指導目標の設定方法 

３）指導計画の立案方法 

 

・指導者の基本的な態度とし

てエンパワーメント視点や

動機付けの重要性を理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・演習を通して実際の技法を

体験し、基本的な技術を修

得する。 

・指導事例を通して指導技法

の実践方法を理解する。 

・指導の際に留意する倫理的

配慮の方法を理解する。 

 

 

 

・人材育成の事例について評

価方法、指導目標設定、指

導方法等の職場内教育

（OJT）の計画立案の方法

を、演習を通して理解す

る。 

・認知症ケアの指導に限定し

ない職場内教育（OJT）の

計画立案の過程について体

験的に理解する。  
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 職場内教育（OJT）の理論と方法 研修形態と講義時間：講義・演習（420分） 

目 的 
認知症におけるチームケアを向上するリーダーとして、指導に関する理論と指導計画の立案方

法、指導技法の種類と特徴を学び、認知症ケアの効果的な指導方法を修得する。 

到達目標 

１．チームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解する。 

２．認知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解する。 

３．職場内教育（OJT）の計画方法を体験的に理解する。 

４．職場内教育（OJT）における有効な指導技法の種類と実際の方法を理解する。 

概 要 

介護職員等の技術向上は、スーパービジョンや個別指導等の職場内の指導による教育が有効で

あり、実践リーダーには職場内教育（OJT）を実践しチームケアの質の向上を達成する役割が期待

されている。実践者への指導や教育を担っている実践リーダーの指導能力はチームケアの質に大

きく影響しているため、実践リーダーは人材育成に関する知識や理論、方法を理解し指導力を高

めることが必要である。本科目では指導の理論や指導計画の立案方法、指導技法の理解を通じ職

場内教育（OJT）の理論と方法を学ぶ。  

内 容 備 考 

１．人材育成の意義と方法 

 

 

 

 

 

２．職場内教育の意義と方法 

 

 

 

 

３． 職場内教育（OJT）における

指導技法 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．職場内教育（OJT）の実践 

方法 

 

１）人材育成の意義と目的 

２）指導における基本的態度 

３）育成方法の種類と特徴 

 

 

 

１）職場内教育（OJT）の意義と目的 

２）Off-JT、自己啓発（SDS）の限界と職場内

教育（OJT）の有効性 

 

 

１）ティーチング・コーチングの理論と技法

の理解 

 

２）面接技法の理論と技法の理解 

３）スーパービジョンの基本的理解 

４）ティーチング・コーチング・面接技法を

活用した指導の実際 

 

 

 

１）指導課題の設定方法 

２）指導目標の設定方法 

３）指導計画の立案方法 

 

・指導者の基本的な態度とし

てエンパワーメント視点や

動機付けの重要性を理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・演習を通して実際の技法を

体験し、基本的な技術を修

得する。 

・指導事例を通して指導技法

の実践方法を理解する。 

・指導の際に留意する倫理的

配慮の方法を理解する。 

 

 

 

・人材育成の事例について評

価方法、指導目標設定、指

導方法等の職場内教育

（OJT）の計画立案の方法

を、演習を通して理解す

る。 

・認知症ケアの指導に限定し

ない職場内教育（OJT）の

計画立案の過程について体

験的に理解する。  
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 認知症ケア指導の実践方法 研修形態と講義時間：講義・演習（420分） 

目 的 

これまでに学習した認知症ケアに関する指導技術について、食事・入浴・排泄等の日常生活

や、行動・心理症状（BPSD）が生じている具体的場面において、認知症の人の生活の質の向上を

目的としたケアの指導方法を体験的に理解する。  

到達目標 

１．行動・心理症状（BPSD）への支援方法や生活支援の方法に対する指導の演習を通じ、介護職

員等を指導するための方法を理解する。  

２．認知症ケアにおけるアセスメント及びケアへの指導計画を立案することができる。  

３．介護職員等に対する自己の指導の特徴を理解する。  

概 要 

認知症の人の能力に応じた自立支援による生活の質の向上を目指し、介護職員等を現場で指導

するにあたり、介護職員等のケアの評価、個別課題の明確化、指導目標の設定及び指導計画の立

案について事例演習を通して体験的に学習し、実践的な指導力を高めることを目指す。また、自

己の指導の特徴と今後学習を進める課題を明らかにすることを目指す。  

内 容 備 考 

１． 介護目標設定に関する指導
（事例演習） 

 

 

 

 

 

 

２． アセスメントに関する指導
（事例演習） 

 

 

 

 

 

 

３． 生活の質を向上するケア方
法に関する指導 

（事例演習） 

 

 

 

 

 

４．自己の指導の特徴の振り返    

  り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）生活の質を向上する介護目標の考え方 

２）介護目標に関する評価の視点 

３）介護目標立案に関する指導方法 

（課題の設定、指導目標、指導方法） 

 

  

 

 

１）生活の質を向上するアセスメントの視点 

２）アセスメントに関する評価の視点 

３）アセスメント方法に関する指導方法 

（課題の設定、指導目標、指導方法） 

 

 

 

 

１）生活の質を向上するケアの考え方 

２）ケア方法に関する評価の視点 

３）ケア方法に関する指導方法（課題の設定、

指導目標、指導方法） 

 

 

 

 

１）演習全体を通じた学びの振り返り 

２）自己の指導の特徴と課題の共有 

・介護職員の介護事例を取り

上げ、介護職員への指導方

法のプロセスを体験的に学

ぶ演習とする。なお、事例

の選定は、「食事・入浴・

排泄等の日常生活場面にお

ける介護事例」、「行動・心

理症状（BPSD）への介護事

例」から1つ以上を選択す

ること。 

・倫理的ジレンマ、権利擁

護、家族介護者支援、リス

クマネジメント等の事例も

含むこと。 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 職場実習の課題設定 研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法を理解する。 

到達目標 
１．介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法を立案できる。 

２．講義、演習で学んだ内容を生かし、 認知症ケアの指導に関する実習計画を立案できる。 

概 要 

講義、演習で学んだ内容を生かし、職場における介護職員等の認知症ケアに関する態度、知 

識、技術の向上を目的とした教育、指導を実践し、認知症ケアに関する指導方法の実際を体験的

に理解するため、本科目では介護職員等の認知症ケアの能力を評価する方法を立案することを目

指す。 

内 容 備 考 

１．介護職員等の認知症ケアの能

力に関する評価方法の理解 

 

 

 

 

 

  

２． 介護職員等の認知症ケアの能
力に関する評価方法の立案

（演習） 

 

 

 

 

３．実習計画の立案（演習） 

 

１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、

知識、技術に関する現状分析の方法 

２）指導対象となる介護職員等の選定 

３）介護職員等の認知症ケアの能力の評価方

法立案の過程 

４）実習計画作成の過程 

 

 

１）基本的知識への評価方法の立案 

２）ケア目標への評価方法立案 

３）アセスメント方法への評価方法の立案 

４）ケア方法への評価方法の立案 

５）ケア評価に関する評価方法の立案 

 

 

１）実習目標 

２）実習計画 

３）実習中の資料作成 

 

・研修時間が不足する場合

は、地域の実状に応じて

任意に延長することが望

ましい。 

 

 

 

 

・実習に向け、介護職員等

の認知症ケアの評価方法

案を考え実習への準備を

行う。 

 

 

 

・実習のタイムスケジュー

ルを作成し、実習の目標

と流れを理解する。 

 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長を

可能とする 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 職場実習の課題設定 研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法を理解する。 

到達目標 
１．介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法を立案できる。 

２．講義、演習で学んだ内容を生かし、 認知症ケアの指導に関する実習計画を立案できる。 

概 要 

講義、演習で学んだ内容を生かし、職場における介護職員等の認知症ケアに関する態度、知 

識、技術の向上を目的とした教育、指導を実践し、認知症ケアに関する指導方法の実際を体験的

に理解するため、本科目では介護職員等の認知症ケアの能力を評価する方法を立案することを目

指す。 

内 容 備 考 

１．介護職員等の認知症ケアの能

力に関する評価方法の理解 

 

 

 

 

 

  

２． 介護職員等の認知症ケアの能
力に関する評価方法の立案

（演習） 

 

 

 

 

３．実習計画の立案（演習） 

 

１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、

知識、技術に関する現状分析の方法 

２）指導対象となる介護職員等の選定 

３）介護職員等の認知症ケアの能力の評価方

法立案の過程 

４）実習計画作成の過程 

 

 

１）基本的知識への評価方法の立案 

２）ケア目標への評価方法立案 

３）アセスメント方法への評価方法の立案 

４）ケア方法への評価方法の立案 

５）ケア評価に関する評価方法の立案 

 

 

１）実習目標 

２）実習計画 

３）実習中の資料作成 

 

・研修時間が不足する場合

は、地域の実状に応じて

任意に延長することが望

ましい。 

 

 

 

 

・実習に向け、介護職員等

の認知症ケアの評価方法

案を考え実習への準備を

行う。 

 

 

 

・実習のタイムスケジュー

ルを作成し、実習の目標

と流れを理解する。 

 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長を

可能とする 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 職場実習 研修形態と講義時間：実習（4週間） 

目 的 
研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケアの能力の評価、課題の設定・合

意、指導目標の設定や指導計画を作成し、指導計画に基づいた認知症ケアを指導する。 

到達目標 

１．介護職員等の認知症ケアの能力を評価し、課題を設定・合意できる。 

２．介護職員等の認知症ケアにおける指導目標を立案できる。 

３．指導目標に応じた指導計画を作成できる。 

４．講義、演習で学んだ指導方法を職場で実際に活用できる。 

概 要 

講義、演習で学んだ内容を生かして、職場における介護職員等の認知症ケアに関する態度、 

知識、技術の向上を目的とした教育、指導方法の実際を理解するため、本科目では実習に協力す

る介護職員等の認知症ケア上の課題に応じた指導計画の作成を体験的に理解し、職場内での指導

方法の理解を深めることを目指す。  

内 容 備 考 

１．認知症ケア能力の評価と課題

の設定・合意 

 

 

 

 

 

２．指導目標の立案方法の理解 

 

 

 

 

３．指導目標に応じた指導計画の

作成 

 

 

 

 

４．指導計画に応じた指導の実施 

 

１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、

知識、技術の評価 

２）実習に協力する介護職員等の認知症ケア

上の課題案の設定・合意 

 

 

 

・認知症ケアの課題に応じた指導目標の立案 

 

 

 

 

・指導目標に応じた指導視点や方法に関する 

指導計画の作成 

 

 

 

 

１）指導計画に応じた基本的知識に関する指

導の実践 

２）指導計画に応じたケア目標やアセスメン

ト方法への指導の実践 

 

・１－１）評価に基づき、

課題案の設定・合意を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作成した指導計画を基に

した指導は、任意とす

る。ただし、作成した指

導計画を協力する介護職

員等と共有し、その結果

をもとに職場内での指導

における自己の課題を検

討する取り組みは必ず実

施する。 

・中間報告の実施を推奨す

る。 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 結果報告／職場実習評価 研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 
職場実習を通して、認知症ケア指導の方法に関する課題やあり方について客観的・論理的に考

察・報告し、実践リーダーとして指導の方向性を明確にできる。 

到達目標 

１．職場実習における学びを通し、認知症ケアの指導方法の課題やあり方について客観的・論理的

に考察し、報告できる。 

２．介護職員等への認知症ケアの指導にかかる自己の課題を評価し、指導の方向性を明確にするこ

とができる。 

概 要 

職場実習を踏まえ、実習報告への評価によって、職場における介護職員等の認知症ケアに関する

態度、知識、技術の向上を目的とした教育指導方法の課題や今後の方向性を明確にすることを目指

す。 

内 容 備 考 

１．認知症ケア指導の実践方法に

関する自己の課題の整理と考

察 

 

 

 

２．認知症ケア指導に関する方向

性の明確化 

 

１）結果報告と評価 

２）認知症ケア指導における課題分析 

３）認知症ケア指導における課題の明確化 

 

 

 

１）認知症ケアに関する自己の指導の特徴と

課題 

２）今後の認知症ケア指導における自己の学

習目標と内容の明確化 

・研修時間が不足する場合

は、地域の実状に応じて任

意に延長することが望まし

い。 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長を

可能とする 
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認知症介護リーダー研修シラバス                                       令和7年3月31日 

 

科 目 名 結果報告／職場実習評価 研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 
職場実習を通して、認知症ケア指導の方法に関する課題やあり方について客観的・論理的に考

察・報告し、実践リーダーとして指導の方向性を明確にできる。 

到達目標 

１．職場実習における学びを通し、認知症ケアの指導方法の課題やあり方について客観的・論理的

に考察し、報告できる。 

２．介護職員等への認知症ケアの指導にかかる自己の課題を評価し、指導の方向性を明確にするこ

とができる。 

概 要 

職場実習を踏まえ、実習報告への評価によって、職場における介護職員等の認知症ケアに関する

態度、知識、技術の向上を目的とした教育指導方法の課題や今後の方向性を明確にすることを目指

す。 

内 容 備 考 

１．認知症ケア指導の実践方法に

関する自己の課題の整理と考

察 

 

 

 

２．認知症ケア指導に関する方向

性の明確化 

 

１）結果報告と評価 

２）認知症ケア指導における課題分析 

３）認知症ケア指導における課題の明確化 

 

 

 

１）認知症ケアに関する自己の指導の特徴と

課題 

２）今後の認知症ケア指導における自己の学

習目標と内容の明確化 

・研修時間が不足する場合

は、地域の実状に応じて任

意に延長することが望まし

い。 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長を

可能とする 

1 

認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 認知症介護実践者等養成事業の実施 研修形態と講義時間：講義（1時間） 

目 的 
認知症介護実践者等養成事業における各研修の目的や実施の背景、認知症介護指導者の役割

について理解し、各研修の現状と課題を踏まえた実施方法を具体的に把握する。 

到達目標 

１．認知症介護実践者等養成事業の目的と実施の背景を理解する。 

２．認知症介護実践者等養成事業において実施する各研修の概要を理解する。 

３．認知症介護実践者等養成事業の展開状況を理解する。 

４．認知症介護指導者の役割と実践事例を理解する。 

概 要 
認知症介護指導者として実践研修等を担うために、認知症介護実践者等養成事業の概要を理

解し、認知症介護指導者の役割や活動状況を学習する。 

内 容 備 考 

１．認知症介護実践者等

養成事業の目的と実

施の背景（事前課

題）  

 

 

 

２．実践研修等の概要

（事前課題）  

 

 

 

 

 

 

３．実践研修等の展開状

況（事前課題）  

 

 

 

 

４．認知症介護指導者の

役割と実践事例  

 

１） 認知症介護実践者等養成事業の目的  

２） 旧実践者研修、実践リーダー研修の概要とカリキュラ
ム  

 

 

 

 

１） 基礎研修、実践者研修、実践リーダー研修、指導者養
成研修、開設者研修、管理者研修、計画作成担当者研

修の目的、対象、カリキュラム、修了要件  

２） 都道府県・指定都市ごとの基礎研修、実践者研修、実
践リーダー研修、指導者養成研修の修了者数  

 

 

 

１） 各都道府県・指定都市における認知症介護実践者等養
成事業の実施状況  

２） 各研修の課題やその対策等  

 

 

 

１） 認知症介護指導者の役割、活動状況  

２）認知症介護指導者の実践事例  

・厚生労働省によ

る通知を用いて

説明する。  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。 
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 認知症ケアに関する施策と行政との連携 研修形態と講義時間：講義（1時間） 

目 的 

認知症ケアに関連する施策の動向及び施策に位置づけられた認知症ケアの専門職の役割やス

キルを理解する。行政の役割を理解し、行政と効果的に連携・協働するための視点を理解す

る。 

到達目標 

１．認知症ケアに関連する施策の動向及び施策において位置づけられている人材の役割や 

  スキルを理解する。  

２．認知症介護指導者として、都道府県・市区町村行政とどのように連携を図ればよいか、 

事例を基に理解する。  

概 要 

認知症ケアに関連する施策は認知症ケアの発展の経過と共に変化しており、その経過の学習

は、今後認知症ケアを発展させるために重要である。また、実践研修等の実施においては、最

新の情報を適切に反映することが求められる。認知症ケアに関連する施策の最新の動向を理解

するとともに、協働する可能性のある専門職等についてその役割とスキルを理解する。また、

都道府県・市区町村行政とどのように連携を図ればよいか、事例を基に学習する。  

内 容 備 考 

１．認知症施策の変遷

（事前課題）  

 

 

２．現在の認知症施策の

動向（事前課題）  

 

 

 

 

 

３．関連専門職の役割と

スキル（事前課題）  

 

 

４．認知症介護指導者と

行政との連携のポイ

ントと事例  

 

１）オレンジプラン  

２）認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）  

 

 

１） 認知症施策推進大綱、共生社会の実現を推進するため
の認知症基本法  

２） 認知症の人・家族の視点を重視した支援  

３） 認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支
援  

 

 

１）認知症地域支援推進員  

２）かかりつけ医、認知症サポート医等の医療従事者 

 

  

１）行政との連携のポイント  

２）認知症介護指導者と都道府県との連携事例  

３）認知症介護指導者と市区町村の連携事例  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 認知症ケアに関する施策と行政との連携 研修形態と講義時間：講義（1時間） 

目 的 

認知症ケアに関連する施策の動向及び施策に位置づけられた認知症ケアの専門職の役割やス

キルを理解する。行政の役割を理解し、行政と効果的に連携・協働するための視点を理解す

る。 

到達目標 

１．認知症ケアに関連する施策の動向及び施策において位置づけられている人材の役割や 

  スキルを理解する。  

２．認知症介護指導者として、都道府県・市区町村行政とどのように連携を図ればよいか、 

事例を基に理解する。  

概 要 

認知症ケアに関連する施策は認知症ケアの発展の経過と共に変化しており、その経過の学習

は、今後認知症ケアを発展させるために重要である。また、実践研修等の実施においては、最

新の情報を適切に反映することが求められる。認知症ケアに関連する施策の最新の動向を理解

するとともに、協働する可能性のある専門職等についてその役割とスキルを理解する。また、

都道府県・市区町村行政とどのように連携を図ればよいか、事例を基に学習する。  

内 容 備 考 

１．認知症施策の変遷

（事前課題）  

 

 

２．現在の認知症施策の

動向（事前課題）  

 

 

 

 

 

３．関連専門職の役割と

スキル（事前課題）  

 

 

４．認知症介護指導者と

行政との連携のポイ

ントと事例  

 

１）オレンジプラン  

２）認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）  

 

 

１） 認知症施策推進大綱、共生社会の実現を推進するため
の認知症基本法  

２） 認知症の人・家族の視点を重視した支援  

３） 認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支
援  

 

 

１）認知症地域支援推進員  

２）かかりつけ医、認知症サポート医等の医療従事者 

 

  

１）行政との連携のポイント  

２）認知症介護指導者と都道府県との連携事例  

３）認知症介護指導者と市区町村の連携事例  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。

3 

認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 研修の目標設定と研修総括 研修形態と講義時間：講義・演習（7時間） 

目 的 

認知症介護指導者養成研修の目的を踏まえ、自己課題を設定し、その達成状況について自己

評価できる。自己課題の設定とその評価の経験を基にして、認知症介護指導者としての自己研

鑽のあり方を考察する。 

到達目標 

１. 指導者養成研修の位置づけと目的を踏まえて、研修目標を達成するための自己課題を設定

できる。  

２. 設定した自己課題の達成状況について、自己評価できる。  

３. 研修での自己の学習成果及び今後の自己研鑚のあり方を明らかにできる。  

４. 研修修了後の認知症介護指導者としてのネットワークのあり方を理解する。  

概 要 

指導者養成研修の受講者は、多様なサービス種別において、それぞれの資格や職位に応じた

多様な学習経験を有している。それぞれの受講者が、指導者養成研修の研修目標の達成を目指

すにあたり、どのように学習を進めればよいかを考え、達成可能な自己課題を設定すること、

そしてその達成状況について評価することを目指す。また、研修成果の総括や、研修修了後の

ネットワークのあり方について学習する。  

内 容 備 考 

１．自己の目標設定  

 

 

 

 

２．目標の達成状況の 

評価  

 

 

３．今後の取り組みの 

検討  

 

 

 

４．認知症介護指導者の

ネットワークについ

て  

 

１）目標設定の意義  

２）目標設定の方法  

３）指導者養成研修における自己の目標設定  

 

 

１）目標の達成度と、達成度を評価した根拠  

２）達成できた（できなかった）理由の検討  

 

 

１）今後の取り組みの方向性と取り組み方法の検討  

２）研修全体での学習成果の振り返り  

３）研修修了後の課題設定  

 

 

１） 研修修了後のネットワークのあり方  

２） ネットワークのツールとしての認知症介護情報ネット
ワーク（DCnet）の活用  

  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 教育方法論 研修形態と講義時間：講義・演習（16 時間） 

目 的 
認知症ケア現場や認知症介護実践研修等において活用する技法の特徴を理解し、それらを活

用して、介護職員等の課題解決力を高めるための支援ができる。 

到達目標 

１．認知症ケア現場や実践研修等で活用する討議法、課題分析の技法、事例検討法等の演習技

法の特徴を理解する。  

２. 課題解決力を高めるための教育・指導のあり方について体験的に理解する。  

概 要 

認知症ケアの実践においては、様々な目的で技法が用いられている。技法は、目的や方法等

を正しく理解した上で意識的に活用する必要がある。本科目では、認知症介護実践研修等を実

施する際にベースとなる基本的な課題解決技法について概観し、適切に教育に反映させるため

の視点を身につけることを目指す。  

内 容 備 考 

１．教育技法の特徴と 

活用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．認知症ケア実践にお

ける課題解決技法の

活用（演習）  

 

１）討議法の特徴と活用  

２）課題分析に関する技法の特徴と活用  

３）事例検討法の特徴と活用  

４）オンライン教育の特徴と活用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題解決技法を活用した演習  

 

・討議法の特徴と活用

としてはBS法やワー

ルドカフェ、ディベ

ート等、課題分析に

関する技法の特徴と

活用としてはマンダ

ラートやKJ法、図

解、ロジックツリー

等、事例検討法の特

徴としてはケースメ

ソッドやインシデン

ト法等を用いる。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 教育方法論 研修形態と講義時間：講義・演習（16 時間） 

目 的 
認知症ケア現場や認知症介護実践研修等において活用する技法の特徴を理解し、それらを活

用して、介護職員等の課題解決力を高めるための支援ができる。 

到達目標 

１．認知症ケア現場や実践研修等で活用する討議法、課題分析の技法、事例検討法等の演習技

法の特徴を理解する。  

２. 課題解決力を高めるための教育・指導のあり方について体験的に理解する。  

概 要 

認知症ケアの実践においては、様々な目的で技法が用いられている。技法は、目的や方法等

を正しく理解した上で意識的に活用する必要がある。本科目では、認知症介護実践研修等を実

施する際にベースとなる基本的な課題解決技法について概観し、適切に教育に反映させるため

の視点を身につけることを目指す。  

内 容 備 考 

１．教育技法の特徴と 

活用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．認知症ケア実践にお

ける課題解決技法の

活用（演習）  

 

１）討議法の特徴と活用  

２）課題分析に関する技法の特徴と活用  

３）事例検討法の特徴と活用  

４）オンライン教育の特徴と活用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題解決技法を活用した演習  

 

・討議法の特徴と活用

としてはBS法やワー

ルドカフェ、ディベ

ート等、課題分析に

関する技法の特徴と

活用としてはマンダ

ラートやKJ法、図

解、ロジックツリー

等、事例検討法の特

徴としてはケースメ

ソッドやインシデン

ト法等を用いる。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。

5 

認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 授業設計法 研修形態と講義時間：講義・演習（35時間） 

目 的 

認知症ケアにおける授業（講義・演習）計画書の作成の際に必要となる基本的考え方や方法

を理解する。模擬授業の計画作成を通して、研修の実施形態の特徴に合わせた授業のあり方に

ついて理解し、授業のねらいを踏まえた教材を準備することができる。  

到達目標 

１.認知症ケアにおける授業を計画する際に必要となる基本的考え方を理解する。  

２.授業のねらいの設定の考え方について理解する。  

３.授業のねらいを達成するための学習内容と授業の構造のあり方を理解する。  

４.授業計画の作成及び効果的な授業実施のポイントを理解する。  

５.授業の評価と改善方法を理解する。  

６.授業を計画し、教材を作成することができる。  

７.研修の実施形態の特徴を踏まえた授業設計ができる。  

概 要 

認知症介護指導者が均質な授業を提供する観点から、再現性の高い授業計画書を準備するこ

とが不可欠である。本科目では、研修の実施形態の特徴を踏まえ、効果的で再現性の高い授業

計画の作成の基本的考え方、実施方法及びその評価方法を講義・演習を通じて体験的に学習す

る。 

内 容 備 考 

１．授業計画や教材作成

の基本的考え方  

 

 

 

 

２．授業のねらいの設定  

 

 

 

 

３．授業のねらいを達成

するための学習内容

と授業の構造  

 

 

４．授業計画作成及び効

果的な授業実施のポ

イント  

 

 

 

５．授業の評価と改善方

法  

 

 

 

 

６．授業計画及び教材作

成（演習）  

１）授業計画作成の目的と意義  

２）授業計画の構造・構成  

３）講義・演習の特徴・意義  

４）教材検索、教材開発、教材選択のポイント  

 

 

１）現場の課題を踏まえたねらいの設定  

２）授業の条件を踏まえたねらいの設定  

３）受講者の力量の把握  

 

 

１）実践の振り返りと先行研究の把握  

２）講義・演習の組み合わせ方  

 

 

 

１）講義・演習実施のポイント  

２）チーム編成の視点  

３）時間配分  

４）ファシリテーターとの協働  

 

 

１）授業評価の目的  

２）授業評価のためのデータ  

３）評価を踏まえた授業改善の考え方と具体例  

４）テストの実施方法  

 

 

・授業計画及び教材の作成  

 

・知的財産の取り扱

い留意事項にふれ

ること。 

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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6 

認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 授業の実施と評価  研修形態と講義時間：演習（17時間） 

目 的 
授業計画に基づく講義・演習を展開できる。模擬授業での演習の成果や評価結果に基づい

て、授業のねらいや内容、方法について改善のための提案ができる。  

到達目標 

１．授業計画に基づき、研修の実施形態の特徴に合わせた講義・演習を展開できる。  

２．より効果的な授業を構築・展開するために授業のねらい・内容・方法について改善のため

の提案をすることができる。  

３．授業の評価を踏まえて、授業計画を修正・改善することができる。  

概 要 

本科目では、実際に計画した講義・演習の一部をロールプレイ形式で実施し、授業のねらい

に対する授業の内容の適切さ、講師役の教授のあり方、教材の有効性等、講義・演習のあり方

について、受講者同士で相互評価することにより検討する。また、評価結果を踏まえて、授業

の内容を修正する過程を通じて、効果的な研修実施とその改善方法を理解することを目指す。  

内 容 備 考 

１．模擬授業の実施  

 

 

 

 

２．受講者間の討議によ

る模擬授業の評価  

 

 

３．授業計画及び教材の

修正  

 

１） 授業計画の解説（授業のねらい、全体の構成、実演す
る部分）  

２） 授業計画に則った模擬授業の実施  

 

 

１）模擬授業の実演結果についての討議  

２）模擬授業での学習成果のまとめ  

 

 

・授業の実施と評価を踏まえ、授業計画及び教材の修正  

 

  

・対面形式とオンラ

イン形式のどちら

も実施すること。 

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 授業の実施と評価  研修形態と講義時間：演習（17時間） 

目 的 
授業計画に基づく講義・演習を展開できる。模擬授業での演習の成果や評価結果に基づい

て、授業のねらいや内容、方法について改善のための提案ができる。  

到達目標 

１．授業計画に基づき、研修の実施形態の特徴に合わせた講義・演習を展開できる。  

２．より効果的な授業を構築・展開するために授業のねらい・内容・方法について改善のため

の提案をすることができる。  

３．授業の評価を踏まえて、授業計画を修正・改善することができる。  

概 要 

本科目では、実際に計画した講義・演習の一部をロールプレイ形式で実施し、授業のねらい

に対する授業の内容の適切さ、講師役の教授のあり方、教材の有効性等、講義・演習のあり方

について、受講者同士で相互評価することにより検討する。また、評価結果を踏まえて、授業

の内容を修正する過程を通じて、効果的な研修実施とその改善方法を理解することを目指す。  

内 容 備 考 

１．模擬授業の実施  

 

 

 

 

２．受講者間の討議によ

る模擬授業の評価  

 

 

３．授業計画及び教材の

修正  

 

１） 授業計画の解説（授業のねらい、全体の構成、実演す
る部分）  

２） 授業計画に則った模擬授業の実施  

 

 

１）模擬授業の実演結果についての討議  

２）模擬授業での学習成果のまとめ  

 

 

・授業の実施と評価を踏まえ、授業計画及び教材の修正  

 

  

・対面形式とオンラ

イン形式のどちら

も実施すること。 

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。

7 

認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 研修企画と評価 研修形態と講義時間：講義・演習（5時間） 

目 的 
研修の位置づけや受講者の力量等、研修の条件に合わせた研修目標やカリキュラム構築及び

その評価方法の基本的考え方について理解し、適切な研修企画ができる 

到達目標 

１. 研修カリキュラム構築のための基本的知識を理解する。  

２. 研修の位置づけや受講者の受講準備状況（力量）等を踏まえた、研修目標の設定方法を理

解する。  

３. 研修目標や研修の諸条件（時間数、費用等）に応じ、研修カリキュラムを構築する際の内

容や順序のあり方を理解する。  

４. 実践研修のカリキュラムの評価の考え方及び方法を理解する。  

概 要 

認知症ケアにかかわる人材育成においては、必要となる知識・技術が多岐にわたることか

ら、単発のOff-JTを実施するだけでなく、複数の研修を効果的に組み合わせて実施することに

より、OJTに生かしていく必要がある。また効果的な研修を展開していくためには、各研修や

研修カリキュラムが目的に沿った成果を上げているか評価をすることが不可欠である。本科目

では、認知症ケアにおける研修カリキュラムの構築のあり方及びその評価方法を理解すること

を目指す。 

内 容 備 考 

１．カリキュラム構築の基

本的知識  

 

 

 

２．研修目標の設定  

 

 

 

３．研修内容と順序の検討  

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研修カリキュラムの評

価  

 

１）研修カリキュラム構築を学習する意味  

２）研修カリキュラム構築の基本的なプロセス  

３）シラバスの位置づけと役割  

 

 

１）研修目標の設定方法  

２）研修受講者の受講準備状況（力量）の把握と評価  

 

 

１） 研修目標と研修内容の関係  

２） 研修の順序と学習効果  

３） 研修講師選定の基本的考え方と講師依頼のポイント  

４） 事前課題の設定  

５） 研修を構築する際に検討すべき諸条件 （対象要件、

修了要件、１コマの時間数、休憩、受講定員、受講料

等）の考え方  

 

 

１）研修カリキュラムの評価の目的・意義  

２）研修の目的に合わせた評価対象と評価時期の設定  

３）実践研修の評価方法（演習）  
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 人材育成論 研修形態と講義時間：講義（3時間） 

目 的 
認知症ケアの特徴を踏まえた人材育成について理解する。キャリアパス構築等効果的な人材

育成のための組織体制づくりのあり方を理解する。  

到達目標 

１.人材育成の基本的考え方と認知症ケアの特徴を踏まえた人材育成について理解する。  

２.人材育成における動機づけの重要性と動機づけを高めるための方法を理解する。  

３.ケア現場における効果的な人材育成のための組織体制づくりのあり方を理解する。  

概 要 

認知症介護指導者は、実践者等養成事業における研修の他、地域における認知症ケアに関連

するあらゆる組織の中で人材育成に関与する可能性がある。本科目では、認知症介護実践者等

養成事業設立の経緯を踏まえ、認知症ケアにおいて、効果的な人材育成を展開していくための

基本的知識を学習する。また、認知症ケアにおいては、認知機能の低下や認知症の人の個性等

に応じた個別ケアが求められる。そのためには、自ら考え行動する人材を育成する必要があ

り、学習した成果を現場で活用するための動機づけを高めることも重要となる。そのような人

材育成のための視点や条件整備・仕組みづくりなどの組織的な取り組みのあり方を学習する。  

内 容 備 考 

１．認知症ケアにおける

人材育成  

 

 

 

２．人材育成における 

動機づけの理解  

 

 

 

３．効果的な人材育成の

ための組織体制づく

りと運用  

 

１）これからの人材育成のあり方  

２）OJT、Off-JT、SDS の活用  

３）認知症ケアに関する人材育成の課題  

 

 

１）動機づけの理解（内発的動機、達成動機、ワークエン

ゲイジメント等）  

２）人材育成において動機づけ向上を働きかける方法  

 

 

１）人材育成のための組織づくり・環境づくり  

２）キャリアパスの構築と支援体制  

３）初任者・新任者への OJT の計画と実施  

４）中堅職員の人材育成  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 人材育成論 研修形態と講義時間：講義（3時間） 

目 的 
認知症ケアの特徴を踏まえた人材育成について理解する。キャリアパス構築等効果的な人材

育成のための組織体制づくりのあり方を理解する。  

到達目標 

１.人材育成の基本的考え方と認知症ケアの特徴を踏まえた人材育成について理解する。  

２.人材育成における動機づけの重要性と動機づけを高めるための方法を理解する。  

３.ケア現場における効果的な人材育成のための組織体制づくりのあり方を理解する。  

概 要 

認知症介護指導者は、実践者等養成事業における研修の他、地域における認知症ケアに関連

するあらゆる組織の中で人材育成に関与する可能性がある。本科目では、認知症介護実践者等

養成事業設立の経緯を踏まえ、認知症ケアにおいて、効果的な人材育成を展開していくための

基本的知識を学習する。また、認知症ケアにおいては、認知機能の低下や認知症の人の個性等

に応じた個別ケアが求められる。そのためには、自ら考え行動する人材を育成する必要があ

り、学習した成果を現場で活用するための動機づけを高めることも重要となる。そのような人

材育成のための視点や条件整備・仕組みづくりなどの組織的な取り組みのあり方を学習する。  

内 容 備 考 

１．認知症ケアにおける

人材育成  

 

 

 

２．人材育成における 

動機づけの理解  

 

 

 

３．効果的な人材育成の

ための組織体制づく

りと運用  

 

１）これからの人材育成のあり方  

２）OJT、Off-JT、SDS の活用  

３）認知症ケアに関する人材育成の課題  

 

 

１）動機づけの理解（内発的動機、達成動機、ワークエン

ゲイジメント等）  

２）人材育成において動機づけ向上を働きかける方法  

 

 

１）人材育成のための組織づくり・環境づくり  

２）キャリアパスの構築と支援体制  

３）初任者・新任者への OJT の計画と実施  

４）中堅職員の人材育成  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 成人教育論 研修形態と講義時間：講義・演習（3時間） 

目 的 成人教育学における成人の特徴を理解し、効果的な支援のあり方を考察する。 

到達目標 

１. 成人教育の基本的考え方を理解する。  

２．成人教育における、教育者の役割を理解し、倫理的視点を醸成する。  

３. 成人教育の考え方を実践研修等研修における学習支援に活用する方法を理解する。  

概 要 

認知症介護実践者等養成事業は基礎教育と異なり、現に実務に従事している成人に対する現

任教育である。そのため、効果的な研修プログラムを構築し実践していくためには、学校教育

における教える―教えられる関係と異なり、成人教育の特徴に配慮した働きかけが求められ

る。本科目においては、そのような学習する成人の特徴を理解し、その特徴を踏まえた学習支

援のあり方について理解することを目指す。また、実践研修修了者の学習支援や認知症介護指

導者としての自身の発展をにらみ、そのような学習支援を発展させたコミュニティの形成に関

する基本的な考え方を学習する。  

内 容 備 考 

１．成人教育学の基本的

考え方  

 

 

 

２．教育者の役割と倫理  

 

 

 

３．学習支援の方法  

 

１）成人学習者の特徴（自己決定性、経験の観点から）  

２）成人学習のプロセス  

３）意識変容の学習プロセス  

 

 

１）教育者の役割  

２）教育者の振り返りの重要性  

 

 

１）振り返りの方法  

２）振り返る意味  

３）学習者のコミュニティ形成  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。



45610 

認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 認知症ケアに関する研究法の概論 研修形態と講義時間：講義・演習（2時間） 

目 的 
認知症ケアについての学術的な課題設定、データ収集、分析及び評価などの方法を理解す

る。 

到達目標 

１. 認知症ケアにおける学術的な研究の考え方とプロセスを概観することができる。  

２. 認知症ケアの実践を取りまとめる際の研究課題の設定のあり方を理解する。  

３. 介入方法に合わせたデータ収集の方法を理解する。  

４. 研究結果の分析、結果報告のポイントを理解する。  

概 要 

認知症介護指導者は、実践研修をはじめとした地域における取り組みにおいては、データや

根拠に基づいた実践を推進する立場となるほか、受講者の実践事例報告に対する指導を行う立

場になる。そのため、データに基づき公平・公正に物事を捉える視点や認知症ケアの研究報告

を読み解く力を修得していく必要がある。そのような力量は、認知症介護指導者となったのち

にも自己学習等により高めることが期待されるが、本科目はその第一歩として認知症ケアの実

践研究のプロセスを概観し、職場実習に取り組みその結果を報告するために必要となる研究的

な考え方を理解することを目指す。 

内 容 備 考 

１．学術的な研究の考え

方とプロセス  

 

 

 

２．研究課題の設定  

 

 

 

 

 

 

３．介入方法に合わせた

データ収集の方法  

 

 

４．分析と仮説の検証  

 

 

 

５．研究成果のまとめ方

やプレゼンテーション  

 

１）学術的な研究  

２）仮説・検証の必要性  

３）研究の過程  

 

 

１）問題意識・興味から明確な課題への転換  

２）因果と説明  

３）研究のデザイン  

４）データの収集方法  

５）倫理的配慮  

 

 

１）介入とデータ収集  

２）アウトカム評価尺度の種類  

 

 

１）質的データ・量的データの整理・分析  

２）考察・仮説の検証  

 

 

１）背景、目的、方法、結果、考察  

２）倫理的配慮の示し方  

３）結果と考察の違い、目的と考察の対応等  

４）プレゼンテーションの方法  

５）パワーポイント・ポスター作成のポイント  

６）質疑応答のポイント  

・認知症ケアに関す

る介入研究を具体

例に挙げて説明す

る。  
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

科 目 名 

職場実習企画 

職場実習 

職場実習（振り返り） 

職場実習報告 

研修形態と講義時間： 

演習（12時間） 

実習（5週間） 

演習（3時間） 

演習（14時間） 

目 的 
研修で学んだ内容を生かして、認知症ケアにおける実習企画、その実践及び評価をすること

ができる。職場実習における取り組みの成果を分かりやすく報告することができる。  

到達目標 

１.認知症ケアにおける研究的な取り組みを企画することができる。  

２.企画に基づいて職場実習の実践及び評価ができる。  

３.職場実習における取り組みの成果を分かりやすく報告することができる。  

概 要 

認知症介護指導者は、実践研修をはじめとした地域における取り組みにおいては、データや

根拠に基づいた実践を推進する立場となる。また、その役割として、認知症介護実践研修にお

ける職場実習においては、受講者の実践事例報告に対する指導を行う立場になり、データに基

づき公平・公正に物事を捉える視点や認知症ケアの研究報告を読み解く力を修得していく必要

がある。本科目はその第一歩として職場実習企画書に基づき、職場実習を実施し、まとめる過

程を通じて、認知症ケアにおける研究的な取り組みの企画と実践、評価及び報告ができるよう

になることを目指す。  

内 容 備 考 

【職場実習企画】  

１. 職場実習に関する 

オリエンテーション  

 

 

２. 職場実習企画書の 

作成  

 

 

 

【職場実習】  

３. 企画書に基づいた 

実践  

 

 

 

【職場実習（振り返り）】  

４. 職場実習全体の振り

返り  

 

 

【職場実習成果報告】  

５. 取り組みの成果の 

報告  

 

１）職場実習の目的  

２）職場実習企画書の構成と記入方法  

３）職場実習企画書及び実習報告の実践事例の紹介  

 

１）解決したい職場の課題の選定及び目的の決定  

２）方法の検討  

３）評価方法の検討  

４）職場管理者等上司への確認  

 

 

１）協力者に対する説明と同意  

２）企画書に基づいた取り組みの展開  

３）取り組みの成果の評価  

４）報告資料のとりまとめと提出  

 

 

・職場実習に関する取り組みの振り返り  

 

 

 

 

１）職場実習における取り組みの成果の報告  

２）質疑応答  

 

 

 

 

 

・センタースタッフ

の指導を受けなが

ら進める。  

 

 

 

・上記同様  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 共生のために地域で支え合う体制づくり 研修形態と講義時間：講義・演習（2時間） 

目 的 

地域包括ケアシステムや認知症とともに生きる共生社会づくりのための関係機関との連携体

制の構築についての基本的考え方を理解し、地域において認知症の人が自分らしく暮らし続け

るための支援体制に関する課題解決の提案ができる。  

到達目標 

１．認知症とともに生きる共生社会づくりのための地域連携に必要な基本的考え方を理解す

る。  

２．関連機関等との連携体制における認知症介護指導者の位置づけと役割を理解する。  

３．認知症の人が地域の中で自分らしく暮らし続けるための取り組みに関して、自己の目標と

課題を整理できる。  

概 要 

認知症介護指導者は、地域において行政の施策に則った役割を果たしていくことが期待され

ており、認知症基本法で目指している共生社会の実現に向けて、地域における認知症の人の生

活の質の向上や住み慣れた地域で生活を継続できるための様々な取り組みを実践しているケー

スも報告されている。また、実践研修においては、認知症の人が地域で自分らしく暮らし続け

ることを支えるための基本的な考え方を教育する立場にもなる。本科目では、共生社会を築い

ていくための地域での活動の推進や実践研修での授業の展開など、指導者としての取り組みを

推進する上で重要となる地域連携についての基本的考え方や取り組みの実践事例について学習

する。  

内 容 備 考 

１．共生及びそのための

関係機関等との連携

に必要な基本的考え

方（事前課題）  

 

 

２．関連機関等との連携

体制における認知症

介護指導者の位置づ

けと役割    

（事前課題）  

 

 

３．医療・介護・地域連

携等の実践事例  

 

 

 

 

 

４．地域における認知症

の人に対する支援体

制づくりの目標と課

題の整理  

 

１）共生についての理解と自地域の課題  

２）他施設・事業所、他機関、他職種の理解  

３）関係機関等との連携やネットワーク構築のポイント  

 

 

 

１） 共生社会づくりのための地域資源との連携体制を構築
する際の認知症介護指導者の位置づけ  

２） 共生社会づくりのための地域資源との連携体制を構築
する際の認知症介護指導者の役割  

 

 

 

１） 啓発・本人発信支援  

２） 本人の社会参加活動支援  

３） 安心・安全な外出支援（行方不明対応を含む）  

４） 本人が生活を継続していくための医療・介護・地域連
携・ネットワーキング  

 

 

・以上の学習を踏まえ、自己の目標と課題を整理  

 

・認知症基本法にお

ける「共生」の概

念を説明する。  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 共生のために地域で支え合う体制づくり 研修形態と講義時間：講義・演習（2時間） 

目 的 

地域包括ケアシステムや認知症とともに生きる共生社会づくりのための関係機関との連携体

制の構築についての基本的考え方を理解し、地域において認知症の人が自分らしく暮らし続け

るための支援体制に関する課題解決の提案ができる。  

到達目標 

１．認知症とともに生きる共生社会づくりのための地域連携に必要な基本的考え方を理解す

る。  

２．関連機関等との連携体制における認知症介護指導者の位置づけと役割を理解する。  

３．認知症の人が地域の中で自分らしく暮らし続けるための取り組みに関して、自己の目標と

課題を整理できる。  

概 要 

認知症介護指導者は、地域において行政の施策に則った役割を果たしていくことが期待され

ており、認知症基本法で目指している共生社会の実現に向けて、地域における認知症の人の生

活の質の向上や住み慣れた地域で生活を継続できるための様々な取り組みを実践しているケー

スも報告されている。また、実践研修においては、認知症の人が地域で自分らしく暮らし続け

ることを支えるための基本的な考え方を教育する立場にもなる。本科目では、共生社会を築い

ていくための地域での活動の推進や実践研修での授業の展開など、指導者としての取り組みを

推進する上で重要となる地域連携についての基本的考え方や取り組みの実践事例について学習

する。  

内 容 備 考 

１．共生及びそのための

関係機関等との連携

に必要な基本的考え

方（事前課題）  

 

 

２．関連機関等との連携

体制における認知症

介護指導者の位置づ

けと役割    

（事前課題）  

 

 

３．医療・介護・地域連

携等の実践事例  

 

 

 

 

 

４．地域における認知症

の人に対する支援体

制づくりの目標と課

題の整理  

 

１）共生についての理解と自地域の課題  

２）他施設・事業所、他機関、他職種の理解  

３）関係機関等との連携やネットワーク構築のポイント  

 

 

 

１） 共生社会づくりのための地域資源との連携体制を構築
する際の認知症介護指導者の位置づけ  

２） 共生社会づくりのための地域資源との連携体制を構築
する際の認知症介護指導者の役割  

 

 

 

１） 啓発・本人発信支援  

２） 本人の社会参加活動支援  

３） 安心・安全な外出支援（行方不明対応を含む）  

４） 本人が生活を継続していくための医療・介護・地域連
携・ネットワーキング  

 

 

・以上の学習を踏まえ、自己の目標と課題を整理  

 

・認知症基本法にお

ける「共生」の概

念を説明する。  

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同

程度の効果が期待できる講義などに限る。
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認知症介護指導者養成研修 シラバス改定版                            令和7年3月31日 

 

 

科 目 名 相談援助の理論と方法 研修形態と講義時間：講義・演習（7時間） 

目 的 

「認知症に関する正しい知識及び認知症の人に関する正しい理解を深める」ために、認知症

ケアにおける相談援助の役割を担う者として必要となる知識・技術を理解し、課題に応じた対

応及び支援を実践的に展開することができる。 

到達目標 

１．既習の科目で学んだ内容と関連させ、相談援助における原則や基本的態度、必要な 

  知識・技術を理解する。  

２．相談者の置かれている状況や課題、ニーズを踏まえ、課題解決するための情報収集及び   

  その分析方法を実践的に理解する。  

３．事例等を用いた演習を通して、具体的な相談援助の場面及び過程における技術等を習得す

る。  

４．自己の相談援助のあり方を振り返り、今後の取り組みの方向性を明確化できる。  

概 要 

認知症介護指導者は、専門職のみならず認知症当事者やその家族、地域住民からの相談に応

じ、「認知症の人に関する正しい理解」を推進する役割が期待されている。この役割を果たす

ためには、認知症当事者やケアに携わる人々の相談内容に適した的確な助言・支援の技術が求

められる。本科目では、当該事業における認知症介護指導者の相談援助の取り組みが、実際に

効果のある働きかけとなることを目指す。また、今後地域で活動するにあたっての自らの課題

を明らかにすることを目指す。  

内 容 備 考 

１．相談援助における原則

や基本的態度、必要な

知識・技術の理解  

 

 

２．相談者の置かれている

状況や課題、ニーズを

踏まえ、課題解決する

ための情報収集及び 

その分析方法の実践的

理解  

 

 

３．事例等を用いた演習を

通して具体的な相談援

助の場面及び過程にお

ける技術等の習得 

 

 

４．自己の相談援助のあ

り方の振り返りと今

後の取り組みの方向

性の明確化 

 

１） 相談援助を実施する前に修得を要する原則や基本的 

態度  

２） 相談援助を実施する際に必要な知識・技術  

 

 

１） 相談者の課題に関する情報収集  

２） 課題の焦点化  

３） 課題の発生要因の分析の実践的理解  

 

 

 

 

 

１） 専門職、認知症の当事者とその家族、地域住民等の
様々な事例を用いた演習 

２） 上記１）の相談者に合わせた支援の過程における技
術の習得 

 

 

１）演習全体の振り返り 

２）相談援助の役割を担う者としての自己の課題 

３）今後の相談援助の取り組みの方向性の明確化 
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「新カリキュラム改訂にともなう各科目シラバス
変更のポイントと運用のヒント」案
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 認知症介護実践者研修  

 

新カリキュラム改訂にともなう 

各科目シラバス変更のポイントと運用のヒント 

 

令和 7年 3月版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症介護研究・研修センター 
 

※ ここに記載されている内容は、令和 7年度から運用されている認知症介護実践者研修シラバスに基づ

く運用のヒントです。この通りに行うということではなく、参考にしていただき、各都道府県・指定都市で

研修内容を検討する際の資料としてください。 

※ この資料は、認知症介護指導者向けです。 
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 認知症介護実践者研修  

 

新カリキュラム改訂にともなう 

各科目シラバス変更のポイントと運用のヒント 

 

令和 7年 3月版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症介護研究・研修センター 
 

※ ここに記載されている内容は、令和 7年度から運用されている認知症介護実践者研修シラバスに基づ

く運用のヒントです。この通りに行うということではなく、参考にしていただき、各都道府県・指定都市で

研修内容を検討する際の資料としてください。 

※ この資料は、認知症介護指導者向けです。 
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1 
 

シシララババスス運運用用ののヒヒンントトのの使使いい方方  

○ 資料の趣旨 

・ 本資料は、新カリキュラムの運用を進めるにあたって、移行期間の授業作成をサポートすること

を目的に、シラバスを運用する際のヒントとなるような情報（内容や実施方法のイメージ）を提供

することを念頭に作成した、認知症介護指導者向けの資料です。 

・ 本資料に記載された構成や時間配分は、あくまでも運用のヒントであり、授業の内容を縛るもの

ではありません。実践研修の授業は、これまで通り、各都道府県・指定都市において、認知症介

護指導者がシラバスに即し、実践をふまえた授業を自ら作成し、展開するということを前提として

います。 

 

○ 資料の構造 

 

‧ 本資料は、1 科目について見開きで参照できるように構成しました。左側に令和 7 年 4 月 1 日版の

シラバス、右側に運用のヒント等を掲載しています。 

‧ 「旧カリキュラムとの対応」欄は、旧カリキュラムの科目名と時間数を掲載しました。DCnet 上には、

新カリキュラムのシラバスとともに旧カリキュラムのシラバスも掲載していますので、参照ください。 

‧ 「運用のヒント」欄は、シラバスの「内容」の左側にある柱（項番号をふってある部分）ごとにヒントを

掲載しています。 

‧ 「参考」欄は、各科目の参考文献となりうるもののうち、国の事業や 3 センターの事業で作成した文

献・資料等を掲載しました。文献は、時間の経過とともに古くなるほか、増えますので、随時文献に

あたり、情報を刷新していただければ幸いです。 
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シシララババスス運運用用ののヒヒンントトのの使使いい方方  

○ 資料の趣旨 

・ 本資料は、新カリキュラムの運用を進めるにあたって、移行期間の授業作成をサポートすること

を目的に、シラバスを運用する際のヒントとなるような情報（内容や実施方法のイメージ）を提供

することを念頭に作成した、認知症介護指導者向けの資料です。 

・ 本資料に記載された構成や時間配分は、あくまでも運用のヒントであり、授業の内容を縛るもの

ではありません。実践研修の授業は、これまで通り、各都道府県・指定都市において、認知症介

護指導者がシラバスに即し、実践をふまえた授業を自ら作成し、展開するということを前提として

います。 

 

○ 資料の構造 

 

‧ 本資料は、1 科目について見開きで参照できるように構成しました。左側に令和 7 年 4 月 1 日版の

シラバス、右側に運用のヒント等を掲載しています。 

‧ 「旧カリキュラムとの対応」欄は、旧カリキュラムの科目名と時間数を掲載しました。DCnet 上には、

新カリキュラムのシラバスとともに旧カリキュラムのシラバスも掲載していますので、参照ください。 

‧ 「運用のヒント」欄は、シラバスの「内容」の左側にある柱（項番号をふってある部分）ごとにヒントを

掲載しています。 

‧ 「参考」欄は、各科目の参考文献となりうるもののうち、国の事業や 3 センターの事業で作成した文

献・資料等を掲載しました。文献は、時間の経過とともに古くなるほか、増えますので、随時文献に

あたり、情報を刷新していただければ幸いです。 

  

 

2 
 

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度

の効果が期待できる講義などに限る。  

科  目  名  認知症介護実践者研修の理解 研修形態と講義時間：講義・演習（60 分） 

目 的 
認知症ケアを実践する者の役割と研修科目との関係性を踏まえ、研修の概要を把握する。 

認知症介護の実践者として自己の課題を確認し、研修における学習目標を明確にする。 

到達目標  
１．認知症介護を実践する者の役割と研修科目との関連性を踏まえて研修の概要を把握する。 

２．認知症介護を実践する者として課題を認識し、研修における学習目標を明確化できる。 

概 要 

認知症介護を実践する者に必要な知識や技術の理解を踏まえ、研修科目の必要性や研修全体の目的

など研修概要を把握する。また、認知症介護を実践する者としての自己課題を確認し研修の受講動機を高

め、学習目標を明確にする。 

内 容 備 考 

１． 認知症介護実践者の 

役割 

 

 

 

 

 

 

２．認知症介護実践者研修の

概要 

 

 

 

 

 

３．課題の明確化 

 

１）認知症介護実践者に必要な知識や技術 

 

 

 

 

 

 

 

１）研修の目的 

２）研修の到達目標 

３）カリキュラム全体の構成 

４）カリキュラム別のねらいと概要 

 

 

 

１）課題の明確化 

２）研修における学習目標の明確化 

・研修カリキュラムに準じ、

実践者に必要な知識や

技術を理解する。 
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科目名：認知症介護実践者研修の理解（60分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

新設科目です。 

運用の 

ヒント 

 

‧ これまで認知症介護実践者研修には、研修の目的や内容を解説する授業がありません

でしたが、認知症介護実践リーダー研修と揃えて、本科目を新設することにしました。 

 

1．認知症介護実践者の役割 

受講者に、認知症介護実践者研修を修了したのちに期待される役割、そのために必要な

知識・技術を理解してもらうことがねらいです。カリキュラム改定において実施した検討委

員会では、以下の人物像を想定してカリキュラムを改訂しましたので、参照ください。これら

は認知症基本法の理念をベースにして位置付けられました。 

 

【基本法の理念をベースとした実践者像の立案】 

ア）認知症の人が個性と能力を発揮し、国民全員が相互に人格と個性を尊重し支

えあう社会(共生社会）の在り方を理解している 

イ）本人の意思による円滑な日常生活および社会生活の支援ができる 

ウ）認知症の人の理解を踏まえて認知症を正しく理解している 

エ）地域・社会において個性や能力に応じた地域・社会への参画や活動の支援が

できる 

オ）本人の意思を尊重し、尊厳を保持できるよう支援することができる 

カ）家族が安心して生活できるよう支援することができる 

キ）他の人々と支え合いながら共生することができる社会環境の整備ができる 

 

 

2．認知症介護実践者研修の概要 

研修の目的、到達目標、カリキュラム全体の構成、カリキュラム別のねらいと概要を理解し

てもらい、一つ一つの授業の位置づけを明確にしたうえで授業を受講できるようにするこ

とをねらっています。 

受講者に、到達目標をすべて達成すると研修の目的が達成される、到達目標を達成できる

ように各科目が位置付けられているといった研修の構造を理解してもらうことが必要で

す。 

 

 

3．課題の明確化 

研修修了後に期待される役割や研修の概要を踏まえたうえで、研修における課題を設定

してもらうことを意図しています。現状と研修の目的とのギャップを埋めるために、取り組

んだり、習得したりする必要があることを課題と定義すると受講者が考えやすいでしょう。

また、日常の認知症ケア実践を振り返りながら考えられるとよいでしょう。 

  

参考 

・ 認知症基本法（概要）
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001119099.pdf 

・ 本研究の報告書名を記述 

・ 認知症介護実践者研修シラバス（最終的にはURLを提示） 
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科目名：認知症介護実践者研修の理解（60分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

新設科目です。 

運用の 

ヒント 

 

‧ これまで認知症介護実践者研修には、研修の目的や内容を解説する授業がありません

でしたが、認知症介護実践リーダー研修と揃えて、本科目を新設することにしました。 

 

1．認知症介護実践者の役割 

受講者に、認知症介護実践者研修を修了したのちに期待される役割、そのために必要な

知識・技術を理解してもらうことがねらいです。カリキュラム改定において実施した検討委

員会では、以下の人物像を想定してカリキュラムを改訂しましたので、参照ください。これら

は認知症基本法の理念をベースにして位置付けられました。 

 

【基本法の理念をベースとした実践者像の立案】 

ア）認知症の人が個性と能力を発揮し、国民全員が相互に人格と個性を尊重し支

えあう社会(共生社会）の在り方を理解している 

イ）本人の意思による円滑な日常生活および社会生活の支援ができる 

ウ）認知症の人の理解を踏まえて認知症を正しく理解している 

エ）地域・社会において個性や能力に応じた地域・社会への参画や活動の支援が

できる 

オ）本人の意思を尊重し、尊厳を保持できるよう支援することができる 

カ）家族が安心して生活できるよう支援することができる 

キ）他の人々と支え合いながら共生することができる社会環境の整備ができる 

 

 

2．認知症介護実践者研修の概要 

研修の目的、到達目標、カリキュラム全体の構成、カリキュラム別のねらいと概要を理解し

てもらい、一つ一つの授業の位置づけを明確にしたうえで授業を受講できるようにするこ

とをねらっています。 

受講者に、到達目標をすべて達成すると研修の目的が達成される、到達目標を達成できる

ように各科目が位置付けられているといった研修の構造を理解してもらうことが必要で

す。 

 

 

3．課題の明確化 

研修修了後に期待される役割や研修の概要を踏まえたうえで、研修における課題を設定

してもらうことを意図しています。現状と研修の目的とのギャップを埋めるために、取り組

んだり、習得したりする必要があることを課題と定義すると受講者が考えやすいでしょう。

また、日常の認知症ケア実践を振り返りながら考えられるとよいでしょう。 

  

参考 

・ 認知症基本法（概要）
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001119099.pdf 

・ 本研究の報告書名を記述 

・ 認知症介護実践者研修シラバス（最終的にはURLを提示） 

 

  

 

4 
 

 

科 目 名 認知症ケアの理念 研修形態と講義時間：講義・演習（150分） 

目 的 
認知症の人の理解を踏まえた、認知症の中核症状、行動・心理症状（BPSD）、原因疾患等の正しい

理解に基づいて認知症ケア理念の重要性を理解する。  

到達目標 

１． 認知症だけにとらわれない人格や個別性、想いを理解し、有する能力に応じた本人が望む生活
を実現するケアの姿勢を身につける。 

２． 認知症の原因疾患とその症状の特徴、中核症状、心理的特徴及び行動・心理症状（BPSD）の発

症要因について説明できる。 

３． 認知症ケアの理念を理解し、認知症ケアの方向性とその意義を説明できる。 

概 要 

本科目では、認知症の人の声や想い、生活の様子など認知症の人の全人的理解、個別性の理解を

踏まえて、認知症に関する基礎知識を学習し、認知症施策の基本理念やパーソン・センタード・ケアを基

本とする認知症ケアの理念について学び、認知症の人が望む生活を実現するためのケア実践に繋げる

ことを目指す。 

内 容 備 考 

１.認知症の人の理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.認知症の理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.認知症ケアの理念 

 

１） 様々な認知症の人の声（非言語メッセージも含
む）と暮らしの様子 

２） 周囲の人や社会への要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 認知症の定義 

２） 中核症状と行動・心理症状（BPSD） 

３） 原因疾患別の特徴 

４） 認知症に間違えられやすい状態、MCI、若年性

認知症 

５） 中核症状と有する能力の理解 

 

 

 

 

１）認知症ケアの変遷 

２）共生社会の実現を推進するための認知症基本法

の理念 

３）認知症ケアの理念とその役割 

４）パーソン・センタード・ケアの基本的な理解 

・本人の声（態度や表情など

の非言語的様子も含む）

や暮らしの様子をそのまま

受け止め、疾患だけでは

なく、人間性や人格、ライ

フスタイルなどの全人的理

解を深める。 

・年齢、認知症の重症度の違

いによる様々な人の考え

や想い、要望、暮らしの実

状を知り、個別性の理解を

深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基本法の目的や理念など、

国の考え方を理解する。 

 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度

の効果が期待できる講義などに限る。 
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科目名：認知症ケアの理念（150分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援（180分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援（180分）の倫理、意思決定支援、自己課題の設

定を別科目に移動しました。 

 

1．認知症の人の理解 

受講者に、まず、認知症の前に、人の理解をしていこうとする姿勢を明確に示すことを意

図しています。本人の声をそのまま受け止め全人的理解を深められるようにします。 

一部の人の声を、全ての認知症の人の意見であると誤解したり、軽度の認知症の人の声

だけをとりあげて議論する、といったように、認知症の人のイメージを固定するのではな

く、年齢や認知症の重症度の違いによる様々な人の考えや想い、要望、暮らしの実状を知

り、個別性の理解を深めることをねらいます。 

 

 

2．認知症の理解 

認知症の定義や中核症状、行動心理症状、原因疾患の特徴など認知症についての基本的

な知識を理解することを意図しています。認知症によってできなくなることのみを知ると、

それによる偏見が生じやすいことを念頭に、受講者には、「中核症状はありながらも有する

能力もある」といったように、できること・できないことをそれぞれとらえることの重要性を

理解してもらう必要があります。 

 

 

3．認知症ケアの理念 

認知症ケア変遷を知ったうえで、認知症基本法やパーソン・センタード・ケアの理念を理解

することを意図しています。認知症施策含めた歴史的な変遷の説明は最低限にとどめ、認

知症基本法の目的や理念などを理解できるようにします。また、認知症ケアの理念が、ケア

や人材育成、チームアプローチの指針になる土台となる考え方であり、理念を指針として認

知症ケアを実施することの必要性を理解できるようにします。 

 

  

参考 
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科目名：認知症ケアの理念（150分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援（180分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援（180分）の倫理、意思決定支援、自己課題の設

定を別科目に移動しました。 

 

1．認知症の人の理解 

受講者に、まず、認知症の前に、人の理解をしていこうとする姿勢を明確に示すことを意

図しています。本人の声をそのまま受け止め全人的理解を深められるようにします。 

一部の人の声を、全ての認知症の人の意見であると誤解したり、軽度の認知症の人の声

だけをとりあげて議論する、といったように、認知症の人のイメージを固定するのではな

く、年齢や認知症の重症度の違いによる様々な人の考えや想い、要望、暮らしの実状を知

り、個別性の理解を深めることをねらいます。 

 

 

2．認知症の理解 

認知症の定義や中核症状、行動心理症状、原因疾患の特徴など認知症についての基本的

な知識を理解することを意図しています。認知症によってできなくなることのみを知ると、

それによる偏見が生じやすいことを念頭に、受講者には、「中核症状はありながらも有する

能力もある」といったように、できること・できないことをそれぞれとらえることの重要性を

理解してもらう必要があります。 

 

 

3．認知症ケアの理念 

認知症ケア変遷を知ったうえで、認知症基本法やパーソン・センタード・ケアの理念を理解

することを意図しています。認知症施策含めた歴史的な変遷の説明は最低限にとどめ、認

知症基本法の目的や理念などを理解できるようにします。また、認知症ケアの理念が、ケア

や人材育成、チームアプローチの指針になる土台となる考え方であり、理念を指針として認

知症ケアを実施することの必要性を理解できるようにします。 

 

  

参考 
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科 目 名 生活支援の方法 研修形態と講義時間：講義・演習（210分） 

目 的 
日常生活・社会生活における中核症状の影響を理解した上で、認知症の人の意思を尊重し、有する

能力に応じた生活の支援を可能とする生活環境づくりやコミュニケーションの実践方法を理解する。  

到達目標 

１． 日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）・社会生活における生活と中核症状による影響 を評価

できる。 

２． 認知症の人の意思を尊重した日常生活・社会生活の支援方法を理解する。 

３． 認知症の人の意志を尊重したコミュニケーションや生活環境の支援方法を理解し実践できる。 

概 要 

認知症の人が望む生活を支援するためには、日常生活（食事、入浴、排泄、生活管理等）における

活動を中心とした社会生活全般に対する伴走的なサポートが求められる。そのためには、認知機能の

低下による生活への影響の理解だけでなく、有する能力を活用した生活全般を支援する技術が必要で

ある。本科目では、認知症の人の意思を尊重した生活を基本とし、中核症状の影響と有する能力の影

響を理解した上で、生活環境づくり・コミュニケーション・活動支援の方法を修得する。  

内 容 備 考 

１．生活支援の方向性 

 

 

 

 

 

 

２．認知症によって起きやすい生活

の障害と有する能力 

 

 

 

 

 

 

３．日常生活（食事・入浴・排泄・

生活管理等）への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．社会生活（活動・交流・就労

等）への支援 

 

１）生活の考え方 

２）意思を尊重した生活支援の理解 

 

 

 

 

 

１） 中核症状と日常生活・社会生活における困
難や有する能力の捉え方 

２） 生活上の困難と有する能力の評価方法 

 

 

 

 

 

１） 日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場
面における意思決定支援の方法 

２） 日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場
面におけるコミュニケーションの方法 

３） 日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場
面における環境の理解と支援方法 

 

 

 

 

 

 

１)社会生活（活動・交流・就労等）における意思

決定支援の方法 

２)社会生活（活動・交流・就労等）における活動

支援の必要性と考え方 

・基本的な生活行為から社会

生活まで含む生活全般の

考え方を踏まえた上で、本

人の意思を尊重した伴走型

の生活支援方法を理解す

る。 

 

・認知機能の低下等による生

活上のつまずきだけでなく、

遂行可能な活動を理解する

とともに、認知症の人が望

む生活に近づけるためにで

きることは何かを検討する。 

 

 

・認知機能の低下等による障

害と、有する能力による遂

行可能な活動に対する評価

や支援方法を学習する。 

・「認知症の人の日常・社会生

活支援における意思決定

支援ガイドライン」を参考に

し、意思決定支援のプロセ

スや意思形成、意思表明、

意思実現の具体的な支援

方法について理解する。 

 

・上記同様 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度

の効果が期待できる講義などに限る。 
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科目名：生活支援の方法（210分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

生活支援のためのケアの演習１（300分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」を内容を端的に示した「生活支援の方法」へ改名しま

した。 

‧ 日常生活に加え、社会生活まで含めた生活の考え方と支援方法の理解を強調(就労、社

会活動、参画支援の必要性を追加）しました。 

‧ 基本的な活動だけだと生活活動の視点が弱くなるため、生活支援における、生活場面別

の意思決定支援の具体的方法、コミュニケーション、環境支援に関する具体的方法の理

解を強化しました。 

‧ ３．認知症の人の生活環境づくり、４．中核症状の理解に基づくコミュニケーションの柱を

整理し、各生活場面での具体的な支援方法の理解として整理したため、300 分から

210分へ 90分短縮しました。 

 

１．生活支援の方向性 

基本的な生活行為から社会生活まで含む生活全般の考え方を踏まえた上で、本人の意思

を尊重した伴走型の生活支援方法を理解することを意図しています。生活の考え方につい

ては、以下、参考を参照ください。 

 

 

２．認知症によって起きやすい生活の障害と有する能力 

中核症状の影響によって日常生活・社会生活に困難さが生じることを理解し、そのうえで

有する能力を把握して生活の困難さやできることは何かを検討することを意図していま

す。また望む生活に近づけるという観点も含めることとしています。 

 

 

３．日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）への支援 

日常生活と社会生活に分類し、それぞれの場面における意思決定支援、環境支援、コミュ

ニケーションの方法を学習する構成としました。 

 

４．社会生活（活動・交流・就労等）への支援 

「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」科目に含むため、本項は、演習等で理解を

深めるのではなく、受講者が必要性と考え方を理解することにとどめることとしています。 

社会生活は、基本的な生活構造を念頭に、構成してください。（参考を参照） 

 

 

※「学習成果の実践展開と共有」に反映する、科目の振り返りを記入する時間（10分程度）を

加味してください。 

  

参考 

・ 世界保健機関 ICF国際生活機能分類: 国際障害分類改定版 
「認知症の人の日常・社会生活支援における意思決定支援ガイドライン（第２版）」 

・ 林崎光弘、永田久美子ら：「痴呆性老人グループホームケアの理念と技術―その人らしく
最期まで」、P72、バオバブ社、東京（1996） 

・ 社会生活については、「白石大介：「対人援助技術の実際ー面接技法を中心にー」、
P151、創元社、東京（1998）」などを参照  
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科目名：生活支援の方法（210分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

生活支援のためのケアの演習１（300分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」を内容を端的に示した「生活支援の方法」へ改名しま

した。 

‧ 日常生活に加え、社会生活まで含めた生活の考え方と支援方法の理解を強調(就労、社

会活動、参画支援の必要性を追加）しました。 

‧ 基本的な活動だけだと生活活動の視点が弱くなるため、生活支援における、生活場面別

の意思決定支援の具体的方法、コミュニケーション、環境支援に関する具体的方法の理

解を強化しました。 

‧ ３．認知症の人の生活環境づくり、４．中核症状の理解に基づくコミュニケーションの柱を

整理し、各生活場面での具体的な支援方法の理解として整理したため、300 分から

210分へ 90分短縮しました。 

 

１．生活支援の方向性 

基本的な生活行為から社会生活まで含む生活全般の考え方を踏まえた上で、本人の意思

を尊重した伴走型の生活支援方法を理解することを意図しています。生活の考え方につい

ては、以下、参考を参照ください。 

 

 

２．認知症によって起きやすい生活の障害と有する能力 

中核症状の影響によって日常生活・社会生活に困難さが生じることを理解し、そのうえで

有する能力を把握して生活の困難さやできることは何かを検討することを意図していま

す。また望む生活に近づけるという観点も含めることとしています。 

 

 

３．日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）への支援 

日常生活と社会生活に分類し、それぞれの場面における意思決定支援、環境支援、コミュ

ニケーションの方法を学習する構成としました。 

 

４．社会生活（活動・交流・就労等）への支援 

「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」科目に含むため、本項は、演習等で理解を

深めるのではなく、受講者が必要性と考え方を理解することにとどめることとしています。 

社会生活は、基本的な生活構造を念頭に、構成してください。（参考を参照） 

 

 

※「学習成果の実践展開と共有」に反映する、科目の振り返りを記入する時間（10分程度）を

加味してください。 

  

参考 

・ 世界保健機関 ICF国際生活機能分類: 国際障害分類改定版 
「認知症の人の日常・社会生活支援における意思決定支援ガイドライン（第２版）」 

・ 林崎光弘、永田久美子ら：「痴呆性老人グループホームケアの理念と技術―その人らしく
最期まで」、P72、バオバブ社、東京（1996） 

・ 社会生活については、「白石大介：「対人援助技術の実際ー面接技法を中心にー」、
P151、創元社、東京（1998）」などを参照  
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科 目 名 権利擁護の視点に基づく支援 研修形態と講義時間： 講義・演習（120分） 

目  的 

権利擁護の観点から、認知症の人の意思決定支援の重要性や、認知症の人の意思に基づく適切な

支援方法を理解し、自分自身の現状のケアを見直すとともに、身体拘束や高齢者虐待の防止の意識を

深める。 

到達目標 

１．認知症の人の権利擁護を目的とした制度や考え方を理解する。 

２．認知症の人にとって適切なケア、不適切なケアを理解する。 

３．身体拘束や高齢者虐待を防止する役割を担い実践できる。 

概  要 

ケアの質を維持・向上させることによって認知症の人の生活の質を維持することは、介護サービスに

おける権利擁護の実践であるといえる。介護職員等はその役割を十分に認識する必要がある。本科目

では、認知症の人の意思決定支援を踏まえた権利擁護に必要な基本的知識を修得するとともに、権利

擁護の観点から現在のケアの質を振り返り、具体的な権利擁護の方法として、高齢者虐待や身体拘

束、不適切なケアの防止の取り組みについて学習する。  

内 容 備 考 

１．権利擁護の基本的知識 

 

 

 

 

 

 

 

２．権利侵害行為としての高

齢者虐待と身体拘束 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．権利擁護のための具体的

な取り組み 

 

１） 認知症の人の人権・権利とその擁護のための職員の
役割 

２） 認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方 

３） 認知症ケアの倫理の必要性と考え方 

４） 介護保険法及び関連法規と権利擁護 

５） 認知症の人の権利擁護に資する制度（成年後見制度
等） 

 

１）高齢者虐待防止法の概要 

２）高齢者虐待・身体拘束の実態 

３）高齢者虐待の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 介護サービスにおける権利侵害の捉え方と防止の考
え方 

２） 権利侵害行為の防止のための具体的な方策 

３） 虐待等の事例が発生した場合の対応方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・養介護施設従事者等に

よる高齢者虐待、養護

者における高齢者虐

待の両方を取り扱う。

養介護施設従事者等

による高齢者虐待につ

いては、具体例等によ

り詳細に学習する。 

・表面化していない虐待

やその周辺の「グレー

ゾーン」行為について

も取り上げる。 

 

 

 

・権利擁護のための具体

的な取り組みでは、具

体的な方策や対応方

法を学び、受講者自身

のケアの振り返りを行

う。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度

の効果が期待できる講義などに限る。 
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科目名：権利擁護の視点に基づく支援（120分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

権利擁護の視点に基づく支援（90分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 権利擁護に関連する意思決定支援、認知症ケアの倫理についての説明を追加し、旧カリキュラ

ムでは 90分であった時間を、120分に延長しました。 

 

 

1. 権利擁護の基礎知識 

 「認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方」「認知症ケアの倫理の必要性と考え方」を追加し

ました。意思決定支援、倫理とも詳細に解説するのではなく、「必要性と考え方」に絞って理解を促

すことを意図しています。 

 介護保険法及び関連法規（社会福祉法、老人福祉法、高齢者虐待防止法）等は、最新の情報を伝

えてください。 

 

 

2. 権利侵害行為としての高齢者虐待と身体拘束 

 旧カリキュラムと同様の内容となります。 

「グレーゾーン」の行為については、具体的事例を例示し、受講者が日々の「グレーゾーン」にあるケ

アを振り返り、不適切なケアが放置されたり助長されたりすることで虐待に結びついていくことを

理解したうえで、次の３.権利擁護のための具体的な取り組みへつなげていきます。 

 

 

３. 権利擁護のための具体的な取り組み 

 旧カリキュラムと同様の内容となります。 

受講者が日々のケアを振り返り、権利侵害行為の防止と虐待等の事例が発生した場合の具体的

な対応について考えられるような工夫が大切です。 

 

 

 

※「学習成果の実践展開と共有」に反映する、科目の振り返りを記入する時間（10 分程度）を加味し

てください。 

 

 

参考 

‧ 厚生労働省ホームページ 高齢者虐待防止（高齢者虐待防止関連調査・資料） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_ko

ureisha/boushi/index.html 

 

‧ 認知症介護情報ネットワーク DCnet（介護現場のための高齢者虐待防止教育システム） 

https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail_364_center_3.php 

 

‧ 厚生労働省「認知症施策関連ガイドライン（手引き等）、取組事例 認知症の人の日常生活・社会

生活における意思決定支援ガイドライン 第 2版」  
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科目名：権利擁護の視点に基づく支援（120分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

権利擁護の視点に基づく支援（90分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 権利擁護に関連する意思決定支援、認知症ケアの倫理についての説明を追加し、旧カリキュラ

ムでは 90分であった時間を、120分に延長しました。 

 

 

1. 権利擁護の基礎知識 

 「認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方」「認知症ケアの倫理の必要性と考え方」を追加し

ました。意思決定支援、倫理とも詳細に解説するのではなく、「必要性と考え方」に絞って理解を促

すことを意図しています。 

 介護保険法及び関連法規（社会福祉法、老人福祉法、高齢者虐待防止法）等は、最新の情報を伝

えてください。 

 

 

2. 権利侵害行為としての高齢者虐待と身体拘束 

 旧カリキュラムと同様の内容となります。 

「グレーゾーン」の行為については、具体的事例を例示し、受講者が日々の「グレーゾーン」にあるケ

アを振り返り、不適切なケアが放置されたり助長されたりすることで虐待に結びついていくことを

理解したうえで、次の３.権利擁護のための具体的な取り組みへつなげていきます。 

 

 

３. 権利擁護のための具体的な取り組み 

 旧カリキュラムと同様の内容となります。 

受講者が日々のケアを振り返り、権利侵害行為の防止と虐待等の事例が発生した場合の具体的

な対応について考えられるような工夫が大切です。 

 

 

 

※「学習成果の実践展開と共有」に反映する、科目の振り返りを記入する時間（10 分程度）を加味し

てください。 

 

 

参考 

‧ 厚生労働省ホームページ 高齢者虐待防止（高齢者虐待防止関連調査・資料） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_ko

ureisha/boushi/index.html 

 

‧ 認知症介護情報ネットワーク DCnet（介護現場のための高齢者虐待防止教育システム） 

https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail_364_center_3.php 

 

‧ 厚生労働省「認知症施策関連ガイドライン（手引き等）、取組事例 認知症の人の日常生活・社会

生活における意思決定支援ガイドライン 第 2版」  
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科 目 名 家族介護者の理解と支援方法 研修形態と講義時間： 講義・演習（90分） 

目 的 
介護する家族の支援を実践する上で、その家族の置かれている状況や心理、介護負担の要因を理解

し、必要な支援方法が展開できる。 

到達目標 

１．介護する家族の置かれている状況や心理を理解する。 

２．家族の介護負担の要因を理解し、必要な支援方法が展開できる。 

３．介護保険施設・事業所等の介護職員等としての家族支援の役割を理解する。 

概 要 

可能な限り住み慣れた地域で認知症の人が生活を継続するためには、介護する家族の支援は欠か

せない。本科目では、介護保険施設・事業所等の介護職員等として、家族介護者支援を行う上で必要

な視点を理解し、多角的かつ具体的な支援方法について実践できるようになることを目指す。  

内 容 備 考 

１．家族介護者の理解 

 

 

 

 

 

 

 

２． 家族介護者の心理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．家族介護者の支援方法 

 

１）高齢者世帯や在宅介護の実態 

２）在宅で介護する家族を取り巻く課題 

 

 

 

 

 

 

１）様々な家族介護者の声 

２）家族介護者の介護負担の実態と評価 

３）認知症の人を介護する家族の心理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 認知症施策における介護者支援 

２） 介護保険施設・事業所等の役割 

３） 家族の介護負担の軽減に向けた専門職の役
割 

４） 家族介護者支援のための具体的方法 

 

・介護保険事業計画や国民

生活基礎調査の結果など

をもとに解説する。 

・歴史的背景とケア論として

の在宅介護についても取

り上げる。 

 

 

・認知症の人を支援する家

族介護者の想いや要望に

ついて、複数の実際の声

を知る。 

・介護者と被介護者の続柄

や性別による介護者の心

理についても取り上げる。 

・介護の肯定的側面につい

ても取り上げる。 

 

 

 

・個別演習により自分自身

の役割を自覚する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度

の効果が期待できる講義などに限る。 
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科目名：家族介護者の理解と支援方法（90分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

家族介護者の理解と支援方法（90分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ これまでは、到達目標に「在宅で介護する家族の置かれている状況や心理を理解する」とありま

したが、「在宅で」が削除されました。 

 

１．家族介護者の理解 

旧カリキュラムの「認知症施策における在宅介護者支援」は、３.家族介護者の支援方法に移動し、

在宅をとって、「認知症施策における介護者支援」としました。 

 

 

２．家族介護者の心理 

「様々な家族介護者の声」を追加しました。複数の実際の声を取り上げて、家族介護者について理

解を深められるようにすることを意図しています。家族の声を取り上げる方法は、ゲストスピーカー

として登壇を求める方法に限らず、動画や資料等の活用も想定しています。いずれの方法でも複数

の人の声を取り上げ、様々な声があることの理解を深めるようにします。 

家族介護者の続柄については、今の状況を反映していただくことが大切ですので、引き続き最新

の国民生活基礎調査の結果を反映するようにして下さい。介護の負担感に加え、介護の肯定的側面

について加えておりますが、具体的には演習にてこの点を取り上げていきます。 

 

 

３．家族介護者の支援方法 

「認知症施策における介護者支援」について、ここで説明するようにしました。最新の認知症施策

を踏まえ、地域の実情等も考慮しながら理解していただけるとよいでしょう。 

演習は実施から報告、講師のまとめまでを考慮し十分時間が確保できるように留意してくださ

い。なお、居宅系サービスと入所系サービスでは家族支援の方法も異なりますのでグループ構成や

演習テーマなどで工夫が必要です。地域のインフォーマルな社会資源も家族支援では重要な役割が

あります。全体のまとめなどで触れ詳しくは、社会資源科目につなげるようにしましょう。「共生社会

を推進する地域資源の理解と展開」の科目を担当する講師と内容を打ち合わせしておくことを推奨

します。 

 

 

 

 

※「学習成果の実践展開と共有」に反映する、科目の振り返りを記入する時間（10分程度）を加味し

てください。 

  

参考 

‧ 厚生労働省 国民生活基礎調査（※印の大規模調査結果に介護に関する項目が掲載されていま

す）https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/20-21kekka.html 

‧ 認知症介護研究・研修仙台センター「認知症の家族等介護者支援ガイドブック」

https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail_320_center_3.php 

‧ 認知症介護研究・研修仙台センター「認知症の当事者と家族を一体的に支援する支援プログラム

のあり方に関する調査研究事業 報告書」

https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail_375_center_3.php  
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11 
 

科目名：家族介護者の理解と支援方法（90分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

家族介護者の理解と支援方法（90分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ これまでは、到達目標に「在宅で介護する家族の置かれている状況や心理を理解する」とありま

したが、「在宅で」が削除されました。 

 

１．家族介護者の理解 

旧カリキュラムの「認知症施策における在宅介護者支援」は、３.家族介護者の支援方法に移動し、

在宅をとって、「認知症施策における介護者支援」としました。 

 

 

２．家族介護者の心理 

「様々な家族介護者の声」を追加しました。複数の実際の声を取り上げて、家族介護者について理

解を深められるようにすることを意図しています。家族の声を取り上げる方法は、ゲストスピーカー

として登壇を求める方法に限らず、動画や資料等の活用も想定しています。いずれの方法でも複数

の人の声を取り上げ、様々な声があることの理解を深めるようにします。 

家族介護者の続柄については、今の状況を反映していただくことが大切ですので、引き続き最新

の国民生活基礎調査の結果を反映するようにして下さい。介護の負担感に加え、介護の肯定的側面

について加えておりますが、具体的には演習にてこの点を取り上げていきます。 

 

 

３．家族介護者の支援方法 

「認知症施策における介護者支援」について、ここで説明するようにしました。最新の認知症施策

を踏まえ、地域の実情等も考慮しながら理解していただけるとよいでしょう。 

演習は実施から報告、講師のまとめまでを考慮し十分時間が確保できるように留意してくださ

い。なお、居宅系サービスと入所系サービスでは家族支援の方法も異なりますのでグループ構成や

演習テーマなどで工夫が必要です。地域のインフォーマルな社会資源も家族支援では重要な役割が

あります。全体のまとめなどで触れ詳しくは、社会資源科目につなげるようにしましょう。「共生社会

を推進する地域資源の理解と展開」の科目を担当する講師と内容を打ち合わせしておくことを推奨

します。 

 

 

 

 

※「学習成果の実践展開と共有」に反映する、科目の振り返りを記入する時間（10分程度）を加味し

てください。 

  

参考 

‧ 厚生労働省 国民生活基礎調査（※印の大規模調査結果に介護に関する項目が掲載されていま

す）https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/20-21kekka.html 

‧ 認知症介護研究・研修仙台センター「認知症の家族等介護者支援ガイドブック」

https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail_320_center_3.php 

‧ 認知症介護研究・研修仙台センター「認知症の当事者と家族を一体的に支援する支援プログラム

のあり方に関する調査研究事業 報告書」

https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail_375_center_3.php  

  

 

12 
 

科 目 名 行動・心理症状（BPSD）の理解と支援 研修形態と講義時間： 講義・演習（180分） 

目 的 
認知症の行動・心理症状（BPSD）が生じている認知症の人に対して、行動の背景を理解した上で生

活の質が高められるようチームで支援できる。 

到達目標 

１． 認知症の人の行動の背景を洞察しケアを展開できる。 

２． 認知症の行動・心理症状（BPSD）に対してチームで対応できる。 

３． 認知症の行動・心理症状（BPSD）にとらわれすぎず、生活の質を高めるケアを検討できる。 

概 要 

認知症の人が生活の中で生じる困難さへの適切な対応ができない場合、ときに行動・心理症状

（BPSD）として表出することがある。その際に生活歴や心理的側面、環境適応や健康状態の管理等の

発症要因を分析し理解した上で、生活の質が高められるようチームで支援することが求められる。本科

目においては、行動・心理症状（BPSD）への対症療法的な対応ではなく、その背景を理解した上で、認

知症の人の生活の質を高める支援ができるようになることを目指す。  

内 容 備 考 

１.生活の質の理解 

 

 

 

 

 

 

２.行動・心理症状（BPSD）の基

本的理解 

 

 

 

 

 

３.行動・心理症状（BPSD）を緩和

するケア方法の理解 

 

 

 

 

 

 

 

４.主な症状を緩和するケアの検

討（事例演習） 

 

１）生活の質の考え方 

２）生活の質を評価する視点 

３）生活の質と行動・心理症状（BPSD）の関係 

４）生活の質を高めるケアの考え方 

 

 

 

１） 行動・心理症状（BPSD）の捉え方 

２） 行動・心理症状（BPSD）を評価する視点 

３） 行動・心理症状（BPSD）による生活への影響

（日常生活・社会生活への影響） 

 

 

 

１） 行動・心理症状(BPSD)を緩和するためのアセ

スメント視点  

２） 行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法

（身体ケア、コミュニケーション、環境支援、活

動支援、チームケア）  

 

 

 

 

・複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要

因とケア方法を検討する 

・行動・心理症状（BPSD）の緩

和が目的ではなく、生活の

質を高めることが最終的な

目的であることに留意す

る。 

 

 

・認知症の行動・心理症状

（BPSD）については国際老

年精神医学会が提唱した

定義を 基 にする。 

 

 

 

・アセスメントシートの紹介だ

けではなく、アセスメントの

視点を理解する。障害だけ

ではなく、有する能力につ

いてアセスメント及び支援

する視点を理解する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度

の効果が期待できる講義などに限る。 
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科目名：行動・心理症状（BPSD）の理解と支援（180分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

生活支援のためのケアの演習２（行動・心理症状）（240分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 科目名がわかりづらいというニーズがあるため、「行動・心理症状の理解と支援」に変更

しました。 

‧ 実践的な BPSD ケアの理解にとどまらず、生活の質を向上するための基本的ケアとし

て位置づけました。 

‧ 総合科目ではなく、行動心理症状（BPSD）のケアに特化した内容とし、インターバルの

前に実施することとしました。 

‧ 生活の質の評価に関する内容を整理し 240分を 180分にしました。 

 

 

１．生活の質の理解 

  生活の質の考え方や、生活の質を評価する視点などについて説明し、行動・心理症状

（BPSD）の緩和が目的ではなく、生活の質を高めることが最終的な目的であることの理解

を深めることを意図しています。例えば、認知症の人のニーズを満たすことで、以前より繰

り返しの訴えが増えたといった場合、BPSD が増悪したというよりも、以前より意欲が高ま

ったととらえることができるかもしれません。同様に BPSDが軽減したように見えて、意欲

が低減しているだけということもあるかもしれません。受講者が、生活の質と行動心理症状

（BPSD）との関係をとらえることの重要性を理解できるようにします。 

 

 

２．行動・心理症状（BPSD）の基本的理解 

  行動・心理症状（BPSD）の捉え方及び評価する視点を知り、中核症状の影響だけでなく、

生活への影響（日常生活・社会生活への影響）について理解を得ることを意図しています。

社会生活は、基本的な生活構造を念頭に、構成してください。（参考を参照） 

 

 

３．行動・心理症状（BPSD）を緩和するケア方法の理解 

アセスメント視点と、アセスメントに基づくケアについて、理解を深めることを意図してい

ます。アセスメントシートの紹介だけではなく、アセスメントの視点を理解するようにしま

す。また、障害だけではなく、有する能力についてアセスメントおよび支援する視点も理解

できるよう留意します。 

 

 

４．主な症状を緩和するケアの検討（事例演習） 

 複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケア方法を検討し、ここまでの学習

成果を実際の事例にどのように落とし込めばよいかを受講者が理解できるようになること

を意図していします。 

  

参考 

‧ 「第 2版 認知症の行動と心理症状 BPSD」 著者：国際老年精神医学会 監訳：日本

老年精神医学会 アルタ出版株式会社 2013 

‧ 「認知症疾患診療ガイドライン 2017」監修：日本神経学会 編集：認知症疾患診療ガイド

ライン作成委員会 医学書院 2017 pp28－30 https://www.neurology-

jp.org/guidelinem/nintisyo_2017.html（オンラインにて無料で閲覧可能です） 

‧ 「白石大介：「対人援助技術の実際ー面接技法を中心にー」、P151、創元社、東京

（1998）」 
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13 
 

科目名：行動・心理症状（BPSD）の理解と支援（180分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

生活支援のためのケアの演習２（行動・心理症状）（240分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 科目名がわかりづらいというニーズがあるため、「行動・心理症状の理解と支援」に変更

しました。 

‧ 実践的な BPSD ケアの理解にとどまらず、生活の質を向上するための基本的ケアとし

て位置づけました。 

‧ 総合科目ではなく、行動心理症状（BPSD）のケアに特化した内容とし、インターバルの

前に実施することとしました。 

‧ 生活の質の評価に関する内容を整理し 240分を 180分にしました。 

 

 

１．生活の質の理解 

  生活の質の考え方や、生活の質を評価する視点などについて説明し、行動・心理症状

（BPSD）の緩和が目的ではなく、生活の質を高めることが最終的な目的であることの理解

を深めることを意図しています。例えば、認知症の人のニーズを満たすことで、以前より繰

り返しの訴えが増えたといった場合、BPSD が増悪したというよりも、以前より意欲が高ま

ったととらえることができるかもしれません。同様に BPSDが軽減したように見えて、意欲

が低減しているだけということもあるかもしれません。受講者が、生活の質と行動心理症状

（BPSD）との関係をとらえることの重要性を理解できるようにします。 

 

 

２．行動・心理症状（BPSD）の基本的理解 

  行動・心理症状（BPSD）の捉え方及び評価する視点を知り、中核症状の影響だけでなく、

生活への影響（日常生活・社会生活への影響）について理解を得ることを意図しています。

社会生活は、基本的な生活構造を念頭に、構成してください。（参考を参照） 

 

 

３．行動・心理症状（BPSD）を緩和するケア方法の理解 

アセスメント視点と、アセスメントに基づくケアについて、理解を深めることを意図してい

ます。アセスメントシートの紹介だけではなく、アセスメントの視点を理解するようにしま

す。また、障害だけではなく、有する能力についてアセスメントおよび支援する視点も理解

できるよう留意します。 

 

 

４．主な症状を緩和するケアの検討（事例演習） 

 複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケア方法を検討し、ここまでの学習

成果を実際の事例にどのように落とし込めばよいかを受講者が理解できるようになること

を意図していします。 

  

参考 

‧ 「第 2版 認知症の行動と心理症状 BPSD」 著者：国際老年精神医学会 監訳：日本

老年精神医学会 アルタ出版株式会社 2013 

‧ 「認知症疾患診療ガイドライン 2017」監修：日本神経学会 編集：認知症疾患診療ガイド

ライン作成委員会 医学書院 2017 pp28－30 https://www.neurology-

jp.org/guidelinem/nintisyo_2017.html（オンラインにて無料で閲覧可能です） 

‧ 「白石大介：「対人援助技術の実際ー面接技法を中心にー」、P151、創元社、東京

（1998）」 
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科目名 学習成果の実践展開と共有 研修形態と講義時間：講義・演習（90分） 

目  的 

認知症介護実践者研修におけるこれまでの学習成果を踏まえ、自施設・事業所において認知症ケア

を実践することにより、研修で得た知識を実践において展開する際に生じる気づきや疑問・課題を明ら

かにする。それらの自分自身の認知症ケア実践の課題や取り組みの方向性を検討し、他の受講者と

共有することにより、知識の活用に関する幅広い視点を得る。  

到達目標 

１．本科目までの学習成果を実践に活用することができる。 

２．自分と認知症の人のこれまでのかかわりのあり方を振り返ることができる。 

３．自分自身の認知症ケア実践の課題や取り組みの方向性を明らかにすることができる。 

概  要 

認知症介護実践者研修では、単に知識を得るだけではなく、研修で学習した成果を現場で実際に応

用し、その経験をもとに振り返りながら、実際に実践に活用できる技術として修得することを目指してい

る。本科目では、これまでの学習を踏まえ、自施設・事業所において中間課題として①認知症の人との

コミュニケーション、②これまでの学習を踏まえたケア実践とその場面の記録に取り組む。それらの取り

組みの結果と結果からの学びを、受講者間で共有することにより、自分自身の認知症ケア実践上の課

題や取り組みの方向性を明らかにすることを目指す。  

内 容 備 考 

１． 自施設・事業所における 

実践の準備 

 

 

２.自施設・事業所における 

実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自施設・事業所における 

実践の報告 

 

・前期研修での学びを踏まえた実践計画 

 

 

 

１） 自施設・事業所のサービスを利用する認知症の
人とのコミュニケーション 

２） コミュニケーションの結果と結果からの学びの記
録 

３） 職場実習における対象事例の選定と情報収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）成果の共有 

２）上記１）による気づきをさらに共有 

 

・前期研修の最後に３０分

程度実施する。 

 

 

・前期研修終了後から後期

研修の開始までに実践

すること。 

・課題提示はオリエンテー

ション等の時間を利用し

て行う。 

・認知症介護実践者研修に

おけるこれまでの学習成

果を意識しながらコミュニ

ケーションをとる。 

・実際の場面を具体的に記

録する。 

・原則として事例収集で協

力を得る認知症の人は、

職場実習で取り組む対

象とする。 

 

・後期研修の最初に６０分

程度実施する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度

の効果が期待できる講義などに限る。 
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15 
 

 

 

 

 

 

学習成果の実践展開と共有（90分）については、別冊「学習成果の

実践展開と共有 ガイドライン（参考資料）」を参照ください。 
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学習成果の実践展開と共有（90分）については、別冊「学習成果の

実践展開と共有 ガイドライン（参考資料）」を参照ください。 
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科 目 名 共生社会を推進する地域資源の理解と展開 研修形態と講義時間：講義・演習（150分） 

目 的 

関係職種、団体との連携による地域づくりやネットワークづくり等を通じて、認知症の人が尊厳を保持

しつつ希望を持って暮らすことができる共生社会の実現を推進するための地域資源の活用の重要性が

理解できる。 

到達目標 

１． 認知症の人にとっての地域資源の意味と介護職員等の役割を理解する。 

２． 地域の資源を活用しながら認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができる共生
社会に向けた地域での取り組みを理解する。 

３． 居宅・施設サービスに限定されないインフォーマル・フォーマルな地域資源を知り、ケアに活用す
る方法を理解する。 

概 要 

認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができる共生社会の実現を推進するために

は、介護職員等が地域資源を理解し、認知症の人や家族が望む地域・社会生活を共に高めていく支援

が求められる。しかし、認知症によって社会との関係性が希薄になったり、今までの生活環境から異な

る環境への変化を強いられ、地域社会で孤立したりすることなどが懸念される。本科目では、地域社会

や関係職種、団体との連携による地域づくりやネットワークづくり等の学びを通じ、地域の資源をケアに

活用し、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができる共生社会を推進するため地

域資源の理解と展開の方法を学習する。  

内 容 備 考 

１． 共生社会の実現を推進する
地域資源と実践者の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．共生社会の実現を推進する地

域資源の活用 

 

１）「共生社会」と「地域」の考え方 

２）共生社会と認知症ケア 

３）認知症の人の生活と地域資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）介護保険・認知症施策等に基づくフォーマルな地域

資源の理解と活用 

２）インフォーマルな地域資源の理解と活用 

 

・共生社会と地域の関係

性を明確にする。  

・日常生活のサポートだ

けでなく、地域活動、

社会活動への参加や

参画、就労等まで含む

社会生活をサポートす

る必要性を理解す

る 。 

 

 

・認知症の人や認知症を

正しく理解する活動の

実践事例を理解する。  

・認知症の人の個性や

能力に応じた地域・社

会への参画や活動の

場を提供あるいは支

援しているサービスや

資源を理解する。  

・居宅・施設サービスに

限らない介護保険施

設・事業所等における

地域資源間の連携や

展開方法を理解する。 
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科目名：共生社会を推進する地域資源の理解と展開（150分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

地域資源の理解とケアへの活用（120分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 認知症基本法の「共生社会の推進」を科目名に加え、基本法の理念を踏まえた内容を強化するた

め、時間数を 30分延長し、150分としました。 

‧ 全体として、基本法の考え方である共生社会を目指すことを強調するため、地域だけにとどまら

ず、共生社会につながる地域を意識してもらうことが重要です。 

‧ 地域資源の活用は、日常生活支援だけでなく、社会参加や参画支援に関する実践活動までを含む

ことを想定しています。 

‧ 中間実習後、共生社会の推進に向けた地域支援の実際や展開方法の理解を総合科目として位置づ

け、実習前に移動しました。 

 

 

１．共生社会の実現を推進する地域資源と実践者の役割 

共生社会（認知症の人を含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性

を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会）について、十分理解が得られるように留意しま

す。また、受講者が、日常生活のサポートだけでなく、地域活動、社会活動への参加や参画、就労等まで

含む社会生活をサポートする必要性を理解できるようにします。 

 

 

２．共生社会の実現を推進する地域資源の活用 

施設・地域密着・在宅サービス等の種別に限らず、受講者が、認知症の人や認知症を正しく理解する

活動の実践事例を理解できるようにします。また、認知症の人の個性や能力に応じた地域・社会への参

画や活動の場を提供あるいは支援しているサービスや資源を理解できるようにします。インフォーマル

な地域資源活用においては、「家族介護者の理解と支援方法」において取り扱うことが想定されるた

め、家族会の項は削除しました。 

 

 

 

※「学習成果の実践展開と共有」に反映する、科目の振り返りを記入する時間（10 分程度）を加味してく

ださい。 

  

参考 

・ 認知症とともに生きるまち大賞 HP 

https://npwo.or.jp/tomoniikirumachi/archive/84、2023.1 

・ 経産省 HP：「認知症当事者とともにつくる先行事例」 

https://dementia-pr.com/innovations/report_01.html、2024.12.9 

・ 厚生労働省 認知症施策関連ガイドライン(手引き等)、取組事例（社会参加の支援）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000167700_00002.html 
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科目名：共生社会を推進する地域資源の理解と展開（150分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

地域資源の理解とケアへの活用（120分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 認知症基本法の「共生社会の推進」を科目名に加え、基本法の理念を踏まえた内容を強化するた

め、時間数を 30分延長し、150分としました。 

‧ 全体として、基本法の考え方である共生社会を目指すことを強調するため、地域だけにとどまら

ず、共生社会につながる地域を意識してもらうことが重要です。 

‧ 地域資源の活用は、日常生活支援だけでなく、社会参加や参画支援に関する実践活動までを含む

ことを想定しています。 

‧ 中間実習後、共生社会の推進に向けた地域支援の実際や展開方法の理解を総合科目として位置づ

け、実習前に移動しました。 

 

 

１．共生社会の実現を推進する地域資源と実践者の役割 

共生社会（認知症の人を含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性

を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会）について、十分理解が得られるように留意しま

す。また、受講者が、日常生活のサポートだけでなく、地域活動、社会活動への参加や参画、就労等まで

含む社会生活をサポートする必要性を理解できるようにします。 

 

 

２．共生社会の実現を推進する地域資源の活用 

施設・地域密着・在宅サービス等の種別に限らず、受講者が、認知症の人や認知症を正しく理解する

活動の実践事例を理解できるようにします。また、認知症の人の個性や能力に応じた地域・社会への参

画や活動の場を提供あるいは支援しているサービスや資源を理解できるようにします。インフォーマル

な地域資源活用においては、「家族介護者の理解と支援方法」において取り扱うことが想定されるた

め、家族会の項は削除しました。 

 

 

 

※「学習成果の実践展開と共有」に反映する、科目の振り返りを記入する時間（10 分程度）を加味してく

ださい。 

  

参考 

・ 認知症とともに生きるまち大賞 HP 

https://npwo.or.jp/tomoniikirumachi/archive/84、2023.1 

・ 経産省 HP：「認知症当事者とともにつくる先行事例」 

https://dementia-pr.com/innovations/report_01.html、2024.12.9 

・ 厚生労働省 認知症施策関連ガイドライン(手引き等)、取組事例（社会参加の支援）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000167700_00002.html 
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科 目 名 アセスメントとケアの実践の基本 研修形態と講義時間：講義・演習（330分） 

目 的 

認知症の人の身体要因、心理要因、認知症の中核症状のアセスメントを行い、具体的なニーズを導く

ことができるようアセスメントの基本的視点を理解する。アセスメントを踏まえた目標の設定と、目標を実

現するためのケアの実践計画の作成・立案・評価ができる。 

到達目標 

１．支援過程における認知症の人のアセスメントの基本的視点を理解し、認知症の人が望む生 活とそ

れを阻む身体要因、心理要因、神経心理学的要因等を明らかにすることができる。 

２．認知症の人の望む生活像について事実を基に洞察し、その達成に向けた目標を設定できる。 

３．アセスメントに基づき、認知症の人の望む生活の実現に向けたケアの実践計画を作成・立案・評価で

きる。 

４．アセスメント及びケアの実践計画についてのケアカンファレンスを行うことができる。 

概 要 

認知症の人の生活全般を支援するためのケアの実践が展開されるためには、多角的な視点でアセ

スメントが行われた上で、その人の望む生活像を洞察しケアが行われる必要がある。本科目では認知

症の人の望む生活像について事実を基に洞察し、達成に向けた目標を設定する過程を学ぶ。また、ア

セスメントを踏まえ、認知機能障害の影響を大きく受けて生じている課題（例えば、BPSD）の予防や軽

減に資する部分について、ケアの実践計画を作成・立案・評価する方法について学び、演習を通してこ

れまでの学習内容を統合することを目指す。  

内 容 備 考 

１． 認知症の人のアセスメント
の基礎的知識 

 

 

 

 

２．観察の方法とポイント 

 

 

 

 

３．アセスメントの実際 

（事例演習） 

 

 

 

４． 実践計画作成の基礎的知
識 

 

 

 

 

５． 実践計画作成の展開 

（事例演習） 

 

 

 

６． 実践計画の評価 

 

 

１）認知症の人の望む生活像設定の考え方 

２）認知症の人のアセスメントにおけるニーズ抽出

の考え方 

 

 

 

１）認知症の人の背景を知るための観察の視点  

２）観察と聴き取り技法及びその記録方法  

 

 

 

・認知症の人の１事例をアセスメントし、ニーズ抽出

を行う 

 

 

 

１） ケアの実践計画における目標設定の方法 

２） 具体的なケアの実践計画作成の基本視点と方
法 

 

 

 

・ケアカンファレンスによって、ケア計画を立案する

プロセスを体験的に学ぶ 

 

 

 

１）ケアの実践計画の評価視点 

２）ケアの実践計画の評価方法 

・アセスメントツールの解説では

なく、集めた情報を基にニー

ズや望む生活像を明確にす

るプロセスについて学習す

る。 

 

 

 

 

 

 

・施設、在宅いずれの事例 

でもよい。 
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科目名：アセスメントとケアの実践の基本（330分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

アセスメントとケアの実践の基本（300分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 職場実習に直接つながる科目であり、ここでのグループワークにて、アセスメントや観

察、計画作成を経験することが重要なポイントであり、旧カリキュラムと比較し、時間を

30分延長しました。 

 

１．認知症の人のアセスメントの基礎的知識 

具体的なアセスメントツールを解説するのではなく、認知症の人の望む生活像の設定の

考え方や認知症の人のアセスメントにおけるニーズ抽出の考え方について重きを置いて講

義・演習を行うことを想定しています。課題事例を指導者が準備し、この科目全体を通して

その事例についてグループワークで取り組むという方法もあります。 

 

 

２．観察の方法とポイント 

認知症の人の背景を知るために、本人からの聞き取りに加えて、どのようなことに留意し

て情報を集めればいいか、観察の視点や聞き取り技法を学び、その結果を事実に基づいて

適切に記録できるようにするための方法について学びます。 

 

 

３．アセスメントの実際（事例演習） 

ニーズを抽出するまでの事例演習を想定しています。 

 

 

４．実践計画作成の基礎的知識 

１．２．３．を踏まえてケアの実践計画における目標設定の方法、ケアの実践計画作成の基

本視点と方法について学びます。 

 

 

５．実践計画作成の展開（事例演習） 

３．４を踏まえて、計画を立案するプロセスを学習することを想定しています。 

 

 

６．実践計画の評価 

５．実践計画作成の展開（事例演習）で実施済みであり、内容が重複しているため、「カン

ファレンス」の要素は削除しました。 

  

参考 
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科目名：アセスメントとケアの実践の基本（330分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

アセスメントとケアの実践の基本（300分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 職場実習に直接つながる科目であり、ここでのグループワークにて、アセスメントや観

察、計画作成を経験することが重要なポイントであり、旧カリキュラムと比較し、時間を

30分延長しました。 

 

１．認知症の人のアセスメントの基礎的知識 

具体的なアセスメントツールを解説するのではなく、認知症の人の望む生活像の設定の

考え方や認知症の人のアセスメントにおけるニーズ抽出の考え方について重きを置いて講

義・演習を行うことを想定しています。課題事例を指導者が準備し、この科目全体を通して

その事例についてグループワークで取り組むという方法もあります。 

 

 

２．観察の方法とポイント 

認知症の人の背景を知るために、本人からの聞き取りに加えて、どのようなことに留意し

て情報を集めればいいか、観察の視点や聞き取り技法を学び、その結果を事実に基づいて

適切に記録できるようにするための方法について学びます。 

 

 

３．アセスメントの実際（事例演習） 

ニーズを抽出するまでの事例演習を想定しています。 

 

 

４．実践計画作成の基礎的知識 

１．２．３．を踏まえてケアの実践計画における目標設定の方法、ケアの実践計画作成の基

本視点と方法について学びます。 

 

 

５．実践計画作成の展開（事例演習） 

３．４を踏まえて、計画を立案するプロセスを学習することを想定しています。 

 

 

６．実践計画の評価 

５．実践計画作成の展開（事例演習）で実施済みであり、内容が重複しているため、「カン

ファレンス」の要素は削除しました。 

  

参考 
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科 目 名 職場実習の課題設定 研修形態と講義時間：講義・演習（300分） 

目 的 
認知症の人が望む生活の実現に向けて、適切にアセスメントを行い、課題と目標を明確にした上で、

ケアの実践に関する計画を作成することができる。 

到達目標 

１．研修で学んだ内容を生かして、現状のケアを評価することができる。 

２．所属部署等に良い影響を及ぼすケア実践計画が作成できる。 

３．認知症の人の望む生活像をアセスメントし、課題と目標を明確にできる。 

概 要 

認知症介護実践者研修の講義・演習で修得した知識、技術を実践で活用するためには、現状のケア

の評価をした上で、課題を見出し、改善のための計画を立てて取り組む必要がある。本科目では、対象

者を定め現状の課題分析を行い、ケア実践計画案を作成する。その上で、職場実習の行動計画を立て

ることを目指す。  

内 容 備 考 

１． 職場実習のねらい  

 

 

 

 

２． 対象者選定  

 

 

 

 

 

３． 課題設定  

 

 

 

 

４．４週間の行動計画の作成 

１）職場実習の意義  

２）職場実習の全体像の理解  

 

 

 

１）対象者の選定  

２）アセスメントを通じた課題の抽出  

 

 

 

 

１） 選定した対象者の課題に関する取組みの方
向性の整理  

２） 職場実習の課題決定  

 

 

１）再アセスメントする項目の検討 

２）ケア実践計画案の作成 

３）職場実習の行動計画の立案 

・受講者は、事前課題として職

場実習の対象者を２ 例程度

準備する。  

 

 

・持参した課題事例についてア

セスメントを個人で行いグル

ープ発表し助言をもらう。  

 

 

 

・持参した課題事例の望む生

活像を個人で検討する。  

 

 

 

・４週間の行動計画を個人で作

成しグループで報告する。職

場に帰ってから再アセスメン

トが必要な点を整理する。 
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科目名：職場実習の課題設定（300分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場実習の課題設定（240分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 実習に向けた実習課題や実習計画の策定時間を十分に確保するため、60 分延長しまし

た。 

‧ 職場実習で取り組む事例は、一度職場に帰る期間である「学習成果の実践展開と共有」

で、収集した事例を用いることを想定しています。 

 

１．職場実習のねらい 

実践者研修で学習した内容を実践の場で展開し、実践的な力量を高めることを意図した

プログラムであることを受講者に十分理解していただくようにします。 

 

 

２．対象者選定 

内容の変更はありません。対象者は、「学習成果の実践展開と共有」で選定した対象者の

事例を想定しています。 

 

 

３．課題設定 

取り組みの方向性を整理したうえで、受講者自身がそこからどのようなことを学ぶのか、

受講者自身の目標の達成に向けて乗り越える課題を整理します。 

 

 

４．４週間の行動計画の作成 

再アセスメントする項目の検討とケア実践計画案の作成を行った上で、4週間の職場実習

の行動計画を立案します。 

実践者研修全体の学びを踏まえ、評価方法も含めたケア実践計画案となることを想定し

ています。 

評価については、認知症の本人の言動の変化の記録や、声掛けの回数、訴えの回数、かか

わりの回数、あるいは標準化された尺度による評価なども加えて総合的な評価することを

想定しています。 

 

 

 

 

 

参考 
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21 
 

科目名：職場実習の課題設定（300分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場実習の課題設定（240分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 実習に向けた実習課題や実習計画の策定時間を十分に確保するため、60 分延長しまし

た。 

‧ 職場実習で取り組む事例は、一度職場に帰る期間である「学習成果の実践展開と共有」

で、収集した事例を用いることを想定しています。 

 

１．職場実習のねらい 

実践者研修で学習した内容を実践の場で展開し、実践的な力量を高めることを意図した

プログラムであることを受講者に十分理解していただくようにします。 

 

 

２．対象者選定 

内容の変更はありません。対象者は、「学習成果の実践展開と共有」で選定した対象者の

事例を想定しています。 

 

 

３．課題設定 

取り組みの方向性を整理したうえで、受講者自身がそこからどのようなことを学ぶのか、

受講者自身の目標の達成に向けて乗り越える課題を整理します。 

 

 

４．４週間の行動計画の作成 

再アセスメントする項目の検討とケア実践計画案の作成を行った上で、4週間の職場実習

の行動計画を立案します。 

実践者研修全体の学びを踏まえ、評価方法も含めたケア実践計画案となることを想定し

ています。 

評価については、認知症の本人の言動の変化の記録や、声掛けの回数、訴えの回数、かか

わりの回数、あるいは標準化された尺度による評価なども加えて総合的な評価することを

想定しています。 

 

 

 

 

 

参考 
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科 目 名 職場実習（アセスメントとケアの実践） 研修形態と講義時間： 実習（4 週間） 

目 的 

研修で学んだ内容を生かして、認知症の人や家族のニーズを明らかにするためのアセスメントができ

る。アセスメントの内容をもとに、認知症の人の生活支援に関する目標設定、ケア実践計画及びケアの

実践を展開できる。 

到達目標 

１．研修で学んだ内容を生かし、自施設・事業所を利用する認知症の人のニーズをアセスメントできる。  

２．認知症の人の生活の質の向上を目的にしたケア実践計画を立案できる。  

３．ケア実践計画にもとづき、認知症の人への生活支援に関する実践及び評価を展開できる。  

概 要 

本科目は、課題となる事例に対し研修中に学んだ内容をもとにアセスメントを行い、ケア実践計画を実

施する過程である。実習は認知症の人の望む生活の実現に寄与する計画を立て、それに基づいた詳細

な記録と評価を行う。 

内 容 備 考 

１． 実習の準備 

 

 

 

２．実習の開始  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.報告準備 

 

・職場内で研修中に作成したケア実践計画の 理

解を得るため説明を行う。 

 

 

・ケア実践計画に基づき計画的に実施する。 

 

１週目：再アセスメント実施、ケア実践計画案の修

正 

２週目：修正したケア実践計画に基づき実践 

(中間報告の実施) 

３週目：ケア実践計画に基づき実践 

４週目：実践したケアの評価 

・実践内容の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４週間の成果を評価し報告の準備を行う。 

・実習中の記録はすべてと

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・中間報告の実施を推奨す

る。 

・中間報告の頻度や方法は、

研修実施主体の状況に応

じて実施する。 

 

・評価は、定量評価・定性評

価両方を導入するよう計画

する。 

・認知症の人が望む生活の

実現に寄与したか考察す

る。 
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23 
 

科目名：職場実習（アセスメントとケアの実践）（4週間） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場実習（アセスメントとケアの実践）（4週間） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 時間数（4週間）と到達目標に変更はありません。 

 

１．実習の準備 

内容の変更はありません。新カリキュラムにおいても倫理的配慮を徹底した上で、実習に

向けた準備をしてください。 

 

 

２．実習の開始 

4 週目では、実施したケアの評価を行うことを想定しています。備考欄にあるように、受

講者が認知症の人が望む生活の実現に寄与したかを総合的※に判断できるよう指導するこ

とが望まれます。（※総合的とは、観察記録だけではなく例えば、声掛けの回数、訴えの回

数、かかわりの回数など定性的な評価に加えて定量的な評価も加えて総合的な評価するこ

とを想定しています） 

研修の質の担保と進捗管理の観点から、中間報告の実施を推奨することをシラバスに明

記しました。 

 

３．報告準備 

各地域の実情に合わせて 4週間の成果報告の準備をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 
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23 
 

科目名：職場実習（アセスメントとケアの実践）（4週間） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場実習（アセスメントとケアの実践）（4週間） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 時間数（4週間）と到達目標に変更はありません。 

 

１．実習の準備 

内容の変更はありません。新カリキュラムにおいても倫理的配慮を徹底した上で、実習に

向けた準備をしてください。 

 

 

２．実習の開始 

4 週目では、実施したケアの評価を行うことを想定しています。備考欄にあるように、受

講者が認知症の人が望む生活の実現に寄与したかを総合的※に判断できるよう指導するこ

とが望まれます。（※総合的とは、観察記録だけではなく例えば、声掛けの回数、訴えの回

数、かかわりの回数など定性的な評価に加えて定量的な評価も加えて総合的な評価するこ

とを想定しています） 

研修の質の担保と進捗管理の観点から、中間報告の実施を推奨することをシラバスに明

記しました。 

 

３．報告準備 

各地域の実情に合わせて 4週間の成果報告の準備をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 
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科 目 名 職場実習評価 研修形態と講義時間： 講義・演習（180分） 

目 的 
アセスメントやケア実践計画の実施結果を整理した上で、客観的に評価、分析し職場及び自 

己の認知症ケアの今後の課題を明確にすることができる。 

到達目標 

１． 実施したケア実践計画を整理し、他の受講者に伝えることができる。 

２． 他の受講者のケア実践計画が、認知症の人にとって有益なものであったか客観的に評価し助言す
ることができる。 

３． 結果を分析し職場及び自己の認知症ケアの今後の課題を明確にすることができる。 

概 要 

本科目は、職場実習で実施したケア実践計画の実施結果を文章等でまとめ、それについて グルー

プ発表後、相互評価を行う。そこで得られた助言や指導をもとに今後の職場及び自己の認知症ケアの

実践に対する課題を明確にすることを目指す。  

内 容 備 考 

１．職場実習報告  

 

 

 

 

 

 

 

 

２． ケア実践計画の評価 

 

 

 

 

 

３．職場への報告と展開 

 

１） 目的、方法、結果、考察、今後の課題の報告  

２） 報告についてグループでの質疑応答  

３） 受講者間の相互評価並びに認知症介護指導
者からの助言  

 

 

 

 

 

・報告内容の相互評価並びに認知症介護指導者

からの助言をもとに、ケア実践計画を見直し・修

正し、今後の課題を明確にする。  

 

 

 

・職場実習と今後の取組み課題について整理し職

場に報告し、研修成果について、加算取得を含

めた次の展開に結びつける。 

 

・単に要介護度の変化や認知

機能の評価にならないよ

う、生活の質に関する評価

を行う。  

・６名程度のグループ報告を

行い認知症介護指導者が

司会進行を行う。  

 

 

・相互評価、認知症介護指導

者からの助言を受けた点に

ついて個人ワークで修正し

提出する。 

 

 

・研修成果を実践に活かすこ

とによる加算取得や修了後

の活動評価等について説

明し、認知症の人の生活の

質向上のために展開してい

くことを意識づける。 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長を可能

とする 
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科目名：職場実習評価（180分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場実習評価（180分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 目的・内容の変更はありません。 

 

１．職場実習報告 

内容について変更点はありません。 

 

 

２．ケア実践計画の評価 

内容について変更点はありません。 

 

 

３．職場への報告と展開 

実践者研修内だけの共有をしたうえで、研修終了後、取り組みの成果や課題も含め自身

の職場でどのように伝え、生かすかを整理する時間を持つことを想定しています。 

また、シラバス上は加算について言及してありますが、これは加算を取得することを推奨

する意図ではありません。しかし、加算は、実践研修を前提にその成果を実践で生かすよう

な施策的な措置と理解できますので、研修での成果を実践に活かす形の一つとして活用で

きるでしょう。加算に限らず、受講者が研修での学習成果を実践に活かすことをねらいとし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 
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25 
 

科目名：職場実習評価（180分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場実習評価（180分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 目的・内容の変更はありません。 

 

１．職場実習報告 

内容について変更点はありません。 

 

 

２．ケア実践計画の評価 

内容について変更点はありません。 

 

 

３．職場への報告と展開 

実践者研修内だけの共有をしたうえで、研修終了後、取り組みの成果や課題も含め自身

の職場でどのように伝え、生かすかを整理する時間を持つことを想定しています。 

また、シラバス上は加算について言及してありますが、これは加算を取得することを推奨

する意図ではありません。しかし、加算は、実践研修を前提にその成果を実践で生かすよう

な施策的な措置と理解できますので、研修での成果を実践に活かす形の一つとして活用で

きるでしょう。加算に限らず、受講者が研修での学習成果を実践に活かすことをねらいとし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 認知症介護実践リーダー研修  

 

新カリキュラム改訂にともなう 

各科目シラバス変更のポイントと運用のヒント 

 

令和 7年 3月版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症介護研究・研修センター 
 

※ ここに記載されている内容は、令和 7年度から運用されている認知症介護実践リーダー研修シラバスに

基づく運用のヒントです。この通りに行うということではなく、参考にしていただき、各都道府県・指定都市

で研修内容を検討する際の資料としてください。 

※ この資料は、認知症介護指導者向けです。  



490

 

 

目目次次  
シラバス運用のヒントの使い方 ...................................................................................................................................................... 1 

認知症介護実践リーダー研修の理解 ......................................................................................................................................... 2 

施策の動向と地域展開 ...................................................................................................................................................................... 4 

認知症の専門的理解 .......................................................................................................................................................................... 6 

カンファレンス（会議）の技法と実践 ............................................................................................................................................. 8 

ストレスマネジメントの理論と方法 .............................................................................................................................................. 10 

認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法 ...................................................................................................... 12 

職場内教育（OJT）の理論と方法 ................................................................................................................................................. 14 

認知症ケア指導の実践方法.......................................................................................................................................................... 16 

職場実習の課題設定 ........................................................................................................................................................................ 18 

職場実習 ................................................................................................................................................................................................. 20 

結果報告／職場実習評価 .............................................................................................................................................................. 22 
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1 
 

シシララババスス運運用用ののヒヒンントトのの使使いい方方  

○ 資料の趣旨 

・ 本資料は、新カリキュラムの運用を進めるにあたって、移行期間の授業作成をサポートすることを目

的に、シラバスを運用する際のヒントとなるような情報（内容や実施方法のイメージ）を提供することを

念頭に作成した、認知症介護指導者向けの資料です。 

・ 本資料に記載された構成や時間配分は、あくまでも運用のヒントであり、授業の内容を縛るものでは

ありません。実践研修の授業は、これまで通り、各都道府県・指定都市において、認知症介護指導者

がシラバスに即し、実践をふまえた授業を自ら作成し、展開するということを前提としています。 

 

○ 資料の構造 

・ 本資料は、1科目について見開きで参照できるように構成しました。左側に令和 7年 4月 1日版のシ

ラバス、右側に運用のヒント等を掲載しています。 

・ 「旧カリキュラムとの対応」欄は、旧カリキュラムの科目名と時間数を掲載しました。DCnet上には、新

カリキュラムのシラバスとともに旧カリキュラムのシラバスも掲載していますので、参照ください。 

・ 「運用のヒント」欄は、シラバスの「内容」の左側にある柱（項番号をふってある部分）ごとにヒントを掲

載しています。 

・ 「参考」欄は、各科目の参考文献となりうるもののうち、国の事業や 3センターの事業で作成した文

献・資料等を掲載しました。文献は、時間の経過とともに古くなるほか、増えますので、随時文献にあ

たり、情報を刷新していただければ幸いです。 
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2 
 

科 目 名 認知症介護実践リーダー研修の理解 研修形態と講義時間：講義・演習（60分） 

目 的 

チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーの役割とこの研修科目との関係性を踏まえ、

研修の概要を把握する。実践リーダーとしての自己の課題を確認し、研修における学習目標を明確に

する。 

到達目標 
１．実践リーダーの役割と研修科目との関連性を踏まえて研修の概要を把握する。 

２．実践リーダーとしての課題を認識し、研修における学習目標を明確化できる。 

概 要 

チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーに求められる役割を知り、研修科目の必要性や

研修全体の目的など研修概要を把握する。また、実践リーダーとしての自己課題を確認し、研修の受講

動機を高め、学習目標を明確にする。 

内 容 備 考 

１．実践リーダーの役割  

 

 

 

 

 

２．実践リーダー研修の概要 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践リーダーとしての課題の明

確化 

 

１） チームマネジメントにおける実践リーダーの
役割 

２） 職場における指導 

 

 

 

１） 研修の目的 

２） 研修の到達目標 

３） カリキュラム全体の構成 

４） カリキュラム別のねらいと概要 

 

 

 

 

１） 実践リーダーとしての課題の明確化 

２） 研修における学習目標の明確化 

 

・認知症ケアを推進するための

実践リーダーの役割のポイント

を知る。  

 

 

 

・実践リーダー研修のねらいや

科目のねらいと内容を理解す

る。 

・実習課題設定の内容と流れを

理解する。 

 

 

 

・自己の課題、学習目標を文章

化する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度の

効果が期待できる講義などに限る。 
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2 
 

科 目 名 認知症介護実践リーダー研修の理解 研修形態と講義時間：講義・演習（60分） 

目 的 

チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーの役割とこの研修科目との関係性を踏まえ、

研修の概要を把握する。実践リーダーとしての自己の課題を確認し、研修における学習目標を明確に

する。 

到達目標 
１．実践リーダーの役割と研修科目との関連性を踏まえて研修の概要を把握する。 

２．実践リーダーとしての課題を認識し、研修における学習目標を明確化できる。 

概 要 

チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーに求められる役割を知り、研修科目の必要性や

研修全体の目的など研修概要を把握する。また、実践リーダーとしての自己課題を確認し、研修の受講

動機を高め、学習目標を明確にする。 

内 容 備 考 

１．実践リーダーの役割  

 

 

 

 

 

２．実践リーダー研修の概要 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践リーダーとしての課題の明

確化 

 

１） チームマネジメントにおける実践リーダーの
役割 

２） 職場における指導 

 

 

 

１） 研修の目的 

２） 研修の到達目標 

３） カリキュラム全体の構成 

４） カリキュラム別のねらいと概要 

 

 

 

 

１） 実践リーダーとしての課題の明確化 

２） 研修における学習目標の明確化 

 

・認知症ケアを推進するための

実践リーダーの役割のポイント

を知る。  

 

 

 

・実践リーダー研修のねらいや

科目のねらいと内容を理解す

る。 

・実習課題設定の内容と流れを

理解する。 

 

 

 

・自己の課題、学習目標を文章

化する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度の

効果が期待できる講義などに限る。 

 

 

 

3 
 

科目名：認知症介護実践リーダー研修の理解（60分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

認知症介護実践リーダー研修の理解（90分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 目的・到達目標の変更はありませんが、他の科目とのバランスを考慮し、時間数は90分

から 60分に短縮しました。より効率的に実施できるように留意してください。 

 

 

１．実践リーダーの役割 

チーム構築➡チームマネジメントに変更し、チームを構築するだけでなく、その後のマネジ

メントも含めて役割を考えるような内容に変更しました。 

カリキュラム改定において実施した検討委員会では、以下の人物像を想定してカリキュラ

ムを改訂しましたので、参照ください。これらは認知症基本法の理念をベースにして位置付

けられました。 

【基本法の理念をベースとした実践者像の立案】 

①研修の目的や内容を踏まえた自己の学習目標を立案でき、目標を達成するための学習

を遂行することできる 

②チームリーダーに必要な認知症の病態や、治療薬、非薬物的な介入方法等に関する専門

知識を有している 

③認知症施策を踏まえた国の方向性を理解し、地域における施策の展開例を理解してい

る。 

④認知症ケアにおけるスタッフのストレス把握やマネジメントができる。 

⑤会議やミーティング等の運用方法を理解し、チーム内の情報共有やスタッフ間コミュニ

ケーションを促進できる。 

⑥チームマネジメントに関する基本的な考え方や方法を踏まえ、認知症ケアにおけるチー

ムマネジメントの意義と実践方法を理解している 

⑦職場におけるチームメンバーへの適切なアドバイス方法や指導方法を理解し、育成計画

を立案できる 

⑧職場におけるチームメンバーへの認知症ケアの指導計画を立案することができる 

⑨職場におけるチームメンバーへの認知症ケアの指導や人材育成を実践できる 

 

 

２．実践リーダー研修の概要 

内容の変更はありません。実践リーダー研修の全体の構成を説明する際、職場実習の課

題設定の内容と実習の流れについて説明を行い、各科目と職場実習との関連性について理

解を深める機会にすることを想定しています。 

 

 

３．実践リーダーとしての課題の明確化 

実践リーダーの役割や研修の概要を踏まえたうえで、研修における課題を設定してもら

うことを意図しています。「現状」と「研修の目的」とのギャップを埋めるために、取り組んだ

り、習得したりする必要があることを「課題」と定義すると受講者が考えやすいでしょう。ま

た、日常のチームでの認知症ケア実践を振り返りながら考えられるとよいでしょう。 

  

参考 

・ 認知症基本法（概要） 
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001119099.pdf 

・ 本研究の報告書名を記述 

・ 認知症介護リーダー研修シラバス（最終的にはURLを提示）  
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4 
 

科 目 名 施策の動向と地域展開  研修形態と講義時間：講義・演習（120分） 

目 的 
地域における認知症施策の展開例を通して認知症施策の動向を理解し、「共生社会の実現を推進する認

知症基本法」の理念を推進する展開方法を理解する。 

到達目標 
１．認知症施策の変遷を踏まえた認知症ケアに関連する施策の動向を理解し、説明できる。 

２．地域における認知症施策の具体的な展開方法を理解する。 

概 要 

本科目は、共生社会の実現を推進するための認知症基本法の理念である「認知症の人が尊厳を保持し

つつ希望を持って暮らすことができる共生社会の実現」を推進できるよう認知症施策の変遷と最新の動向

を踏まえた上で、地域における施策の展開例を通じて認知症施策の方向性を理解する。 

内 容 備 考 

１．認知症施策の動向と共生社会の

実現を推進するための認知症

基本法の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域における認知症ケア関連施

策の展開 

 

１） 認知症施策の変遷 

２） 共生社会の実現を推進する認知症基本法設
立の経緯 

３） 共生社会の実現を推進する認知症基本法の
理念と概要 

４） 認知症施策上の実践リーダー研修の位置づ
け・意義 

 

 

 

１） 認知症ケアの実践と施策の関係 

２） 全国における各地域での認知症施策の展開
事例 

３） 地域における認知症施策の展開方法 

 

・当該地域における施策の実

践例を理解する。 

・認知症加算・認知症専門ケ

ア加算等の解説を含む。 

 

 

 

 

 

・認知症施策推進大綱、基本

法の内容について、地域で

の実践展開の方法を、演習

等を通して理解する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度の

効果が期待できる講義などに限る。 
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4 
 

科 目 名 施策の動向と地域展開  研修形態と講義時間：講義・演習（120分） 

目 的 
地域における認知症施策の展開例を通して認知症施策の動向を理解し、「共生社会の実現を推進する認

知症基本法」の理念を推進する展開方法を理解する。 

到達目標 
１．認知症施策の変遷を踏まえた認知症ケアに関連する施策の動向を理解し、説明できる。 

２．地域における認知症施策の具体的な展開方法を理解する。 

概 要 

本科目は、共生社会の実現を推進するための認知症基本法の理念である「認知症の人が尊厳を保持し

つつ希望を持って暮らすことができる共生社会の実現」を推進できるよう認知症施策の変遷と最新の動向

を踏まえた上で、地域における施策の展開例を通じて認知症施策の方向性を理解する。 

内 容 備 考 

１．認知症施策の動向と共生社会の

実現を推進するための認知症

基本法の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域における認知症ケア関連施

策の展開 

 

１） 認知症施策の変遷 

２） 共生社会の実現を推進する認知症基本法設
立の経緯 

３） 共生社会の実現を推進する認知症基本法の
理念と概要 

４） 認知症施策上の実践リーダー研修の位置づ
け・意義 

 

 

 

１） 認知症ケアの実践と施策の関係 

２） 全国における各地域での認知症施策の展開
事例 

３） 地域における認知症施策の展開方法 

 

・当該地域における施策の実

践例を理解する。 

・認知症加算・認知症専門ケ

ア加算等の解説を含む。 

 

 

 

 

 

・認知症施策推進大綱、基本

法の内容について、地域で

の実践展開の方法を、演習

等を通して理解する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度の

効果が期待できる講義などに限る。 

 

5 
 

科目名：施策の動向と地域展開（120分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

施策の動向と地域展開（210分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 時間数は 210 分から 120 分になり、認知症基本法の理念の理解を中心とする構成と

しました。 

‧ 研修のねらいから考えると、旧カリキュラムにおける「連携・参画」という目的はレベルが

高いため、目的について、「関係機関との連携・参画できる知識を修得する」から、「『共生

社会の実現を推進する認知症基本法』の理念を推進する展開方法を理解する」という表

現に変更しました。併せて、「認知症施策の具体的な展開方法を理解する。」は、「地域に

おける」という表現を追記し、意図を明確にしました。 

 

１．認知症施策の動向と共生社会の実現を推進するための認知症基本法の方向性 

・施策の動向は「認知症施策の変遷」とし、概要の説明にとどめ、２）共生社会の実現を推進

する認知症基本法設立の経緯、や、３）共生社会の実現を推進する認知症基本法の理念と概

要、などを説明したうえで、研修の位置づけや意義を説明する構成としています。 

 

 

２．地域における認知症ケア関連施策の展開 

地域における認知症施策の展開事例だけではなく、全国における各地域での認知症施策

の展開事例も紹介し、認知症施策の方向性を理解できるように構成するよう変更しました。

また、目的の変更に合わせて、「実践リーダーとして地域で何ができるか」を考える演習か

ら、「大綱、基本法の内容について、地域での実践展開の方法を、演習等を通して理解する」

内容に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 

・ 認知症基本法（概要）
（https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001119099.pdf) 

・ 認知症施策推進基本計画 

https://www.mhlw.go.jp/content/001344090.pdf 
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6 
 

科 目 名 認知症の専門的理解 研修形態と講義時間：講義・演習（90分） 

目 的 
認知症ケアにおけるチームケアを推進するリーダーとして、高度な認知症の知識を有し、認知症ケアに関

する最新かつ専門的な知識を得る。 

到達目標 

１．認知症の病態や、診断等に関する専門知識を踏まえた上で、生活への影響を理解する。 

２．認知症治療薬に関する開発の動向を理解し、認知症の人の生活への影響や使用の注意点を理解す

る。 

３．認知症の人の生活の質の向上を目的とした非薬物的介入の役割、方法、効果を理解する。 

概 要 

認知症におけるチームケアの促進や介護職員等の指導を担う実践リーダーは最新の知識を有し、同時

に認知症に関する専門的な知識を活用したケアの実践、介護職員等の指導、チームケアの質の向上が期

待されている。本科目は、認知症ケアにおける実践リーダーに必要な認知症に関する最新かつ専門的な知

識を習得する。 

内 容 備考 

１． 認知症に関する理解 

 

 

 

 

 

 

 

２．医学的視点に基づいた介入 

 

１） 認知症の原因疾患別の特徴（病態や症状、
診断基準など） 

２） 原因疾患別の症状による生活への影響 

３） 認知症に起きやすい合併症 

４） 若年性認知症の特徴 

 

 

 

１） 認知症の告知とその支援 

２） 認知症治療薬の種類と特徴 

３） 行動・心理症状（BPSD）に用いられることが

ある薬物の主な作用機序と副作用、使用方

法 

４）非薬物的介入の方法と特徴（回想法,RO療法、

音楽療法などの療法や活動支援等） 

５）認知症の人のエンドオブライフケア 

 

・実践者研修で学んだ知識に最

新の情報を加えて発展させ

る。 

 

 

 

 

 

・かかりつけ医のための BPSD 

に対応する向精神薬使用ガ

イドライン（第 2 版）（2015年

度厚生労働科学特別研究事

業）を参考にする。 

・認知症の人の意欲や個性に合

わせた、生活の質を向上する

活動や療法の重要性を説明

する。 

・非薬物的介入については、実

践事例を用いて説明する（た

だし効果については「認知症

疾患診療ガイドライン2017、

編集；「認知症疾患診療ガイドラ

イン」作成委員会」を参考にす

る）。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度の

効果が期待できる講義などに限る。 
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6 
 

科 目 名 認知症の専門的理解 研修形態と講義時間：講義・演習（90分） 

目 的 
認知症ケアにおけるチームケアを推進するリーダーとして、高度な認知症の知識を有し、認知症ケアに関

する最新かつ専門的な知識を得る。 

到達目標 

１．認知症の病態や、診断等に関する専門知識を踏まえた上で、生活への影響を理解する。 

２．認知症治療薬に関する開発の動向を理解し、認知症の人の生活への影響や使用の注意点を理解す

る。 

３．認知症の人の生活の質の向上を目的とした非薬物的介入の役割、方法、効果を理解する。 

概 要 

認知症におけるチームケアの促進や介護職員等の指導を担う実践リーダーは最新の知識を有し、同時

に認知症に関する専門的な知識を活用したケアの実践、介護職員等の指導、チームケアの質の向上が期

待されている。本科目は、認知症ケアにおける実践リーダーに必要な認知症に関する最新かつ専門的な知

識を習得する。 

内 容 備考 

１． 認知症に関する理解 

 

 

 

 

 

 

 

２．医学的視点に基づいた介入 

 

１） 認知症の原因疾患別の特徴（病態や症状、
診断基準など） 

２） 原因疾患別の症状による生活への影響 

３） 認知症に起きやすい合併症 

４） 若年性認知症の特徴 

 

 

 

１） 認知症の告知とその支援 

２） 認知症治療薬の種類と特徴 

３） 行動・心理症状（BPSD）に用いられることが

ある薬物の主な作用機序と副作用、使用方

法 

４）非薬物的介入の方法と特徴（回想法,RO療法、

音楽療法などの療法や活動支援等） 

５）認知症の人のエンドオブライフケア 

 

・実践者研修で学んだ知識に最

新の情報を加えて発展させ

る。 

 

 

 

 

 

・かかりつけ医のための BPSD 

に対応する向精神薬使用ガ

イドライン（第 2 版）（2015年

度厚生労働科学特別研究事

業）を参考にする。 

・認知症の人の意欲や個性に合

わせた、生活の質を向上する

活動や療法の重要性を説明

する。 

・非薬物的介入については、実

践事例を用いて説明する（た

だし効果については「認知症

疾患診療ガイドライン2017、

編集；「認知症疾患診療ガイドラ

イン」作成委員会」を参考にす

る）。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度の

効果が期待できる講義などに限る。 

 

7 
 

科目名：認知症の専門的理解（90分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

認知症の専門的理解（120分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 到達目標がより実践に即した内容に変更されました。併せて、時間数は 120分から 90

分に短縮しました。実践リーダーに必要なより高度な内容に絞り、効率的に実施できる

ように留意ください。 

‧ 実践リーダー研修の初日に行われるこの科目で、認知症の人を一人の「人」として理解す

ることを押さえておくことが、目的や到達目標に組み込まれています。また、認知症の人

を取り巻く社会的な課題として、意思決定支援の内容についてもこの科目に含まれま

す。 

 

１．認知症に関する理解 

認知症介護実践者研修で学習する内容を勘案しながらより専門的内容を学習します。 

これまで実践者研修で学習していた、非薬物的介入の意義と展開例については、この科

目で学習することとしました。 

また、旧カリキュラムで本科目の柱となっていた「原因疾患別の捉え方のポイント」及び

「医学的視点に基づいた介入」の項は本項に統合しました。 

治療薬については、特徴だけでなく、認知症治療薬や BPSD にもちいられることがある

薬物について、認知症ケアを行う際に必要となる内容（作用機序や副作用、使用方法等）に

ついて触れるようにします。 

意思決定支援、就労支援等については、最新ではない他、実践者研修に含めることとした

ため、削除しました。告知、ターミナルケアは、医学的専門情報として、統合し本項に位置付

けました。 

 

２．医学的視点に基づいた介入 

これまで実践者研修で学習していた、「非薬物的介入の方法と特徴（回想法,RO 療法,音

楽療法等の療法や活動支援等）」はこちらに含めました。 

認知症の人のターミナルケアは、より包括的に認知症の人のエンドオブライフケアとしま

した。 

 

  

参考 

‧ 厚生労働省「認知症施策関連ガイドライン（手引き等）、取組事例 認知症の人の日常生

活・社会生活における意思決定支援ガイドライン（第 2版）」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000212395.html 
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科 目 名 カンファレンス（会議）の技法と実践  研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 
チームにおける意思決定、情報共有、メンバー間の円滑なコミュニケーションの活性化を促進しチーム力

の向上を図るため、効果的なカンファレンス（会議）の展開方法を習得する。 

到達目標 

１．チームケアの質の向上を目的としたカンファレンス（会議）の目的や意義、必要性を理解する。 

２．チームの意思決定や、情報の共有、コミュニケーションの活性化を促進する方法を理解し、目的に応じ

た効果的なカンファレンス（会議）を展開することができる。 

概 要 

チームケアを実現するためには、利用者のニーズに基づき導かれたケアの目的や目標に沿って決定し

たケアの方法について、チームメンバー間で共有することが必須である。また、チームメンバー間のコミュ

ニケーションを円滑にし、チームを活性化するためには円滑なカンファレンスの運用が必要である。本科

目では、チーム力を向上するための効果的なカンファレンスの展開方法を学習する。  

内 容 備 考 

１． チームにおけるカンファレンス（会
議）の目的と意義 

 

 

 

 

 

２． カンファレンス(会議)を円滑に行う

ためのコミュニケーション 

 

 

 

 

３． 効果的なカンファレンス 

（会議）の展開 

 

１） カンファレンス（会議）の目的や意義 

２） カンファレンス(会議) の種類と特徴 

３） チームケアにおけるケアカンファレンスの目的
と意義 

 

 

 

１） 報告・連絡・相談の違い 

２） 建設的な議論になるためのコミュニケーション
の留意点 

 

 

 

１） 事前周知（告知、開催目的の明確化、検討内
容の通知、資料配布と議事録） 

２） カンファレンス（会議）の役割分担 

（進行、スーパーバイザー、参加メンバー） 

３） 効果的な議論を促すためのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・模擬カンファレンスにて実

際に進行役、スーパーバ

イザー役等を体験的に理

解したうえで、効果的なカ

ンファレンスについて振

り返りを行う。 
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科 目 名 カンファレンス（会議）の技法と実践  研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 
チームにおける意思決定、情報共有、メンバー間の円滑なコミュニケーションの活性化を促進しチーム力

の向上を図るため、効果的なカンファレンス（会議）の展開方法を習得する。 

到達目標 

１．チームケアの質の向上を目的としたカンファレンス（会議）の目的や意義、必要性を理解する。 

２．チームの意思決定や、情報の共有、コミュニケーションの活性化を促進する方法を理解し、目的に応じ

た効果的なカンファレンス（会議）を展開することができる。 

概 要 

チームケアを実現するためには、利用者のニーズに基づき導かれたケアの目的や目標に沿って決定し

たケアの方法について、チームメンバー間で共有することが必須である。また、チームメンバー間のコミュ

ニケーションを円滑にし、チームを活性化するためには円滑なカンファレンスの運用が必要である。本科

目では、チーム力を向上するための効果的なカンファレンスの展開方法を学習する。  

内 容 備 考 

１． チームにおけるカンファレンス（会
議）の目的と意義 

 

 

 

 

 

２． カンファレンス(会議)を円滑に行う

ためのコミュニケーション 

 

 

 

 

３． 効果的なカンファレンス 

（会議）の展開 

 

１） カンファレンス（会議）の目的や意義 

２） カンファレンス(会議) の種類と特徴 

３） チームケアにおけるケアカンファレンスの目的
と意義 

 

 

 

１） 報告・連絡・相談の違い 

２） 建設的な議論になるためのコミュニケーション
の留意点 

 

 

 

１） 事前周知（告知、開催目的の明確化、検討内
容の通知、資料配布と議事録） 

２） カンファレンス（会議）の役割分担 

（進行、スーパーバイザー、参加メンバー） 

３） 効果的な議論を促すためのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・模擬カンファレンスにて実

際に進行役、スーパーバ

イザー役等を体験的に理

解したうえで、効果的なカ

ンファレンスについて振

り返りを行う。 
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科目名：カンファレンス（会議）の技法と実践（180分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

ケアカンファレンスの技法と実践（120分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 時間数は 120 分が 180 分となり、チーム作りのための方法として会議やミーティング

の必要性を強調し、科目名から「ケア」をとりました。ケアに限らず、会議やミーティング

等情報共有や意思決定を目的とする広い意味としての会議に修正したと理解ください。

到達目標もその意図に沿って、表現を変更しました。 

‧ 時間内で、演習にて模擬カンファレンス等により、受講者に実践的に理解を深めていた

だくことが重要になります。 

 

１．チームケアにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 

カンファレンス（会議）の種類と特徴に触れる項を追加しました。 

 

 

２．カンファレンス（会議）を円滑に行うためのコミュニケーション 

「建設的なコミュニケーションのポイント」という表現が理解しにくかったため、「建設的な

議論になるためのコミュニケーションの留意点」という表現に変更しました。 

 

 

３．効果的なカンファレンス（会議）の展開 

演習にて模擬カンファレンス等を行うことにより、受講者に実践的に理解を深めていただ

く時間を十分とるように留意ください。カンファレンスが、ケアを検討することにとどまら

ず、広くチームづくりの手法として理解されるように留意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 
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科 目 名 ストレスマネジメントの理論と方法  研修形態と講義時間：講義・演習（150分） 

目 的 
チームケアを円滑に運用するため、ストレスの仕組みと対処法を理解した上で、実践リーダーとして介護

職員等のストレスの緩和やメンタルヘルスのマネジメントを実践することができる。 

到達目標 

１．チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性を理解する。 

２．ストレスのしくみと対処法を理解する。 

３．認知症ケアにおけるストレッサーと対処法を理解する。 

４．組織のメンタルヘルス対策や実践リーダーが果たすべき役割を理解し、チームメンバーへの支援方法

を理解する。 

概 要 

チームを活性化するためにはメンバー個々のストレス評価を行い、ストレス度や原因に応じたストレス

緩和を実行することが必要である。本科目では、ストレス概念の理解やストレス理論を理解した上で、実

践リーダーとしてチームメンバーのストレスを緩和する方法論や実践方法を学ぶ。  

内 容 備 考 

１． チームにおけるストレスマネジメ
ントの意義と必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．ストレスマネジメントの方法 

 

１） チームにおけるストレスマネジメントの意義と
必要性 

２） ストレスの考え方 

３） 認知症ケアのストレスの考え方 

４） 認知症ケアにおけるストレスマネジメントの意
義と必要性 

 

 

 

 

 

１） セルフケアの方法 

２） チームメンバーへの支援方法 

３） 組織によるストレスマネジメントの方法 

 

・ストレスマネジメントに関する

理論を踏まえて、認知症ケ

アにおけるストレスマネジメ

ントの意義と必要性を理解

する。 

・ストレスの考え方は、肯定的

側面についても取り上げ

る。 

 

 

 

 

 

・認知症ケアにおける具体的

なストレスマネジメントの方

法を学ぶ。 

・実際のストレスマネジメント

の方法を、演習を通して体

験的に理解する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度の

効果が期待できる講義などに限る。  
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科 目 名 ストレスマネジメントの理論と方法  研修形態と講義時間：講義・演習（150分） 

目 的 
チームケアを円滑に運用するため、ストレスの仕組みと対処法を理解した上で、実践リーダーとして介護

職員等のストレスの緩和やメンタルヘルスのマネジメントを実践することができる。 

到達目標 

１．チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性を理解する。 

２．ストレスのしくみと対処法を理解する。 

３．認知症ケアにおけるストレッサーと対処法を理解する。 

４．組織のメンタルヘルス対策や実践リーダーが果たすべき役割を理解し、チームメンバーへの支援方法

を理解する。 

概 要 

チームを活性化するためにはメンバー個々のストレス評価を行い、ストレス度や原因に応じたストレス

緩和を実行することが必要である。本科目では、ストレス概念の理解やストレス理論を理解した上で、実

践リーダーとしてチームメンバーのストレスを緩和する方法論や実践方法を学ぶ。  

内 容 備 考 

１． チームにおけるストレスマネジメ
ントの意義と必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．ストレスマネジメントの方法 

 

１） チームにおけるストレスマネジメントの意義と
必要性 

２） ストレスの考え方 

３） 認知症ケアのストレスの考え方 

４） 認知症ケアにおけるストレスマネジメントの意
義と必要性 

 

 

 

 

 

１） セルフケアの方法 

２） チームメンバーへの支援方法 

３） 組織によるストレスマネジメントの方法 

 

・ストレスマネジメントに関する

理論を踏まえて、認知症ケ

アにおけるストレスマネジメ

ントの意義と必要性を理解

する。 

・ストレスの考え方は、肯定的

側面についても取り上げ

る。 

 

 

 

 

 

・認知症ケアにおける具体的

なストレスマネジメントの方

法を学ぶ。 

・実際のストレスマネジメント

の方法を、演習を通して体

験的に理解する。 

※オンラインを部分的に活用する場合は、同時双方向で意思疎通等できる方法とし、実質的に集合研修と同程度の

効果が期待できる講義などに限る。  
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科目名：ストレスマネジメントの理論と方法（150分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

ストレスマネジメントの理論と方法（120分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 時間数は 120分が 150分になりました。 

 

１．チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性 

内容の 1）チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性 4）認知症ケアにおけるス

トレスマネジメント意義と必要性については、この科目の導入部分として講義で解説し、一般

的なストレスマネジメント論に偏らずに、認知症ケアだから必要となるストレスマネジメントで

あるこの意識付けが必要でしょう。 

そして、2）、3）ついては、認知症ケアのストレス事例を用いて解説するか、事例演習を用い

ることをお勧めします。ストレスは、肯定的側面についても取り上げることが大切です。 

 

 

２．ストレスマネジメントの方法 

チームにおけるストレスマネジメントだけではなく、チームの中で困っている個々のメンバ

ーをサポートすることがチーム構築には必要ではないかという観点から、「チームメンバーへ

の支援方法」を追加しました。３） 環境の調整方法、は、２） 組織によるストレスマネジメント

の方法に含みました。 

授業では、スタッフのマネジメントでリーダー自身のストレスマネジメントがおろそかにな

らないよう、「リーダー自身のセルフマネジメントも必要」という観点の内容も加えるようにし

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 

‧ 認知症介護研究・研修仙台センター「介護現場のためのストレスマネジメント支援テキス

ト」 

https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail_61_center_3.php 
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科 目 名 
認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方

法 
研修形態と講義時間：講義・演習（240分） 

目 的 
認知症ケアにおけるチームケアを推進するため、円滑にチームを運用する実践リーダーとして 

の役割を自覚し、認知症ケアにおけるチームケアのマネジメント方法を理解する。 

到達目標 

１．チームマネジメントに関する基本的な考え方や方法を説明できる。 

２．認知症ケアにおけるチームマネジメントの意義と実践方法を理解する。 

３．認知症チームケア推進プログラムを理解し実践できる。 

概 要 

チームによる認知症ケアの向上において、実践リーダーはチーム構築や活性化を促進するチームマネ

ージャーとしての役割が期待されている。本科目ではチームの目標や方針の設定と管理、介護職員等の

ストレスマネジメント、情報共有のためのカンファレンス等の実施、職員等への動機づけ、教育や指導等の

基本的なチームマネジメントの方法を踏まえ、認知症ケアにおけるチームケアを促進するマネジメントの実

践方法を修得する。 

内 容 備 考 

１． チームマネジメントの基本的理     

解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 認知症ケアにおけるチームマネジ
メントの必要性 

 

 

 

 

 

３． 認知症におけるチームケア推進
プログラムの展開 

 

 

 

 

 

 

 

４． 認知症のチームケアにおける 

チームマネジメントの実践方法 

 

１） チームづくりに必要な条件 

２） チームの種類と役割 

３） チームマネジメントの理論と方法 

 

・目標や方針の設定と管理 

・コミュニケーション支援の必要性 

・動機づけの必要性 

・ストレスマネジメントの必要性 

・情報共有やカンファレンスの必要性 

・教育指導の必要性 

 

 

 

１） 認知症ケアにおけるチームケアの意義と必
要性 

２） 認知症ケアにおけるチームマネジメントの意
義と必要性 

 

 

 

１）BPSDとそのケアの基本的考え方 

２）認知症チームケア推進の具体的方法 

 

 

 

 

 

 

 

１）多職種・同職種チームにおける効果的なチー

ムマネジメントの展開方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・認知症ケアにおけるチーム

マネジメントの展開例とし

て認知症チームケア推進

研修プログラムに準拠し

た内容を学習する。（70 

分） 

 

 

 

・チームマネジメントに関する

理論や方法について、認知

症ケアにおけるチームケア

事例を通して具体的な実践

方法を学ぶ。 
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科 目 名 
認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方

法 
研修形態と講義時間：講義・演習（240分） 

目 的 
認知症ケアにおけるチームケアを推進するため、円滑にチームを運用する実践リーダーとして 

の役割を自覚し、認知症ケアにおけるチームケアのマネジメント方法を理解する。 

到達目標 

１．チームマネジメントに関する基本的な考え方や方法を説明できる。 

２．認知症ケアにおけるチームマネジメントの意義と実践方法を理解する。 

３．認知症チームケア推進プログラムを理解し実践できる。 

概 要 

チームによる認知症ケアの向上において、実践リーダーはチーム構築や活性化を促進するチームマネ

ージャーとしての役割が期待されている。本科目ではチームの目標や方針の設定と管理、介護職員等の

ストレスマネジメント、情報共有のためのカンファレンス等の実施、職員等への動機づけ、教育や指導等の

基本的なチームマネジメントの方法を踏まえ、認知症ケアにおけるチームケアを促進するマネジメントの実

践方法を修得する。 

内 容 備 考 

１． チームマネジメントの基本的理     

解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 認知症ケアにおけるチームマネジ
メントの必要性 

 

 

 

 

 

３． 認知症におけるチームケア推進
プログラムの展開 

 

 

 

 

 

 

 

４． 認知症のチームケアにおける 

チームマネジメントの実践方法 

 

１） チームづくりに必要な条件 

２） チームの種類と役割 

３） チームマネジメントの理論と方法 

 

・目標や方針の設定と管理 

・コミュニケーション支援の必要性 

・動機づけの必要性 

・ストレスマネジメントの必要性 

・情報共有やカンファレンスの必要性 

・教育指導の必要性 

 

 

 

１） 認知症ケアにおけるチームケアの意義と必
要性 

２） 認知症ケアにおけるチームマネジメントの意
義と必要性 

 

 

 

１）BPSDとそのケアの基本的考え方 

２）認知症チームケア推進の具体的方法 

 

 

 

 

 

 

 

１）多職種・同職種チームにおける効果的なチー

ムマネジメントの展開方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・認知症ケアにおけるチーム

マネジメントの展開例とし

て認知症チームケア推進

研修プログラムに準拠し

た内容を学習する。（70 

分） 

 

 

 

・チームマネジメントに関する

理論や方法について、認知

症ケアにおけるチームケア

事例を通して具体的な実践

方法を学ぶ。 
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科目名：認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法（240分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法（180分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 本研修を受講・修了することにより、「認知症チームケア推進研修」を修了したとみなすこ

とができるよう「認知症チームケア推進プログラムを理解し実践できる」という目的を追

加し、その分の時間を加え、180分から 240分に時間数を増やしました。 

‧ また、科目名を、「認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法」から、「認知症ケ

アにおけるチームマネジメントの理論と方法」に変更しました。全体として、チームアプロ

ーチを理解するのではなく、そのためのマネジメントの方法を理解できるような構成と

なるよう留意してください。 

 

 

１．チームマネジメントの基本的理解 

チームづくりに必要な条件やチームの種類と役割を確認したうえで、「目標や方針の設定

と管理」「コミュニケーション支援の必要性」「動機づけの必要性」「ストレスマネジメントの必

要性」「情報共有やカンファレンスの必要性」「教育指導の必要性」など、チームを安定的に管

理していくことができるようになるための基礎知識を学習します。 

 

 

２．認知症ケアにおけるチームマネジメントの必要性 

「チームケアの意義と必要性」に触れたうえで、チームマネジメントの意義と必要性を改め

て確認します。 

 

 

３．認知症におけるチームケア推進プログラムの展開 

認知症ケアにおけるチームマネジメントの展開例として認知症チームケア推進研修プログ

ラムに準拠した内容を学習します。この項を担当する認知症介護指導者は、認知症チーム

ケア推進研修の内容を十分把握するとともに、実際に研修の内容を踏まえた実践を行って

いることが推奨されます。 

 

４．認知症のチームケアにおけるチームマネジメントの実践方法 

チームマネジメントに関する理論や方法について、認知症ケアにおけるチームケア事例を

通して、受講者が具体的な実践方法を学ぶことができるように構成してください。 

 

 

 

 

 

 

  

参考 

‧ 認知症介護研究・研修東京センター「認知症チームケア推進研修テキスト～認知症の人

のその人らしい暮らしのために～」 
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科 目 名 職場内教育（OJT）の理論と方法 研修形態と講義時間：講義・演習（420分） 

目 的 
認知症におけるチームケアを向上するリーダーとして、指導に関する理論と指導計画の立案方法、指導

技法の種類と特徴を学び、認知症ケアの効果的な指導方法を修得する。 

到達目標 

１．チームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解する。 

２．認知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解する。 

３．職場内教育（OJT）の計画方法を体験的に理解する。 

４．職場内教育（OJT）における有効な指導技法の種類と実際の方法を理解する。 

概 要 

介護職員等の技術向上は、スーパービジョンや個別指導等の職場内の指導による教育が有効であり、

実践リーダーには職場内教育（OJT）を実践しチームケアの質の向上を達成する役割が期待されている。

実践者への指導や教育を担っている実践リーダーの指導能力はチームケアの質に大きく影響しているた

め、実践リーダーは人材育成に関する知識や理論、方法を理解し指導力を高めることが必要である。本

科目では指導の理論や指導計画の立案方法、指導技法の理解を通じ職場内教育（OJT）の理論と方法を

学ぶ。 

内 容 備 考 

１． 人材育成の意義と方法 

 

 

 

 

 

２． 職場内教育の意義と方法 

 

 

 

 

３． 職場内教育（OJT）における指

導技法 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 職場内教育（OJT）の実践 

方法 

 

１）人材育成の意義と目的 

２）指導における基本的態度 

３）育成方法の種類と特徴 

 

 

 

１）職場内教育（OJT）の意義と目的 

２）Off-JT、自己啓発（SDS）の限界と職場内教育

（OJT）の有効性 

 

 

１）ティーチング・コーチングの理論と技法の理解 

 

２）面接技法の理論と技法の理解 

３）スーパービジョンの基本的理解 

４）ティーチング・コーチング・面接技法を活用した

指導の実際 

 

 

 

１）指導課題の設定方法 

２）指導目標の設定方法 

３）指導計画の立案方法 

 

・指導者の基本的な態度として

エンパワーメント視点や動機

付けの重要性を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

・演習を通して実際の技法を体

験し、基本的な技術を修得す

る。 

・指導事例を通して指導技法の

実践方法を理解する。 

・指導の際に留意する倫理的配

慮の方法を理解する。 

 

 

 

・人材育成の事例について評価

方法、指導目標設定、指導方

法等の職場内教育（OJT）の

計画立案の方法を、演習を通

して理解する。 

・認知症ケアの指導に限定しな

い職場内教育（OJT）の計画

立案の過程について体験的

に理解する。  
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科 目 名 職場内教育（OJT）の理論と方法 研修形態と講義時間：講義・演習（420分） 

目 的 
認知症におけるチームケアを向上するリーダーとして、指導に関する理論と指導計画の立案方法、指導

技法の種類と特徴を学び、認知症ケアの効果的な指導方法を修得する。 

到達目標 

１．チームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解する。 

２．認知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解する。 

３．職場内教育（OJT）の計画方法を体験的に理解する。 

４．職場内教育（OJT）における有効な指導技法の種類と実際の方法を理解する。 

概 要 

介護職員等の技術向上は、スーパービジョンや個別指導等の職場内の指導による教育が有効であり、

実践リーダーには職場内教育（OJT）を実践しチームケアの質の向上を達成する役割が期待されている。

実践者への指導や教育を担っている実践リーダーの指導能力はチームケアの質に大きく影響しているた

め、実践リーダーは人材育成に関する知識や理論、方法を理解し指導力を高めることが必要である。本

科目では指導の理論や指導計画の立案方法、指導技法の理解を通じ職場内教育（OJT）の理論と方法を

学ぶ。 

内 容 備 考 

１． 人材育成の意義と方法 

 

 

 

 

 

２． 職場内教育の意義と方法 

 

 

 

 

３． 職場内教育（OJT）における指

導技法 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 職場内教育（OJT）の実践 

方法 

 

１）人材育成の意義と目的 

２）指導における基本的態度 

３）育成方法の種類と特徴 

 

 

 

１）職場内教育（OJT）の意義と目的 

２）Off-JT、自己啓発（SDS）の限界と職場内教育

（OJT）の有効性 

 

 

１）ティーチング・コーチングの理論と技法の理解 

 

２）面接技法の理論と技法の理解 

３）スーパービジョンの基本的理解 

４）ティーチング・コーチング・面接技法を活用した

指導の実際 

 

 

 

１）指導課題の設定方法 

２）指導目標の設定方法 

３）指導計画の立案方法 

 

・指導者の基本的な態度として

エンパワーメント視点や動機

付けの重要性を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

・演習を通して実際の技法を体

験し、基本的な技術を修得す

る。 

・指導事例を通して指導技法の

実践方法を理解する。 

・指導の際に留意する倫理的配

慮の方法を理解する。 

 

 

 

・人材育成の事例について評価

方法、指導目標設定、指導方

法等の職場内教育（OJT）の

計画立案の方法を、演習を通

して理解する。 

・認知症ケアの指導に限定しな

い職場内教育（OJT）の計画

立案の過程について体験的

に理解する。  
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科目名：職場内教育（OJT）の理論と方法（420分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場内教育の基本視点（240分） 

職場内教育（OJT）の方法の理解（240分） を統合 

運用の 

ヒント 

 

‧ 旧カリキュラムの上記 2 科目を OJT を総合的に学ぶ科目として統合しました。そのた

め、到達目標では、１．チームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解する、

２．認知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解できる 2項目を追加しました。 

 

 

１．人材育成の意義と方法 

基本視点に関する内容のウエイトが大きかったため、全体のバランスを考慮し１）人材育成

の意義と目的、２）指導における基本的態度、３）育成方法の種類と特徴、の項に整理しまし

た。 

 

 

２．職場内教育の意義と方法 

職場内教育（OJT）の有効性は、有効性の解釈が困難であったため、意義と目的に変更し

ました。 

 

 

３．職場内教育（OJT）における指導技法 

旧カリキュラムの、「職場内指導（OJT）の理論と方法」の内容を、再構成し、ここに追加し

ました。 

受講者が、演習を通して実際の技法を体験し、基本的な技術を修得できるように留意してく

ださい。 

スーパービジョンにおける具体的な指導方法はコーチングやティーチング、面接技法と重

複している点もあるため、基本的理解にとどめることとしました。シラバスの備考に記述され

ている内容にも留意しながら、授業を計画・展開してください。 

 

 

４．職場内教育の意義と方法 

項の表現がわかりにくかったために、１）指導課題の設定方法、２）指導目標の設定方法、

３）指導計画の立案方法、という 3つの項に整理しました。 

 

 

 

 

  

参考 
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科 目 名 認知症ケア指導の実践方法  研修形態と講義時間：講義・演習（420分） 

目 的 

これまでに学習した認知症ケアに関する指導技術について、食事・入浴・排泄等の日常生活や、行動・

心理症状（BPSD）が生じている具体的場面において、認知症の人の生活の質の向上を目的としたケアの

指導方法を体験的に理解する。  

到達目標 

１．行動・心理症状（BPSD）への支援方法や生活支援の方法に対する指導の演習を通じ、介護職員等を

指導するための方法を理解する。  

２．認知症ケアにおけるアセスメント及びケアへの指導計画を立案することができる。  

３．介護職員等に対する自己の指導の特徴を理解する。  

概 要 

認知症の人の能力に応じた自立支援による生活の質の向上を目指し、介護職員等を現場で指導する

にあたり、介護職員等のケアの評価、個別課題の明確化、指導目標の設定及び指導計画の立案につい

て事例演習を通して体験的に学習し、実践的な指導力を高めることを目指す。また、自己の指導の特徴と

今後学習を進める課題を明らかにすることを目指す。  

内 容 備 考 

１． 介護目標設定に関する指導
（事例演習） 

 

 

 

 

 

 

２． アセスメントに関する指導（事
例演習） 

 

 

 

 

 

 

３． 生活の質を向上するケア方法
に関する指導 

（事例演習） 

 

 

 

 

 

４．自己の指導の特徴の振り返    

  り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）生活の質を向上する介護目標の考え方 

２）介護目標に関する評価の視点 

３）介護目標立案に関する指導方法 

（課題の設定、指導目標、指導方法） 

 

  

 

 

１）生活の質を向上するアセスメントの視点 

２）アセスメントに関する評価の視点 

３）アセスメント方法に関する指導方法 

（課題の設定、指導目標、指導方法） 

 

 

 

 

１）生活の質を向上するケアの考え方 

２）ケア方法に関する評価の視点 

３）ケア方法に関する指導方法（課題の設定、指

導目標、指導方法） 

 

 

 

 

１）演習全体を通じた学びの振り返り 

２）自己の指導の特徴と課題の共有 

・介護職員の介護事例を取り上

げ、介護職員への指導方法

のプロセスを体験的に学ぶ演

習とする。なお、事例の選定

は、「食事・入浴・排泄等の日

常生活場面における介護事

例」、「行動・心理症状

（BPSD）への介護事例」から1

つ以上を選択すること。 

・倫理的ジレンマ、権利擁護、家

族介護者支援、リスクマネジメ

ント等の事例も含むこと。 
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科 目 名 認知症ケア指導の実践方法  研修形態と講義時間：講義・演習（420分） 

目 的 

これまでに学習した認知症ケアに関する指導技術について、食事・入浴・排泄等の日常生活や、行動・

心理症状（BPSD）が生じている具体的場面において、認知症の人の生活の質の向上を目的としたケアの

指導方法を体験的に理解する。  

到達目標 

１．行動・心理症状（BPSD）への支援方法や生活支援の方法に対する指導の演習を通じ、介護職員等を

指導するための方法を理解する。  

２．認知症ケアにおけるアセスメント及びケアへの指導計画を立案することができる。  

３．介護職員等に対する自己の指導の特徴を理解する。  

概 要 

認知症の人の能力に応じた自立支援による生活の質の向上を目指し、介護職員等を現場で指導する

にあたり、介護職員等のケアの評価、個別課題の明確化、指導目標の設定及び指導計画の立案につい

て事例演習を通して体験的に学習し、実践的な指導力を高めることを目指す。また、自己の指導の特徴と

今後学習を進める課題を明らかにすることを目指す。  

内 容 備 考 

１． 介護目標設定に関する指導
（事例演習） 

 

 

 

 

 

 

２． アセスメントに関する指導（事
例演習） 

 

 

 

 

 

 

３． 生活の質を向上するケア方法
に関する指導 

（事例演習） 

 

 

 

 

 

４．自己の指導の特徴の振り返    

  り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）生活の質を向上する介護目標の考え方 

２）介護目標に関する評価の視点 

３）介護目標立案に関する指導方法 

（課題の設定、指導目標、指導方法） 

 

  

 

 

１）生活の質を向上するアセスメントの視点 

２）アセスメントに関する評価の視点 

３）アセスメント方法に関する指導方法 

（課題の設定、指導目標、指導方法） 

 

 

 

 

１）生活の質を向上するケアの考え方 

２）ケア方法に関する評価の視点 

３）ケア方法に関する指導方法（課題の設定、指

導目標、指導方法） 

 

 

 

 

１）演習全体を通じた学びの振り返り 

２）自己の指導の特徴と課題の共有 

・介護職員の介護事例を取り上

げ、介護職員への指導方法

のプロセスを体験的に学ぶ演

習とする。なお、事例の選定

は、「食事・入浴・排泄等の日

常生活場面における介護事

例」、「行動・心理症状

（BPSD）への介護事例」から1

つ以上を選択すること。 

・倫理的ジレンマ、権利擁護、家

族介護者支援、リスクマネジメ

ント等の事例も含むこと。 

 

 

 

17 
 

科目名：認知症ケア指導の実践方法（420分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場内教育（OJT）の実践（360分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 時間数は合計 360分が 420分になりました。 

‧ 旧カリキュラムでは、「食事・入浴・排泄等」「行動心理症状」「アセスメント」に分けて、指導

計画、指導、評価を学ぶ構成としていましたが、食事入浴排泄、BPSD、アセスメントとケ

アの指導をすべて教えるとの誤解があり、時間数が少ないとの意見が多かったほか、学

習する領域と計画、指導、評価が分かれることで、演習の事例設定を難しくさせていまし

た。そこで、「介護目標設定に関する指導（事例演習）」を学んだうえで、「アセスメントに

関する指導（事例演習）」「生活の質を向上するケア方法に関する指導（事例演習）」を学

習するよう、再構成しました。 

‧ 場面別に分類せず、それらの指導に共通する手順を学習することが主旨であるため、場

面や事例の選定数は任意とし、指導手順ごとに学習する項目と理解してください。 

 

１． 介護目標設定に関する指導（事例演習） 
介護職員の介護事例を取り上げ、介護職員への指導方法のプロセスを体験的に学ぶ演習

を行うことを意図しています。「食事・入浴・排泄等の日常生活場面における介護事例」、「行

動・心理症状（BPSD）への介護事例」を踏まえて、事例は 1 つ以上を取り上げてください。

「生活の質を向上する介護目標の考え方」「介護目標に関する評価の視点」について、学習し

たうえで、「介護目標立案に関する指導方法」を学ぶよう構成しています。 

 

 

２． アセスメントに関する指導（事例演習） 
「生活の質を向上するアセスメントの視点」「アセスメントに関する評価の視点」を抑えたう

えで、「アセスメント方法に関する指導方法」を学習する構成としています。 

 

 

３． 生活の質を向上するケア方法に関する指導（事例演習） 
「生活の質を向上するケアの考え方」「ケア方法に関する評価の視点」を抑えたうえで、「ケ

ア方法に関する指導方法」を学習する構成としています。 

 

 

４．自己の指導の特徴の振り返り 

演習での体験について、受講者や指導者が良い指導・悪い指導などと価値判断しそれを

基に悪い点を修正するといった視点ではなく、受講者自身が、自分の指導の特徴（自分がど

のように指導しているか）を見つめ、その体験を基に自分なりに今後学習を進める課題を考

えられることをねらいとしています。 

 

 

 

 

 

 

  

参考 
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18 
 

科 目 名 職場実習の課題設定  研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法を理解する。 

到達目標 
１．介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法を立案できる。 

２．講義、演習で学んだ内容を生かし、 認知症ケアの指導に関する実習計画を立案できる。 

概 要 

講義、演習で学んだ内容を生かし、職場における介護職員等の認知症ケアに関する態度、知 識、技

術の向上を目的とした教育、指導を実践し、認知症ケアに関する指導方法の実際を体験的に理解する

ため、本科目では介護職員等の認知症ケアの能力を評価する方法を立案することを目指す。 

内 容 備 考 

１．介護職員等の認知症ケアの能力

に関する評価方法の理解 

 

 

 

 

 

  

２． 介護職員等の認知症ケアの能
力に関する評価方法の立案（演

習） 

 

 

 

 

３．実習計画の立案（演習） 

 

１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知

識、技術に関する現状分析の方法 

２）指導対象となる介護職員等の選定 

３）介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法

立案の過程 

４）実習計画作成の過程 

 

 

１）基本的知識への評価方法の立案 

２）ケア目標への評価方法立案 

３）アセスメント方法への評価方法の立案 

４）ケア方法への評価方法の立案 

５）ケア評価に関する評価方法の立案 

 

 

１）実習目標 

２）実習計画 

３）実習中の資料作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実習に向け、介護職員等の

認知症ケアの評価方法案を

考え実習への準備を行う。 

 

 

 

・実習のタイムスケジュールを

作成し、実習の目標と流れ

を理解する。 

 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長を可能

とする 
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科 目 名 職場実習の課題設定  研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法を理解する。 

到達目標 
１．介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法を立案できる。 

２．講義、演習で学んだ内容を生かし、 認知症ケアの指導に関する実習計画を立案できる。 

概 要 

講義、演習で学んだ内容を生かし、職場における介護職員等の認知症ケアに関する態度、知 識、技

術の向上を目的とした教育、指導を実践し、認知症ケアに関する指導方法の実際を体験的に理解する

ため、本科目では介護職員等の認知症ケアの能力を評価する方法を立案することを目指す。 

内 容 備 考 

１．介護職員等の認知症ケアの能力

に関する評価方法の理解 

 

 

 

 

 

  

２． 介護職員等の認知症ケアの能
力に関する評価方法の立案（演

習） 

 

 

 

 

３．実習計画の立案（演習） 

 

１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知

識、技術に関する現状分析の方法 

２）指導対象となる介護職員等の選定 

３）介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法

立案の過程 

４）実習計画作成の過程 

 

 

１）基本的知識への評価方法の立案 

２）ケア目標への評価方法立案 

３）アセスメント方法への評価方法の立案 

４）ケア方法への評価方法の立案 

５）ケア評価に関する評価方法の立案 

 

 

１）実習目標 

２）実習計画 

３）実習中の資料作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実習に向け、介護職員等の

認知症ケアの評価方法案を

考え実習への準備を行う。 

 

 

 

・実習のタイムスケジュールを

作成し、実習の目標と流れ

を理解する。 

 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長を可能

とする 
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科目名：職場実習の課題設定（180分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場実習の課題設定（240分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 自治体や地域によって事情が異なるため、カリキュラム検討委員会の結果、時間設定は

自治体、実施主体の判断で延長することも可能という前提で、標準実施時間を 180 分

とすることとなりました。不足する場合は、各地域での実施方法に合わせて、時間を調整

してください。 

‧ 事前課題等で協力してもらうスタッフを想定しておき、前の科目の中で対象者に関連し

たワークを入れる等、他の科目との連動も合わせて授業を構成するとよいでしょう。 

 

１．介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法の理解 

スタッフの力量の現状分析の仕方を学習したうえで、職場実習に協力を得るスタッフの選

定方法や実習計画の作成方法を学習します。評価ツールの作成に関しては任意となってい

ます。 

 

 

２．介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法の立案（演習） 

演習科目です。「基本的知識」「ケア目標」「アセスメント方法」「ケア方法」「ケア評価」等に分

けて、スタッフの能力を評価する方法を演習にて立案することを意図しています。 

 

 

３．実習計画の立案（演習） 

演習科目です。実習の目標を設定したうえで、具体的な計画を立て、実習中に活用する

資料の作成等を行うような構成としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 
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科 目 名 職場実習 研修形態と講義時間：実習（4週間） 

目 的 
研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケアの能力の評価、課題の設定・合意、

指導目標の設定や指導計画を作成し、指導計画に基づいた認知症ケアを指導する。 

到達目標 

１．介護職員等の認知症ケアの能力を評価し、課題を設定・合意できる。 

２．介護職員等の認知症ケアにおける指導目標を立案できる。 

３．指導目標に応じた指導計画を作成できる。 

４．講義、演習で学んだ指導方法を職場で実際に活用できる。 

概 要 

講義、演習で学んだ内容を生かして、職場における介護職員等の認知症ケアに関する態度、 知識、

技術の向上を目的とした教育、指導方法の実際を理解するため、本科目では実習に協力する介護職員

等の認知症ケア上の課題に応じた指導計画の作成を体験的に理解し、職場内での指導方法の理解を

深めることを目指す。  

内 容 備 考 

１． 認知症ケア能力の評価と課題
の設定・合意 

 

 

 

 

 

２． 指導目標の立案方法の理解 

 

 

 

 

３． 指導目標に応じた指導計画の
作成 

 

 

 

 

４．指導計画に応じた指導の実施 

 

１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知

識、技術の評価 

２）実習に協力する介護職員等の認知症ケア上の

課題案の設定・合意 

 

 

 

・認知症ケアの課題に応じた指導目標の立案 

 

 

 

 

・指導目標に応じた指導視点や方法に関する 指

導計画の作成 

 

 

 

 

１）指導計画に応じた基本的知識に関する指導の

実践 

２）指導計画に応じたケア目標やアセスメント方法

への指導の実践 

 

・１－１）評価に基づき、課題

案の設定・合意を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作成した指導計画を基にし

た指導は、任意とする。た

だし、作成した指導計画を

協力する介護職員等と共

有し、その結果をもとに職

場内での指導における自

己の課題を検討する取り

組みは必ず実施する。 

・中間報告の実施を推奨す

る。 
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科 目 名 職場実習 研修形態と講義時間：実習（4週間） 

目 的 
研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケアの能力の評価、課題の設定・合意、

指導目標の設定や指導計画を作成し、指導計画に基づいた認知症ケアを指導する。 

到達目標 

１．介護職員等の認知症ケアの能力を評価し、課題を設定・合意できる。 

２．介護職員等の認知症ケアにおける指導目標を立案できる。 

３．指導目標に応じた指導計画を作成できる。 

４．講義、演習で学んだ指導方法を職場で実際に活用できる。 

概 要 

講義、演習で学んだ内容を生かして、職場における介護職員等の認知症ケアに関する態度、 知識、

技術の向上を目的とした教育、指導方法の実際を理解するため、本科目では実習に協力する介護職員

等の認知症ケア上の課題に応じた指導計画の作成を体験的に理解し、職場内での指導方法の理解を

深めることを目指す。  

内 容 備 考 

１． 認知症ケア能力の評価と課題
の設定・合意 

 

 

 

 

 

２． 指導目標の立案方法の理解 

 

 

 

 

３． 指導目標に応じた指導計画の
作成 

 

 

 

 

４．指導計画に応じた指導の実施 

 

１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知

識、技術の評価 

２）実習に協力する介護職員等の認知症ケア上の

課題案の設定・合意 

 

 

 

・認知症ケアの課題に応じた指導目標の立案 

 

 

 

 

・指導目標に応じた指導視点や方法に関する 指

導計画の作成 

 

 

 

 

１）指導計画に応じた基本的知識に関する指導の

実践 

２）指導計画に応じたケア目標やアセスメント方法

への指導の実践 

 

・１－１）評価に基づき、課題

案の設定・合意を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作成した指導計画を基にし

た指導は、任意とする。た

だし、作成した指導計画を

協力する介護職員等と共

有し、その結果をもとに職

場内での指導における自

己の課題を検討する取り

組みは必ず実施する。 

・中間報告の実施を推奨す

る。 
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科目名：職場実習（4週間） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

職場実習（4週間） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 4週間は、週 7日間のうちの 5日間職場実習を実施することを想定しています。 

‧ 以下のプロセスが、適切に進められるように中間報告の実施を推奨することを明記しま

した。 

 

１．認知症ケア能力の評価と課題の設定・合意 

実習に協力する介護職員等の認知症ケア能力を評価します。その上で、認知症ケア上の課

題案を設定し、介護職員等と課題案の合意を得ることを想定しています。 

 

 

２．指導目標の立案方法の理解 

自職場において、スタッフの認知症ケアの課題に応じた指導目標の立案を行います。 

 

 

３．指導目標に応じた指導計画の作成 

自職場において、指導目標に応じた指導視点や方法に関する指導計画の作成を行います。 

 

 

４．指導計画に応じた指導の実施 

作成した指導計画を基に、実際に指導することは、任意としています。ただし、作成した指

導計画を協力する介護職員等と共有し、その結果をもとに職場内での指導における自己の

課題を検討する取り組みは必ず実施することとしています。 

 

・研修の質の担保と進捗管理の観点から、中間報告の実施を推奨することをシラバスに明記

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 
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科 目 名 結果報告／職場実習評価  研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 
職場実習を通して、認知症ケア指導の方法に関する課題やあり方について客観的・論理的に考察・報

告し、実践リーダーとして指導の方向性を明確にできる。 

到達目標 

１．職場実習における学びを通し、認知症ケアの指導方法の課題やあり方について客観的・論理的に考

察し、報告できる。 

２．介護職員等への認知症ケアの指導にかかる自己の課題を評価し、指導の方向性を明確にすることが

できる。 

概 要 
職場実習を踏まえ、実習報告への評価によって、職場における介護職員等の認知症ケアに関する態

度、知識、技術の向上を目的とした教育指導方法の課題や今後の方向性を明確にすることを目指す。 

内 容 備 考 

１． 認知症ケア指導の実践方法に
関する自己の課題の整理と考

察 

 

 

 

２．認知症ケア指導に関する方向性

の明確化 

 

１）結果報告と評価 

２）認知症ケア指導における課題分析 

３）認知症ケア指導における課題の明確化 

 

 

 

１）認知症ケアに関する自己の指導の特徴と課題 

２）今後の認知症ケア指導における自己の学習目

標と内容の明確化 

・研修時間が不足する場合

は、地域の実情に応じて任意

に延長することが望ましい。 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長を可能

とする 
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科 目 名 結果報告／職場実習評価  研修形態と講義時間：講義・演習（180分） 

目 的 
職場実習を通して、認知症ケア指導の方法に関する課題やあり方について客観的・論理的に考察・報

告し、実践リーダーとして指導の方向性を明確にできる。 

到達目標 

１．職場実習における学びを通し、認知症ケアの指導方法の課題やあり方について客観的・論理的に考

察し、報告できる。 

２．介護職員等への認知症ケアの指導にかかる自己の課題を評価し、指導の方向性を明確にすることが

できる。 

概 要 
職場実習を踏まえ、実習報告への評価によって、職場における介護職員等の認知症ケアに関する態

度、知識、技術の向上を目的とした教育指導方法の課題や今後の方向性を明確にすることを目指す。 

内 容 備 考 

１． 認知症ケア指導の実践方法に
関する自己の課題の整理と考

察 

 

 

 

２．認知症ケア指導に関する方向性

の明確化 

 

１）結果報告と評価 

２）認知症ケア指導における課題分析 

３）認知症ケア指導における課題の明確化 

 

 

 

１）認知症ケアに関する自己の指導の特徴と課題 

２）今後の認知症ケア指導における自己の学習目

標と内容の明確化 

・研修時間が不足する場合

は、地域の実情に応じて任意

に延長することが望ましい。 

※カリキュラムの目的および到達目標の達成が見込めない場合、実施主体の判断によって学習時間の延長を可能

とする 
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科目名：結果報告／職場実習評価（180分） 

旧カリキ

ュラムと

の対応 

結果報告／職場実習評価（420分） 

運用の 

ヒント 

 

‧ 本科目について、旧カリキュラムの 420 分は、長いという意見もありましたが、自治体

や地域によって事情が異なるため、カリキュラム検討委員会の結果、時間設定は自治体、

実施主体の判断で延長することも可能という前提で、標準実施時間を 180 分とするこ

ととなりました。不足する場合は、各地域での実施方法に合わせて、時間を調整してくだ

さい。 

 

 

 

１．認知症ケア指導の実践方法に関する自己の課題の整理と考察 

研修生ごとに取り組みの結果を発表し、評価を行います。そのプロセスで、受講者の認知

症ケア指導における課題を分析し明確化します。 

 

 

２．認知症ケア指導に関する方向性の明確化 

職場実習に協力の得られたスタッフの課題ではなく、受講者自身が自己の指導の在り方

について課題を明らかにし、目標を設定できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 

 

 

 

 

  
 





巻末資料 5

認知症介護実践研修等の実施状況に関する
全国調査調査票



令和６年１月に施行された「共生社会の実現を推進するための認知症基本法（以下、認知症基本法）第１８条３

項」では、「国及び地方公共団体は、個々の認知症の人の状況に応じた良質かつ適切な保健医療サービス及び

福祉サービスが提供されるよう、認知症の人の保健、医療又は福祉に関する専門的知識及び技術を有する人材

の確保、養成及び資質の向上その他の必要な施策を講ずるものとする」としており、共生社会の実現を推進しう

る専門的介護人材の確保と資質向上の必要性が明記されています。また「令和６年度介護報酬改定に関する審

議報告」では、認知症介護に関する研修について、研修の質を担保しつつ、研修のスリム化やオンライン化など受

講アクセシビリティを向上する必要性について指摘されており、認知症介護に係る研修等の受講しやすい環境整

備は喫緊の課題と考えられます。本調査では、全国で実施されている認知症介護実践研修等の実施状況および

オンラインを活用した研修の効果や課題を把握し、認知症介護実践者研修・実践リーダー研修の効果的な実施

方法の提案を目的としています

業務御多用の折誠に恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解賜り、ご協力いただけますようお願い申し上げます。

全国の都道府県政令市の認知症介護研修事業担当部署のご担当者様

次のいずれかより任意で選択してください

①本調査票に直接ご記入いただき、回答済みの調査票（兼回答票）を、同封の返信用封筒にてご返送ください。

② メモリ内にある調査票ファイルに、パソコン上で直接入力し、同封の返信用封筒にてご返送ください。

＊尚、メールでの送付をご希望の方は、下記連絡先までご連絡ください。調査票ファイルをメールで送付致します。

⚫ 本調査は、認知症介護研究・研修仙台センターが設置する倫理審査委員会の承認を受けて実施しております。
⚫ 本調査は社会福祉の向上を目的とした学術研究の一環として行うものであり、得られたデータは研究及びその
成果をもとにした社会的還元以外の目的には使用しません。

⚫ 調査結果は統計的に処理し、要約された分析結果を公表しますので、回答者を特定するような個別の結果につ
いて公表することはありません。自治体名等の個別的な情報については、必要な処理後コード化した上でデータ

管理を行います。

⚫ 調査資料の保管・管理・廃棄は、当センターの研究事業に係る文書保存基準に従い、厳重に実施いたします。
⚫ 本調査へのご回答は任意であり、ご回答いただけなかった場合でも、不利益が生じることはありません。
⚫ 調査へのご協力（回答）の撤回・訂正が必要な場合は、下記問い合わせ先までご連絡ください。成果公表までの
間、回答を特定可能な範囲でできる限り対応させていただきます。

令和 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業 課題

「認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究事業」

認知症介護実践研修等の実施状況に

関する全国調査

本調査は、令和 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業 「認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究事業」に

よる調査として、皆様にご協力をお願いしております。

社会福祉法人東北福祉会 認知症介護研究・研修仙台センター 研究事業室（担当：阿部・工藤）

〒 仙台市青葉区国見ヶ丘

： ： （※平日 ～ ）

本調査に関するお問い合わせ先

調査の目的

調査の対象者（回答をお願いしたい方）

回答およびご返送の方法

調査票

（兼回答票）

ご回答にあたって（情報管理等のご説明）

回答期限：令和６年 月 日（火）

■前ページ（表紙）に示した内容をご確認いただき、本調査にご回答いただける場合は、下記にチェック（☑）を
入れていただいた上で、回答を開始してください。 

□□ 表紙の内容を理解し、本調査への回答に同意します。

問１．記入日、貴自治体名についてご回答ください。

１）記入日（記入） 年 月 日

２）自治体名（記入） 県・市・都・府・道

問２．認知症介護実践研修等事業の実施状況についてお伺いします

１）令和 年度の実施状況についてお伺いします

（１）実践者研修 （２）実践リーダー研修

①実施回数 年（記入） 回 年 回 年

②定員数 回 記入 名 回 名 回

③受講者総数 年 記入 名 年 名 年

④未修了者数 年 記入 名 年 名 年

④ 未修了の理由は何ですか？

複数選択可

一部の科目が未受講

修了時評価で不合格
３．その他（以下に記入）

④ 未修了者にはどのような対応

をしましたか？（複数選択可）

全ての科目を再受講

未受講科目のみ再受講

３．レポート等で補講

４．その他（以下に記入）

⑤実施した研修方法はどれで

すか？

（単一回答）

対面（集合研修）のみ

実習を除いて全てオンライン

対面とオンラインの組合わせ

その他（以下に記入）

対面（集合研修）のみ

実習を除いて全てオンライン

対面とオンラインの組合わせ

その他（以下に記入）

２）令和６年度（予定を含む）の実施状況についてお伺いします

設問 （１）実践者研修 （２）実践リーダー研修

①実施回数 年（記入） 回 年 回 年

②定員数 回 記入 名 回 名 回

③受講者総数 令和６年度実施済 名 年 名 年

④実施している研修方法はど

れですか？

（単一回答）

対面（集合研修）のみ

実習を除いて全てオンライン

対面とオンラインの組合わせ

その他（以下に記入）

対面（集合研修）のみ

実習を除いて全てオンライン

対面とオンラインの組合わせ

その他（以下に記入）

以降の質問項目について、当てはまる番号を選択あるいは必要事項をご記入ください。
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令和６年１月に施行された「共生社会の実現を推進するための認知症基本法（以下、認知症基本法）第１８条３

項」では、「国及び地方公共団体は、個々の認知症の人の状況に応じた良質かつ適切な保健医療サービス及び

福祉サービスが提供されるよう、認知症の人の保健、医療又は福祉に関する専門的知識及び技術を有する人材

の確保、養成及び資質の向上その他の必要な施策を講ずるものとする」としており、共生社会の実現を推進しう

る専門的介護人材の確保と資質向上の必要性が明記されています。また「令和６年度介護報酬改定に関する審

議報告」では、認知症介護に関する研修について、研修の質を担保しつつ、研修のスリム化やオンライン化など受

講アクセシビリティを向上する必要性について指摘されており、認知症介護に係る研修等の受講しやすい環境整

備は喫緊の課題と考えられます。本調査では、全国で実施されている認知症介護実践研修等の実施状況および

オンラインを活用した研修の効果や課題を把握し、認知症介護実践者研修・実践リーダー研修の効果的な実施

方法の提案を目的としています

業務御多用の折誠に恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解賜り、ご協力いただけますようお願い申し上げます。

全国の都道府県政令市の認知症介護研修事業担当部署のご担当者様

次のいずれかより任意で選択してください

①本調査票に直接ご記入いただき、回答済みの調査票（兼回答票）を、同封の返信用封筒にてご返送ください。

② メモリ内にある調査票ファイルに、パソコン上で直接入力し、同封の返信用封筒にてご返送ください。

＊尚、メールでの送付をご希望の方は、下記連絡先までご連絡ください。調査票ファイルをメールで送付致します。

⚫ 本調査は、認知症介護研究・研修仙台センターが設置する倫理審査委員会の承認を受けて実施しております。
⚫ 本調査は社会福祉の向上を目的とした学術研究の一環として行うものであり、得られたデータは研究及びその
成果をもとにした社会的還元以外の目的には使用しません。

⚫ 調査結果は統計的に処理し、要約された分析結果を公表しますので、回答者を特定するような個別の結果につ
いて公表することはありません。自治体名等の個別的な情報については、必要な処理後コード化した上でデータ

管理を行います。

⚫ 調査資料の保管・管理・廃棄は、当センターの研究事業に係る文書保存基準に従い、厳重に実施いたします。
⚫ 本調査へのご回答は任意であり、ご回答いただけなかった場合でも、不利益が生じることはありません。
⚫ 調査へのご協力（回答）の撤回・訂正が必要な場合は、下記問い合わせ先までご連絡ください。成果公表までの
間、回答を特定可能な範囲でできる限り対応させていただきます。

令和 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業 課題

「認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究事業」

認知症介護実践研修等の実施状況に

関する全国調査

本調査は、令和 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業 「認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究事業」に

よる調査として、皆様にご協力をお願いしております。

社会福祉法人東北福祉会 認知症介護研究・研修仙台センター 研究事業室（担当：阿部・工藤）

〒 仙台市青葉区国見ヶ丘

： ： （※平日 ～ ）

本調査に関するお問い合わせ先

調査の目的

調査の対象者（回答をお願いしたい方）

回答およびご返送の方法

調査票

（兼回答票）

ご回答にあたって（情報管理等のご説明）

回答期限：令和６年 月 日（火）

■前ページ（表紙）に示した内容をご確認いただき、本調査にご回答いただける場合は、下記にチェック（☑）を
入れていただいた上で、回答を開始してください。 

□□ 表紙の内容を理解し、本調査への回答に同意します。

問１．記入日、貴自治体名についてご回答ください。

１）記入日（記入） 年 月 日

２）自治体名（記入） 県・市・都・府・道

問２．認知症介護実践研修等事業の実施状況についてお伺いします

１）令和 年度の実施状況についてお伺いします

（１）実践者研修 （２）実践リーダー研修

①実施回数 年（記入） 回 年 回 年

②定員数 回 記入 名 回 名 回

③受講者総数 年 記入 名 年 名 年

④未修了者数 年 記入 名 年 名 年

④ 未修了の理由は何ですか？

複数選択可

一部の科目が未受講

修了時評価で不合格
３．その他（以下に記入）

④ 未修了者にはどのような対応

をしましたか？（複数選択可）

全ての科目を再受講

未受講科目のみ再受講

３．レポート等で補講

４．その他（以下に記入）

⑤実施した研修方法はどれで

すか？

（単一回答）

対面（集合研修）のみ

実習を除いて全てオンライン

対面とオンラインの組合わせ

その他（以下に記入）

対面（集合研修）のみ

実習を除いて全てオンライン

対面とオンラインの組合わせ

その他（以下に記入）

２）令和６年度（予定を含む）の実施状況についてお伺いします

設問 （１）実践者研修 （２）実践リーダー研修

①実施回数 年（記入） 回 年 回 年

②定員数 回 記入 名 回 名 回

③受講者総数 令和６年度実施済 名 年 名 年

④実施している研修方法はど

れですか？

（単一回答）

対面（集合研修）のみ

実習を除いて全てオンライン

対面とオンラインの組合わせ

その他（以下に記入）

対面（集合研修）のみ

実習を除いて全てオンライン

対面とオンラインの組合わせ

その他（以下に記入）

以降の質問項目について、当てはまる番号を選択あるいは必要事項をご記入ください。
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３）研修の受講料・申込み方法・定員数の設定・実施方法等についてお伺いします

設問 （１）実践者研修 （２）実践リーダー研修

①研修受講料（記入） 円 円

②研修の申込みはどのような

方法ですか？

（単一回答）

１ 必要書類の郵送

２ メール等による電子申請

３．書類の郵送とメール等の電子申請

４．その他（具体的にご記入ください）

③ 回あたりの定員数はどのよ

うに設定していますか？

（複数選択可）

前年度の参加者数に基づいて

予想される参加者数に基づいて

研修内容の難易度や範囲に応じた学習効果に基づいて

適正な指導が可能な最大人数に基づいて

その他（具体的にご記入ください）：

④定員を超過した際はどのよ

うに参加者の調整を行ってい

ますか？（記入）

（具体的にご記入ください）

⑤年間の実施回数はどのよう

に設定していますか？

（複数選択可）

前年度の実績に基づいて

予想される参加者数に基づいて

予算の制約に基づいて

講師や教育スタッフのスケジュールやリソースに基づいて

研修内容の難易度や範囲に応じた効果的な学習時間に基づいて

受講者からのアンケートや意見に基づいて

その他（具体的にご記入ください）：

⑥令和４年度以降、研修の定員

数や実施回数、研修方法等につ

いて、関連団体や事業所等から

要望を受けることがありました

か？「２．ある」場合、どのような

要望ですか？ （単一回答）

１ ない

２ ある

⇒どのような要望か具体的にご記入ください

⑦⑥で「２．ある」と回答した方

のみお答えください。

受けた要望は反映しています

か？反映していない場合、ど

のような内容と理由ですか？

（単一回答）

１ 反映している

２．一部反映している

３．反映していないが、今後反映する予定である

４．反映していないし、今後も予定はない

⇒反映していない内容と理由について具体的にご記入ください

⑧受講しやすい環境整備のた

めに工夫、配慮されているこ

とはありますか？

（記入）

（具体的にご記入ください）

例：平日の日中だけではなく、休日や夜間にも研修を実施している、特定の

曜日だけに研修を開催しないようにしている など

⑨令和 年度以降に予定して

いる研修方法はどれですか？

（単一回答）

対面（集合研修）のみの実施を予定

実習を除いた全ての科目をオンラインで実施する予定

ハイブリッド（対面とオンラインの組み合わせ）で実施する予定

未定

その他（具体的にご記入ください）：

⑩オンデマンド研修（ｅラーニ

ング等）を導入する場合、どの

ような支障が考えられます

か？

（複数選択可）

特に支障はない

．オンデマンド研修のしくみを開発する費用がかかる

３ 講師と受講者との双方向のやりとりができなくなる

４ 受講者間のやりとりができなくなる

５ 参加者の技術的なサポートが大変

６ 研修前の連絡や案内が行き届かない

７ 参加者の満足度やフィードバックの収集が難しい

８ 指導者の役割が減る

９ その他（具体的にご記入ください）：

問３．認知症介護実践研修等事業の効果についてお伺いします

設問 （１）実践者研修 （２）実践リーダー研修

①現在実施している研修の学

習効果について、どのように

評価していますか？

（単一回答）

非常に効果的である

効果的である

どちらとも言えない

あまり効果的ではない

全く効果がない

非常に効果的である

効果的である

どちらとも言えない

あまり効果的ではない

全く効果がない

②受講した方の満足度はどの

ようですか？

（単一回答）

非常に高い

まあまあ高い

どちらとも言えない

やや低い

非常に低い

非常に高い

まあまあ高い

どちらとも言えない

やや低い

非常に低い
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３）研修の受講料・申込み方法・定員数の設定・実施方法等についてお伺いします

設問 （１）実践者研修 （２）実践リーダー研修

①研修受講料（記入） 円 円

②研修の申込みはどのような

方法ですか？

（単一回答）

１ 必要書類の郵送

２ メール等による電子申請

３．書類の郵送とメール等の電子申請

４．その他（具体的にご記入ください）

③ 回あたりの定員数はどのよ

うに設定していますか？

（複数選択可）

前年度の参加者数に基づいて

予想される参加者数に基づいて

研修内容の難易度や範囲に応じた学習効果に基づいて

適正な指導が可能な最大人数に基づいて

その他（具体的にご記入ください）：

④定員を超過した際はどのよ

うに参加者の調整を行ってい

ますか？（記入）

（具体的にご記入ください）

⑤年間の実施回数はどのよう

に設定していますか？

（複数選択可）

前年度の実績に基づいて

予想される参加者数に基づいて

予算の制約に基づいて

講師や教育スタッフのスケジュールやリソースに基づいて

研修内容の難易度や範囲に応じた効果的な学習時間に基づいて

受講者からのアンケートや意見に基づいて

その他（具体的にご記入ください）：

⑥令和４年度以降、研修の定員

数や実施回数、研修方法等につ

いて、関連団体や事業所等から

要望を受けることがありました

か？「２．ある」場合、どのような

要望ですか？ （単一回答）

１ ない

２ ある

⇒どのような要望か具体的にご記入ください

⑦⑥で「２．ある」と回答した方

のみお答えください。

受けた要望は反映しています

か？反映していない場合、ど

のような内容と理由ですか？

（単一回答）

１ 反映している

２．一部反映している

３．反映していないが、今後反映する予定である

４．反映していないし、今後も予定はない

⇒反映していない内容と理由について具体的にご記入ください

⑧受講しやすい環境整備のた

めに工夫、配慮されているこ

とはありますか？

（記入）

（具体的にご記入ください）

例：平日の日中だけではなく、休日や夜間にも研修を実施している、特定の

曜日だけに研修を開催しないようにしている など

⑨令和 年度以降に予定して

いる研修方法はどれですか？

（単一回答）

対面（集合研修）のみの実施を予定

実習を除いた全ての科目をオンラインで実施する予定

ハイブリッド（対面とオンラインの組み合わせ）で実施する予定

未定

その他（具体的にご記入ください）：

⑩オンデマンド研修（ｅラーニ

ング等）を導入する場合、どの

ような支障が考えられます

か？

（複数選択可）

特に支障はない

．オンデマンド研修のしくみを開発する費用がかかる

３ 講師と受講者との双方向のやりとりができなくなる

４ 受講者間のやりとりができなくなる

５ 参加者の技術的なサポートが大変

６ 研修前の連絡や案内が行き届かない

７ 参加者の満足度やフィードバックの収集が難しい

８ 指導者の役割が減る

９ その他（具体的にご記入ください）：

問３．認知症介護実践研修等事業の効果についてお伺いします

設問 （１）実践者研修 （２）実践リーダー研修

①現在実施している研修の学

習効果について、どのように

評価していますか？

（単一回答）

非常に効果的である

効果的である

どちらとも言えない

あまり効果的ではない

全く効果がない

非常に効果的である

効果的である

どちらとも言えない

あまり効果的ではない

全く効果がない

②受講した方の満足度はどの

ようですか？

（単一回答）

非常に高い

まあまあ高い

どちらとも言えない

やや低い

非常に低い

非常に高い

まあまあ高い

どちらとも言えない

やや低い

非常に低い
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＊以降の質問は、令和５年度・令和６年度にオンラインによる研修を実施している自治体のみ

ご回答ください

問 ．貴自治体におけるオンラインによる研修の実施状況についてお伺いします

１）現在、オンラインで実施 予定も含む）しているカリキュラムは何ですか（複数選択可）

また、オンラインで実施しているカリキュラムについて、指導する上での課題はありますか

●実践者研修

①該当す

る番号全

てを選択

してくだ

さい

オンラインで実施しているカリキュラム 課題の有無

認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援

生活支援のためのケアの演習１

を高める活動と評価の観点

家族介護者の理解と支援方法

権利擁護の視点に基づく支援

地域資源の理解とケアへの活用

学習成果の実践展開と共有

生活支援のためのケアの演習２

（行動・心理症状）

アセスメントとケアの 実践の基本

職場実習の課題設定

職場実習（アセスメントとケアの実践）

職場実習評価

実習以外全てのカリキュラム

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

どのよう

な課題で

すか

（具体的にご記入ください）

●実践リーダー研修

①該当す

る番号全

てを選択

してくだ

さい

オンラインで実施しているカリキュラム 課題の有無

認知症介護実践リーダー研修の理解

認知症の専門的理解

施策の動向と地域展開

チームケアを構築するリーダーの役割

ストレスマネジメントの理論と方法

ケアカンファレンスの技法と実践

認知症ケアにおけるチームアプローチの

理論と方法

職場内教育の基本視点

職場内教育（ ）の方法の理解

職場内教育（ ）の実践

職場実習の課題設定

職場実習

職場実習評価

実習以外全てのカリキュラム

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

どのよう

な課題で

すか

（具体的にご記入ください）

２）オンライン研修の実施状況についてお伺いします

①オンライン研修を実施す

る理由は何ですか？

（複数選択可）

定員数を拡大するため

会場確保が困難なため

参加者の移動に負担があるため

コロナ感染症等、健康と安全に

関する懸念があるため

会場費、交通費、印刷費などの

経費削減のため

参加者が受講しやすくするため

講師の移動負担を無くすため

その他（具体的にご記入ください）：

②オンライン研修をどのよ

うに実施していますか？

単一回答

実践者研修 実践リーダー研修

実習以外は全てオンラインで実施

オンライン研修後、集合研修実施

集合研修を実施後、オンライン研

修を実施

その他（ご記入ください）：

実習以外は全てオンラインで実施

オンライン研修後、集合研修実施

集合研修を実施後、オンライン研

修を実施

その他（記入ください）：

③オンライン研修で使用し

ているツールは何ですか？

（複数選択可）

を使用

を使用

を使用

その他（具体的にご記入ください）：

④オンライン研修の 回あ

たりの実施時間はどれくら

いですか？ 単一回答

１日間 ７時間～８時間）

半日間 ３時間～４時間）

日間と半日間の両方

その他（具体的にご記入ください）：

⑤オンライン研修の実施間

隔はどれくらいですか？

（複数選択可）

毎日

日おき

日おき

４ 日おき

５ 週に 回を毎週

６ 週に 回を毎月

７ その他（具体的にご記入ください）：

⑥オンラインによる教育方

法上の課題はありますか？

（複数選択可）

特に課題はない

受講者の理解度の把握が難しい

参加者のコミュニケーション不足

グループディスカッションやグル

ープワークが十分に実施できない

参加者のモチベーション維持

実践的なスキルの習得が困難

個別指導が難しい
オンラインツールによる教育技
術

その他（具体的にご記入ください）：
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＊以降の質問は、令和５年度・令和６年度にオンラインによる研修を実施している自治体のみ

ご回答ください

問 ．貴自治体におけるオンラインによる研修の実施状況についてお伺いします

１）現在、オンラインで実施 予定も含む）しているカリキュラムは何ですか（複数選択可）

また、オンラインで実施しているカリキュラムについて、指導する上での課題はありますか

●実践者研修

①該当す

る番号全

てを選択

してくだ

さい

オンラインで実施しているカリキュラム 課題の有無

認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援

生活支援のためのケアの演習１

を高める活動と評価の観点

家族介護者の理解と支援方法

権利擁護の視点に基づく支援

地域資源の理解とケアへの活用

学習成果の実践展開と共有

生活支援のためのケアの演習２

（行動・心理症状）

アセスメントとケアの 実践の基本

職場実習の課題設定

職場実習（アセスメントとケアの実践）

職場実習評価

実習以外全てのカリキュラム

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

どのよう

な課題で

すか

（具体的にご記入ください）

●実践リーダー研修

①該当す

る番号全

てを選択

してくだ

さい

オンラインで実施しているカリキュラム 課題の有無

認知症介護実践リーダー研修の理解

認知症の専門的理解

施策の動向と地域展開

チームケアを構築するリーダーの役割

ストレスマネジメントの理論と方法

ケアカンファレンスの技法と実践

認知症ケアにおけるチームアプローチの

理論と方法

職場内教育の基本視点

職場内教育（ ）の方法の理解

職場内教育（ ）の実践

職場実習の課題設定

職場実習

職場実習評価

実習以外全てのカリキュラム

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

．特に無い ２．やや課題 ３．大きな課題

どのよう

な課題で

すか

（具体的にご記入ください）

２）オンライン研修の実施状況についてお伺いします

①オンライン研修を実施す

る理由は何ですか？

（複数選択可）

定員数を拡大するため

会場確保が困難なため

参加者の移動に負担があるため

コロナ感染症等、健康と安全に

関する懸念があるため

会場費、交通費、印刷費などの

経費削減のため

参加者が受講しやすくするため

講師の移動負担を無くすため

その他（具体的にご記入ください）：

②オンライン研修をどのよ

うに実施していますか？

単一回答

実践者研修 実践リーダー研修

実習以外は全てオンラインで実施

オンライン研修後、集合研修実施

集合研修を実施後、オンライン研

修を実施

その他（ご記入ください）：

実習以外は全てオンラインで実施

オンライン研修後、集合研修実施

集合研修を実施後、オンライン研

修を実施

その他（記入ください）：

③オンライン研修で使用し

ているツールは何ですか？

（複数選択可）

を使用

を使用

を使用

その他（具体的にご記入ください）：

④オンライン研修の 回あ

たりの実施時間はどれくら

いですか？ 単一回答

１日間 ７時間～８時間）

半日間 ３時間～４時間）

日間と半日間の両方

その他（具体的にご記入ください）：

⑤オンライン研修の実施間

隔はどれくらいですか？

（複数選択可）

毎日

日おき

日おき

４ 日おき

５ 週に 回を毎週

６ 週に 回を毎月

７ その他（具体的にご記入ください）：

⑥オンラインによる教育方

法上の課題はありますか？

（複数選択可）

特に課題はない

受講者の理解度の把握が難しい

参加者のコミュニケーション不足

グループディスカッションやグル

ープワークが十分に実施できない

参加者のモチベーション維持

実践的なスキルの習得が困難

個別指導が難しい
オンラインツールによる教育技
術

その他（具体的にご記入ください）：
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⑦オンライン研修の課題を

改善するために、工夫して

いることはありますか？

（複数選択可）

特にない

事前に参加者や講師とテストセッションを実施している

研修時間を短時間にして分割して実施している

チャット機能、クイズ、ディスカッションなど、双方向になるようにしている

研修内容を録画して、参加者が後で復習できるようにしている

研修終了後にフォローアップの機会をつくっている

休憩時間を多く取り入れている

その他（具体的にご記入ください）：

⑧今後、オンラインによる

学習効果の向上に向けて、

必要なことはありますか？

（複数選択可）

特にない

受講者の理解度確認方法の工夫（評価方法の確立）

研修後のフォローアップ体制の強化

受講者間の交流促進

実技研修や対面での実践と連携した教育の強化

その他（具体的にご記入ください）：

３）オンライン研修の運用・管理状況についてお伺いします

①オンライン研修の運用につ

いて、どの程度の問題を感じ

ていますか？

（単一回答）

非常に大きな問題を感じている

かなりの問題を感じている

ある程度の問題を感じている

小さな問題を感じている

特に問題はないと感じている

②オンライン研修を運用す

る上でどのような課題があ

りますか？

（複数選択可）

特にない

参加者の出欠管理が難しい

参加者の技術的なサポートが大変

研修前の連絡や案内が行き届かない

参加者の満足度やフィードバックの収集が難しい

研修実施後のフォローアップ体制が不足している

その他（具体的に記入してください）：

③オンライン研修における参

加者の管理やサポートに関

してどのような課題があり

ますか？

（複数選択可）

特にない

十分な運営スタッフが確保できない

予算や資金の不足

適切な技術や設備が揃っていない

他の業務と研修運営の両立が難しい

その他（具体的に記入してください）：

④オンライン研修を運用す

る上でどのようなメリットが

あると思いますか？

（複数選択可）

特にない

会場費や設備費を削減できる

地理的な制約を受けず参加者を募集できる

講師や参加者の移動が不要で時間やコストを削減できる

専門家や講師を容易に招聘できる

研修内容の記録が容易で活用しやすい

複数の講師が簡単に参加しやすい

定員数の制限が緩和される

デジタル形式の資料を簡単に配布でき、印刷や郵送の手間が不要

スケジュール変更や調整が柔軟に対応可能

参加者のログイン状況を自動的に記録でき、運営上の管理が簡単

その他（具体的に記入してください）：

問 ．オンラインを活用した研修について、その他のご意見があればご記入ください

質問項目は以上です。ご協力誠にありがとうございました。

同封の返信用封筒にて、

令和６年 月 日（火）までのご返送にご協力ください。
調査結果は報告書として当センターのウェブサイト「 」に掲載の上、皆様にご案内申し上げます。
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⑦オンライン研修の課題を

改善するために、工夫して

いることはありますか？

（複数選択可）

特にない

事前に参加者や講師とテストセッションを実施している

研修時間を短時間にして分割して実施している

チャット機能、クイズ、ディスカッションなど、双方向になるようにしている

研修内容を録画して、参加者が後で復習できるようにしている

研修終了後にフォローアップの機会をつくっている

休憩時間を多く取り入れている

その他（具体的にご記入ください）：

⑧今後、オンラインによる

学習効果の向上に向けて、

必要なことはありますか？

（複数選択可）

特にない

受講者の理解度確認方法の工夫（評価方法の確立）

研修後のフォローアップ体制の強化

受講者間の交流促進

実技研修や対面での実践と連携した教育の強化

その他（具体的にご記入ください）：

３）オンライン研修の運用・管理状況についてお伺いします

①オンライン研修の運用につ

いて、どの程度の問題を感じ

ていますか？

（単一回答）

非常に大きな問題を感じている

かなりの問題を感じている

ある程度の問題を感じている

小さな問題を感じている

特に問題はないと感じている

②オンライン研修を運用す

る上でどのような課題があ

りますか？

（複数選択可）

特にない

参加者の出欠管理が難しい

参加者の技術的なサポートが大変

研修前の連絡や案内が行き届かない

参加者の満足度やフィードバックの収集が難しい

研修実施後のフォローアップ体制が不足している

その他（具体的に記入してください）：

③オンライン研修における参

加者の管理やサポートに関

してどのような課題があり

ますか？

（複数選択可）

特にない

十分な運営スタッフが確保できない

予算や資金の不足

適切な技術や設備が揃っていない

他の業務と研修運営の両立が難しい

その他（具体的に記入してください）：

④オンライン研修を運用す

る上でどのようなメリットが

あると思いますか？

（複数選択可）

特にない

会場費や設備費を削減できる

地理的な制約を受けず参加者を募集できる

講師や参加者の移動が不要で時間やコストを削減できる

専門家や講師を容易に招聘できる

研修内容の記録が容易で活用しやすい

複数の講師が簡単に参加しやすい

定員数の制限が緩和される

デジタル形式の資料を簡単に配布でき、印刷や郵送の手間が不要

スケジュール変更や調整が柔軟に対応可能

参加者のログイン状況を自動的に記録でき、運営上の管理が簡単

その他（具体的に記入してください）：

問 ．オンラインを活用した研修について、その他のご意見があればご記入ください

質問項目は以上です。ご協力誠にありがとうございました。

同封の返信用封筒にて、

令和６年 月 日（火）までのご返送にご協力ください。
調査結果は報告書として当センターのウェブサイト「 」に掲載の上、皆様にご案内申し上げます。
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1

認認知知症症介介護護実実践践研研修修等等のの改改定定にに関関すするる
改改定定内内容容のの解解説説

令和６年度老人保健健康増進等事業

認認知知症症介介護護研研究究・・研研修修セセンンタターー

１１．．研研修修改改定定のの背背景景とと概概要要

認知症介護実践者研修これまでの経緯

H13-17 H17-H27 H27-R3 R3-

名名称称 基礎課程 認知症介護
実践者研修①

認知症介護
実践者研修②

認知症介護
実践者研修③

期期間間 3日間 講義演習36時間
実習 4週間＋1日

講義演習35.5時間
実習4週間＋半日

講義演習28時間
実習4週間＋半日

特特徴徴 ・痴呆の基礎知識
・BPSDの原因理
解
・環境づくり
・認知症介護の基
本理念（本人主
体）

・理念教育の継続強化
・生活の視点重視
・生活者としてとらえる
・生活をケアとする
・生活支援の重要性
・生活環境の重要性
・コミュニケーション技術

・生活支援の重要性継続
・人格、人間理解、本人主
体、人権重視
・家族支援の重要性
・原因疾患別ケアの強化
・BPSD予防と緩和
・アセスメントとケア計画
の強化
・ケアの実践力強化

・本人視点拡充
・受講のアクセシビ
リティ向上のため、
統合と整理によるス
リム化

背背景景 H15 2015年の高
齢者介護(2003）
H16 痴呆から認
知症へ（2004）

H18地域密着型サービス
（2006）
H20認知症の医療と生活
の質を高める緊急プロジ
ェクト2008
H24オレンジプラン(2012)

H27新オレンジプラン
（2015）
H27認知症介護基礎研修
創設（2015）

R1認知症施策推進
大綱（2019）
R3認知症介護基礎
研修無資格者義務
付け（2021）

基基本本理理念念普普及及 生生活活者者復復権権 本本人人・・家家族族ととBPSD

2

改改定定のの背背景景

令令和和６６年年度度介介護護報報酬酬改改定定にに関関すするる審審議議報報告告 今今後後のの課課題題

１１．．地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの深深化化・・推推進進
【【認認知知症症介介護護にに係係るる研研修修等等のの受受講講ししややすすいい環環境境整整備備】】

〇 認知症介護に関する研修（認知症介護指導者養
成研修や認知症介護実践リーダー研修等）について、
現行の研修方法では実地の講義等が多いことから、
研修の質を担保しつつ、研修時間数も含めた研修の
スリム化やオンライン化について積極的に検討して
いくべきである。

「厚生労働省老健局老人保険課：令和６年度介護報酬改定に関する審議報告
令和５年12月19日 P59より引用」

令和6年度老人保健健康増進等事業（公募テーマ89）

認認知知症症介介護護実実践践者者等等研研修修のの研研修修内内容容にに関関すするる調調査査研研究究事事業業
認知症介護研究・研修仙台センター

【【背背景景】】
共生社会の実現を推進するための認認知知症症基基本本法法（以下、認知症基本法）の理念である認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持

って暮らすことができる共生社会を推進する人材の養成、介護人材不足を原因とする研研修修受受講講率率低低迷迷のの解解消消、BPSDの予防軽減
を促進する認認知知症症チチーームムケケアアのの推推進進などを踏まえた効果的な研修方法の検討と実装が急務である。

【【目目的的】】
①認知症基本法の基本理念、認知症チームケア推進研修プログラム等、認知施策動向を反映した認知症介護実践研修等のカリキ
ュラム改定
②受講アクセシビリティを向上する効果的な研修方法の提案

カリキュラム改定案の検
討と承認
【構成】
・学識経験者
・研修実施自治体、実施団体
・認知症介護指導者
・認知症介護研究・研修セン
ター

カリキュラム改定案の検
討と作製
【構成】
・認知症介護指導者
・認知症介護研究・研修セン
ター

認知症基本法の理念、認知症チームケア推進研修プログラム、研
修実施上の課題等を踏まえた、「認知症介護実践者研修・実践リ
ーダー研修・指導者養成研修」の目的、対象者、カリキュラム内
容に関する検討および改定を行う

・全国自治体における認知症介護実践研修等事業の実施状況調査
を実施し、オンライン等の活用による研修効果や課題を明らかに
する
・多用な事業所に従事する全ての介護職員が受講しやすい研修方
法の検討を目的とし、オンライン受講、分散型実施、研修内容の
スリム化等を活用した研修の実施形態案を作製する

基本法理念の浸透、
チームケア推進等の
普及および認知症介
護従事者全体の知識
及びスキルの向上

多様な受講者ニーズ
に応じた研修受講の
促進および増加

検検討討委委員員会会（（33回回））

作作業業委委員員会会（（44回回））

効効果果的的なな研研修修カカリリキキ
ュュララムムのの実実施施

研研修修受受講講のの促促進進

１１．．認認知知症症介介護護実実践践研研修修等等ののカカリリキキュュララムム改改定定

２２．．アアククセセシシビビリリテティィ向向上上ののたためめのの研研修修方方法法のの検検討討

事業体制 事業内容 事業成果

4

検討方針

【【目目的的】】認認知知症症のの人人をを含含めめたた国国民民一一人人一一人人ががそそのの個個性性とと能能力力をを十十分分にに発発揮揮しし、、相相互互にに人人格格とと
個個性性をを尊尊重重ししつつつつ支支ええ合合いいななががらら共共生生すするる活活力力ああるる社社会会（（＝＝共共生生社社会会））のの実実現現をを推推進進

＊＊認認知知症症施施策策はは、、認認知知症症のの人人がが尊尊厳厳をを保保持持ししつつつつ希希望望をを持持っってて暮暮ららすすここととががででききるるよようう、、①①～～⑦⑦をを基基本本理理念念ととししてて行行うう。。

①全ての認知症の人が、基本的人権を享有する個人として、自らの意思によって日常生活及び社会生活を営むことができる。

②国民が、共生社会の実現を推進するために必要な認知症に関する正しい知識及び認知症の人に関する正しい理解を深める
ことができる。

③認知症の人にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるものを除去することにより、全ての認知症の人が、社会
の対等な構成員として、地域において安全にかつ安心して自立した日常生活を営むことができるとともに、自己に直接関
係する事項に関して意見を表明する機会及び社会のあらゆる分野における活動に参画する機会の確保を通じてその個性と
能力を十分に発揮することができる。

④認知症の人の意向を十分に尊重しつつ、良質かつ適切な保健医療サービス及び福祉サービスが切れ目なく提供される。

⑤認知症の人のみならず家族等に対する支援により、認知症の人及び家族等が地域において安心して日常生活を営むことが
できる。

⑥共生社会の実現に資する研究等を推進するとともに、認知症及び軽度の認知機能の障害に係る予防、診断及び治療並びに
リハビリテーション及び介護方法、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすための社会参加の在り方及び認知
症の人が他の人々と支え合いながら共生することができる社会環境の整備その他の事項に関する科学的知見に基づく研究
等の成果を広く国民が享受できる環境を整備。

⑦教育、地域づくり、雇用、保健、医療、福祉その他の各関連分野における総合的な取組として行われる。

ⅠⅠ．．認認知知症症基基本本法法理理念念のの反反映映

5

基本法理念を踏まえた人物像案

求められる人物像

【【目目的的】】認認知知症症のの人人をを含含めめたた国国民民一一人人一一人人ががそそのの個個性性とと能能力力をを十十分分にに発発揮揮しし、、相相互互にに人人格格とと個個性性をを尊尊重重ししつつつつ支支ええ合合いいななががらら共共
生生すするる活活力力ああるる社社会会（（＝＝共共生生社社会会））のの実実現現をを推推進進

認認知知症症施施策策はは、、認認知知症症のの人人がが尊尊厳厳をを保保持持ししつつつつ希希望望をを持持っってて暮暮ららすすここととががででききるるよようう、、①①～～⑦⑦をを基基本本理理念念ととししてて行行うう。。
①全ての認知症の人が、基本的人権を享有する個人として、自らの意思によって日常生活及び社会生活を営むことができる。

②国民が、共生社会の実現を推進するために必要な認知症に関する正しい知識及び認知症の人に関する正しい理解を深める
ことができる。

③認知症の人にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるものを除去することにより、全ての認知症の人が、社会
の対等な構成員として、地域において安全にかつ安心して自立した日常生活を営むことができるとともに、自己に直接関
係する事項に関して意見を表明する機会及び社会のあらゆる分野における活動に参画する機会の確保を通じてその個性と
能力を十分に発揮することができる。

④認知症の人の意向を十分に尊重しつつ、良質かつ適切な保健医療サービス及び福祉サービスが切れ目なく提供される。

⑤認知症の人のみならず家族等に対する支援により、認知症の人及び家族等が地域において安心して日常生活を営むことが
できる。

⑥共生社会の実現に資する研究等を推進するとともに、認知症及び軽度の認知機能の障害に係る予防、診断及び治療並びに
リハビリテーション及び介護方法、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすための社会参加の在り方及び認知
症の人が他の人々と支え合いながら共生することができる社会環境の整備その他の事項に関する科学的知見に基づく研究
等の成果を広く国民が享受できる環境を整備。

⑦教育、地域づくり、雇用、保健、医療、福祉その他の各関連分野における総合的な取組として行われる。

アア 認認知知症症のの人人がが個個性性とと能能力力をを発発揮揮しし、、国国民民全全員員がが相相互互にに人人格格とと個個性性をを尊尊重重しし支支ええああうう共共生生社社会会のの在在りり方方
をを理理解解ししてていいるる

イイ 本本人人のの意意思思にによよるる円円滑滑なな日日常常生生活活おおよよびび社社会会生生活活のの支支援援ががででききるる

ウウ 認認知知症症のの人人のの理理解解をを踏踏ままええてて認認知知症症をを正正ししくく理理解解ししてていいるる

エエ 地地域域・・社社会会ににおおいいてて個個性性やや能能力力にに応応じじたた地地域域・・社社会会へへのの参参画画やや活活動動のの支支援援ががででききるる

オオ 本本人人のの意意思思をを尊尊重重しし、、尊尊厳厳をを保保持持ででききるるよようう支支援援すするるここととががででききるる

カカ 家家族族がが安安心心ししてて生生活活ででききるるよようう支支援援すするるここととががででききるる

キキ 他他のの人人々々とと支支ええ合合いいななががらら共共生生すするるここととががででききるる社社会会環環境境のの整整備備ががででききるる
6
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【【３３．．研研修修ププロロググララムム評評価価】】

１．目的とカリキュラムの整合性
２．カリキュラム連動制
３．カリキュラムの順序性
４．カリキュラム独自性

５．カリキュラム名の適切性
６．カリキュラム目的の適切性と妥当性
７．時間配分の適切性
８．公正性・バランス

【【４４．．認認知知症症介介護護指指導導者者のの指指導導課課題題】】

１．研修目的・対象者・期間、時間の適切性
２．カリキュラム名の適切性
３．カリキュラム時間適切性

４．カリキュラム内容の適切性
５．カリキュラム必要性
６．オンライン化可能カリキュラムおよび内容

ⅡⅡ．．アアククセセシシビビリリテティィ向向上上ののたためめのの研研修修形形態態のの検検討討

【【１１．．オオンンラライインン利利用用にによよるる実実施施形形態態】】・全オンライン化、オンライン+集合のブレンド化、オンデマンド化

【【２２．．分分散散型型実実施施】】・週１日ペース、月１日ペース、半日連続

【【３３．．研研修修時時間間ののススリリムム化化】】・時間短縮の可能性

7

● BPSDのとらえかた
● 重要なアセスメント項目
● 評価尺度の理解と活用方法
● ケア計画の基本的考え方

● チームケアにおけるPDCAサイクルの重要性
● チームケアにおけるチームアプローチの重要性

【【２２．．認認知知症症チチーームムケケアア推推進進研研修修のの内内容容】】

介護保険最新情報Vol.１２７９ 令和６年６月２１日 厚 生 労 働 省 老 健 局、事務連絡「認知症チームケア推進研修の実施について（依頼）」、実施要綱参照

8

認認知知症症介介護護実実践践研研修修等等のの改改定定にに関関すするる
改改定定内内容容のの解解説説

令和６年度老人保健健康増進等事業

認認知知症症介介護護研研究究・・研研修修セセンンタターー

２．認知症介護実践者研修の変更点

現行 新 主な変更点と特徴

目的

認知症についての理解のもと、本人主体の介
護を行い、 生活の質の向上を図るとともに、
行動・心理症状（BPSD）を予防できるよう
認知症介護の理念、知識・技術を修得すると
ともに、地域の認知症ケアの質向上に関与す
ることができるようになることをねらいとす
る

認知症の人についての正しい理解のもと、本
人・家族の尊厳を保持し、希望をもって暮ら
すことができるよう認知症介護の理念、知
識・技術を修得するとともに、共生社会の実
現に向けた地域の認知症ケアの質向上ができ
るようになることをねらいとする。 

基本法の考え方に関する文言を反映
【目的】【基本理念】①②③④⑤⑥

・認知症の人の理解を強調
・家族も含む基本法の理念に準拠
し、尊厳の保持と希望を持った暮
らしを強調
・共生社会の実現につながる地域
に修正
・実践者全てが地域ケアに関与す
ることは困難であるため削除

対象者
研修対象者は、原則として認知症介護基礎研
修を修了した者あるいはそれと同等 以上の能
力を有する者であり、身体介護に関する基本
的知識・技術を修得している 者であり、概ね
実務経験２年程度の者とする。

研修対象者は、原則として認知症介護基礎研
修を修了した者あるいはそれと同等 以上の能
力を有する者であり、身体介護に関する基本
的知識・技術を修得している 者であり、概ね
実務経験２年程度の者とする。

変更なし

時間
講義・演習24時間（1,440分）実習：課題設
定240分、職場実習4週間、実習のまとめ180
分

講義・演習23時間（1,380分）実習：課題設定
300分、職場実習4週間、実習のまとめ180分

・講義演習内容の整理により1
時間減
・職場課題設定時間の延長に
より1時間増

実践者研修の目的・対象者・時間 新旧対照

9

実践者研修カリキュラムの新旧対照

１ 認知症ケアの基本
(1)認知症介護実践者研修の理解 ・認知症介護実践者研修の概要

・自己課題の設定 60

(2)認知症ケアの理念
・認知症の人の理解・認知症の理解 
・認知症ケアの理念（認知症ケアの変遷、パー
ソンセンタードケア 、共生社会の実現を推進す
るための認知症基本法の理念）

150

(3)生活支援の方法

・生活支援の方向性
（生活の考え方、意思を尊重した生活支援の理
解） ・認知症によって起きやすい生活の障害と
有する能力 ・日常生活（食事・入浴・排泄・生
活管理等）への支援（日常生活（食事・入浴・
排泄・生活管理等）場面におけるコミュニケー
ションの方法、意思決定支援の方法、環境支援
の方法） 
・社会生活（活動・交流・就労等）への支援
（ 社会生活（活動・交流・就労等）における意
思決定支援の方法）

210

(4)権利擁護の視点に基づく支援

・権利擁護の基本的 知識 
（認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方
、認知症ケアの倫理の必要性と考え方） 
・権利侵害行為とし ての高齢者虐待と 身体拘束
 ・権利擁護のための 具体的な取組み

120

(5)家族介護者の理解と支援方法
・家族介護者の理解 
・家族介護者の心理（様々な家族介護者の声）
 ・家族介護者の支援 方法

90

(6)行動・心理症状（BPSD）の理解
と支援

・生活の質の理解
・ 行動・心理症状 （BPSD）の基本的 理解
 ・行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法の
理解 ・主な症状を緩和するケアの検討（事例演
習）

180

２ 認知症の人への具体的支援のためのアセスメントとケアの実践

(1) 学習成果 の実践展開と 共有
・自施設・事業所における実践の準備
 ・自施設・事業所における実践
 ・自施設・事業所における実践の報告

90

(2)共生社会を推進する地域資源の
理解と展開

・共生社会を推進する地域資源と実践者の役割
 ・共生社会の実現を推進する地域資源の活用 150

(3)アセスメ ントとケアの 実践の基
本

・認知症の人のアセ スメントの基礎的 知識
 ・観察の方法とポイ ント
 ・アセスメントの実 際（事例演習）
 ・実践計画作成の基礎的知識
 ・実践計画作成の展 開（事例演習） 
・実践計画の評価

330

３ 実習
(1)課題設定 変更なし 300
(2)職 場 実 習 変更なし ４ 週間
(3)職場実習 評価 変更なし 180

現現行行カカリリキキュュララムム 改改定定案案

１ 認知症ケアの基本

(1) 認知症ケアの理念・倫理と意思 
決定支援

・認知症ケアの理念と我が国の認知症施
策 ・認知症に関する基 本的知識 ・認知症ケ
アの倫理・認知症の人の意思決定支援・自己
課題の設定

180

(2) 生活支援のためのケアの演習１

・生活支援のための ケア
・認知症の生活障害
・認知症の人の生活 環境づくり ・中核症状
の理解に 基づくコミュニケ ーション
・生活場面ごとの生 活障害の理解とケ ア

300

(3) QOLを高める活動と評価の観点 ・アクティビティの 基礎的知識と展開
 ・心理療法やアクテ ィビティの評価方 法 60

(4) 家族介護者の理解と支援方法
・家族介護者の理解 
・家族介護者の心理
 ・家族介護者の支援方法

90

(5) 権利擁護の視点に基づく支援
・権利擁護の基本的 知識 
・権利侵害行為とし ての高齢者虐待と 身体
拘束
 ・権利擁護のための 具体的な取組み

90

(6) 地域資源の理解とケアへの活用

・認知症の人にとっ ての地域資源と実践者
の役割
 ・インフォーマルな 地域資源活用
・フォーマルな地域資源活用
・地域資源としての介護保険施設・事業所等

120

２ 認知症の人への具体的支援のためのアセスメントとケアの実践

(1) 学習成果の実践展開と共有

・認知症の人本人の 声 を 聴 く （ 自 施 
設・事業所におけ る実践）
 ・事例収集（自施 設・事業所におけ る実
践）
 ・中間課題の発表と 共有

60

(2) 生活支援のためのケアの演習２
（行 動・心理症 状）

・ 行動・心理症状 （BPSD）の基本的 理解
 ・行動・心理症状 （BPSD）の発症要 因 と 
ケ ア の 検 討 （事例演習）
 ・行動・心理症状 （BPSD）の評価 ・生活
の質の評価

240

(3) アセスメントとケアの実践の基
本

・認知症の人のアセ スメントの基礎的 知識
 ・観察の方法とポイ ント
 ・アセスメントの実 際（事例演習）
 ・実践計画作成の基礎的知識
 ・実践計画作成の展 開（事例演習） 
・実践計画の評価と カンファレンス

300

３ 実習
(1)職場実習 の課題設定 240
(2) 職 場 実 習 （アセスメントとケ 
アの実践）

４ 週
間

(3) 職場実習評価 180

Ⅵ．「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」意思決定支援による社会生活支援を強化

Ⅲ．「QOLを高める活動と評価の観点」科目を移動統合し、単独科目は廃止

Ⅱ．「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」に基本法理念を反映

Ⅰ．「認知症介護実践者研修の理解」を新設

実践者研修カリキュラム改定のポイント

・「認知症の人」の理解を踏まえた、認知症の理解を強化
・認知症基本法の理念や方向性の理解を強調

・非薬物的介入など療法、活動の理解は実践リーダーへ
・QOLを高める活動と評価は、生活の質、生活とは、生活の評価視点として「生活支援の方法」へ

・実践リーダーと揃え、自己目標機会を挿入

・ 「生活支援のためのケアの演習Ⅰ 」を内容を端的に示した「生活支援の方法」へ改名
・日常生活+社会生活まで含めた生活の考え方と支援方法の理解を強調(就労、社会活動、参画支援の必要性
を追加）
・生活支援における、生活場面別の意思決定支援の具体的方法を強化
・生活支援における、生活場面別のコミュニケーション、環境支援に関する具体的方法の理解を強化
・３．認知症の人の生活環境づくり、４．中核症状の理解に基づくコミュニケーションの柱を整理し、各生
活場面での具体的な支援方法の理解として整理したため、300分から210分へ90分短縮

Ⅳ．「権利擁護の視点に基づく支援」に意思決定支援・認知症ケアの倫理を挿入

・ 「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」から、意思決定支援、認知症ケアの倫理に関する考え方
を移動して挿入

ⅤⅤ．．  「「家家族族介介護護者者のの理理解解とと支支援援方方法法」」にに家家族族のの声声をを追追加加

・認知症の当事者と同様、介護家族当事者の声を追加し、実状や心理の理解を促進

ⅨⅨ．．  「「学学習習成成果果のの実実践践展展開開とと共共有有」」をを3300分分延延長長

・中間実習であるインターバル期間後の報告時間を延長し、報告による共有機会の確保を促進

・ 基本法理念を反映し、「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」に改名
・共生社会の実現を推進するための社会資源の理解や活用に変更
・日常生活支援から社会参加・参画支援に関する実践活動まで資源と活用に含む

・中間実習後、共生社会の推進に向けた地域支援の実際や展開方法の理解を総合科目として位置づけ、実習前に移動
・基本法の理念を踏まえた内容を強化するため、120分から150分へ30分延長

ⅩⅩ．．  「「アアセセススメメンントトととケケアアのの実実践践のの基基本本」」をを3300分分延延長長
・実習と連動する科目であり、アセスメント立案スキルの向上を目的に演習時間を十分に確保

Ⅷ．「 地域資源の理解とケアへの活用」基本法理念を反映

Ⅶ．「生活支援のためのケアの演習Ⅱ」生活の質を目的とした支援を強調

・ 「生活支援のためのケアの演習Ⅱ」を「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援」に改名
・実践的なBPSDケアの理解にとどまらず、生活の質を向上するための基本的ケアとしての位置づけを強調
・行動心理症状へのケアに特化した内容であり、総合科目ではなくなったため基本知識科目群に移動
・生活の質の評価に関する内容を整理し、240分から180分へ60分短縮

ⅪⅪ．．  「「職職場場実実習習課課題題のの設設定定」」をを6600分分延延長長

・実習に向けた実習課題や実習計画の策定時間を十分に確保するため

ⅫⅫ．．  「「職職場場実実習習評評価価」」 変変更更ななしし

・180分を標準とし現状維持だが、不足の場合は実状に応じて延長を任意で可能とする

7 8
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AM PM

1日目 認知症ケ ア の 理念・ 倫理と意思 決定支援
(180） 生活支援 のためのケア の演習１（240）

2日目
生活支援 のため
のケア の演習１

（60）

QOLを高 め
る活動と評
価の観点

(60)

家族介護 者の理解と 
支援方法(90)

権利擁護の視点に基づ
く支援（90）

地域資源の理解とケアへの活用
（120）

インターバル期間
3日目 学習成果 の実践

展開と 共有(60)
生活支援 のためのケア の演
習２（行 動・心理症 状）

(120)
生活支援 のためのケア の演習２

（行 動・心理症 状）(120)
アセスメ ントとケアの 実践の基本

（120）

4日目 アセスメ ントとケアの 実践の基本（180） 課題設定（240）

AM PM

1日目 認知症介護実践者
研修の理解（60） 認知症ケアの理念（150) 生活支援の方法(210)

2日目 権利擁護の視点に基づく支援
（120））

家族介護者の理解と
支援方法（90) 行動・心理症状（BPSD）の理解と支援（180）

学習成果 
の実践展
開と 共有
(30)

インターバル期間

3日目 学習成果 の実践
展開と 共有(60)

共生社会を推進するための地域資
源の理解と展開（150） アセスメ ントとケアの 実践の基本（210）＊330分

4日目 アセスメ ントとケアの 実践の
基本（120） 課題設定（60） 課題設定（240）

改定後

実践者研修日程案

（食事・入浴・排泄・生活管理・社会生活）

（コミュニケーション、環境支援、意思決定支援の展開）

【現在の日程】講義・演習24時間（1,440分）実習：課題設定240分、職場実習4週間、実習のまとめ180分

【改定日程案】講義・演習23時間（1,380分）実習：課題設定300分、職場実習4週間、実習のまとめ180分

R６ 実践者研修の方向性

11.. 認認知知症症基基本本法法のの基基本本理理念念ををベベーースス

・その個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会

・尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができる

①認知症の人の理解が前提
②本人の意思の尊重→意思決定支援の必要性だけではなく、具体的実践方法の理解
③家族当事者を理解する重要性→一般論だけでなく個別性や多様性の理解
④生活支援における範囲の拡大→日常生活から地域・社会生活（活動・就労）まで
⑤参加支援から参画支援の方法まで
⑥社会生活を可能とする制度・サービス・インフォーマル資源・しくみの理解と発想支援

22.. 実実践践ににつつななががるる学学習習をを((継継続続））

新たな知識や情報の獲得だけではなく、深く理解し、実践場面に生かす
技術や考え方を理解することが目標

知っている→わかる（理論・考え方・技術）→できる→実践できる

３３..指指導導ししややすすささ・・受受講講ししややすすささのの向向上上
・受講アクセシビリティと学習効果のバランス調整
・指導者の指導課題の解消

カカリリキキュュララムム別別変変更更点点

認知症ケアを実践する者の役割と研修科目との関係性を踏ま

え、研修の概要を把握する。認知症介護の実践者として自己の

課題を確認し、研修における学習目標を明確にする。

認知症介護実践者研修の理解 60分

【到達目標】
１．認知症介護を実践する者の役割と研修科目との関連性を

踏まえて研修の概要を把握する。

２．認知症介護を実践する者として課題を認識し、研修に

おける学習目標を明確化できる。

【目的】

17

１１．．認認知知症症介介護護実実践践者者のの役役割割
１）認知症介護実践者に必要な知識や技術

（備考）＊実践リーダー研修カリキュラムに準じ、実践者に必要な知識や技
術を理解する。

２２．．認認知知症症介介護護実実践践者者研研修修のの概概要要
１）研修の目的
２）研修の到達目標
３）カリキュラム全体の構成
４）カリキュラム別のねらいと概要

３３．．課課題題のの明明確確化化
１）課題の明確化
２）研修における学習目標の明確化

内容と備考
認知症ケアの理念 150分

（（旧旧 認認知知症症ケケアアのの理理念念・・倫倫理理とと意意思思決決定定支支援援 118800分分））

認知症の人が望む生活を実現するため、認知症ケアの歴史的変

遷や認知症ケアの理念、認知症の原因疾患、中核症状、行動・心

理症状（BPSD）の発症要因、認知症ケアの倫理や原則、認知症

の人の意思決定支援のあり方について理解を深める。

【旧目的】

【新目的】
認知症の人の理解を踏まえた、認知症の中核症状、行動・心理症
状（BPSD）、原因疾患等の正しい理解に基づいて認知症ケア理
念の重要性を理解する。

13 14
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【【新新到到達達目目標標】】

１. 認知症だけにとらわれない人格や個別性、想いを理解し、有する能力
に応じた本人が望む生活を実現するケアの姿勢を身につける。

２. 認知症の原因疾患とその症状の特徴、中核症状、心理的特徴及び行
動・心理症状（BPSD）の発症要因について説明できる。

３. 認知症ケアの理念を理解し、認知症ケアの方向性とその意義を説明で
きる。

【【旧旧到到達達目目標標】】

１. 尊厳の保持、共生と予防、本人・家族視点の重視といった認知症ケアの理念
を理解し、その意義を説明できる。

２. 認知症の原因疾患とその症状の特徴、中核症状、心理的特徴及び行動・心理
症状（BPSD）の発症要因について説明できる。

３. 行動・心理症状（BPSD）にとらわれず、望む生活を実現するケアを行う姿
勢を身につける。

４. 認知症ケアの倫理原則について、活用の具体例を挙げることができる。

５. 意思決定支援のプロセスについて具体例を挙げることができる。

20

１１．．認認知知症症ケケアアのの理理念念とと我我がが国国のの認認知知症症施施策策  
１）認知症ケアの歴史的変遷
２）認知症ケアの理念とその役割
３）パーソン・センタード・ケアの基本的な理解
４）認知症施策推進大綱の理解と実践者研修の位置づけ・意義 

（備考）「共生」と「予防」の考え方について説明する。
（備考）加算との関連についても解説する。

２２．．認認知知症症にに関関すするる基基本本的的知知識識  
１）認知症の人の声（非言語メッセージも含む）

（備考）・認知症の人の声をそのまま受け止めることの重要性を伝える。
２）認知症の定義・原因疾患と診断基準
３）認知症に間違えられやすい状態、MCI、若年性認知症
４）中核症状と有する能力の理解
５）行動・心理症状（BPSD）の理解

３３．．認認知知症症ケケアアのの倫倫理理  
１）認知症ケアの倫理の必要性
２）倫理的ジレンマの克服と倫理４原則

４４．．認認知知症症のの人人のの意意思思決決定定支支援援
１）意思決定支援の必要性
２）意思決定支援の基本的考え方
３）意思決定支援のプロセスの理解 

（備考）「認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン」を配布し利用する。

５５．．自自己己課課題題のの設設定定 
・これまでの自分自身のケアを振り返り、実践者研修での自己課題を設定する。

（旧）内容と備考

21

１１．．認認知知症症のの人人のの理理解解
１）様々な認知症の人の声（非言語メッセージも含む）と暮らしの様子
２）周囲の人や社会への要望 
（備考）
＊本人の声（態度や表情などの非言語的様子も含む）や暮らしの様子をそのまま受け止め、

疾患だけではなく、人間性や人格、ライフスタイルなどの全人的理解を深める。
＊年齢、認知症の重症度の違いによる様々な人の考えや想い、要望、暮らしの実状を知り、

個別性の理解を深める。

２２．．認認知知症症のの理理解解
      １）認知症の定義

２）中核症状と行動・心理症状
３）原因疾患別の特徴
４）認知症に間違えられやすい状態、MCI、若年性認知症
５）中核症状と有する能力の理解

 

３３．．認認知知症症ケケアアのの理理念念
１）認知症ケアの変遷
２）共生社会の実現を推進するための認知症基本法の理念
３）認知症ケアの理念とその役割
４）パーソン・センタード・ケアの基本的な理解
（備考）＊基本法の目的や理念など国の考え方を理解する。

新 内容と備考 単独科目は廃止し、内容を他科目へ移動
（旧 QOL を高める活動と評価の観点 120分）

認知症の人の心理的安定や QOL（生活・人生の質）向上を

目指す活動に関する基本的知識、展開例、評価の観点と方法に

ついて理解を深める。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人の心理的安定や QOL を向上するための活動の特
徴を理解する。

２．生活の中で行う、認知症の人一人ひとりに合った活動の重要
性を理解する。

３．活動の展開・評価の方法と PDCA サイクルを理解する。

23

１１．．アアククテティィビビテティィのの基基礎礎的的知知識識とと展展開開 

１）QOL を高める活動の意義
２）QOL を高める活動の種類と特徴
３）活動の導入に際しての基本的な考え方
４）活動の展開例（回想法、音楽療法、園芸療法、認知行動療法、リアリティオリエンテ

ーション等） 
（備考）・認知症の人の意欲や個性に合わせた活動にすること、生活に溶け込んだ活

動とすることの重要性を説明する。
・実践事例を用いて説明する（ただし効果については「認知 症疾患診療ガイ

ドライン2017、編集；「認知症疾患診療ガイドライン」作成委員会」を
参考にする）。

２２．．心心理理療療法法ややアアククテティィビビテティィのの評評価価方方法法 

１）評価の基本的考え方（アセスメントとアウトカム評価、定量評価と定性評価）
（備考）実際に評価尺度を記入してみるワークを実施する。

２）評価尺度を利用する意義と限界
３）評価尺度の種類と選定

（備考）数値の変化のみではなく、認知症の人の多面的な観察に基づく評価の重要性を
理解する。

４）評価尺度を利用する際の留意点と実践場面でのPDCA サイクルの活用例

旧 内容と備考

実践リーダー研修「認知症の専門的理解」へ移動

「生活支援の方法」へ生活活動として移動

生活支援の方法 210分
（旧 生活支援のためのケアの演習１ 300分）

日常生活・社会生活における中核症状の影響を理解した上で、

認知症の人の意思を尊重し、有する能力に応じた生活の支援を

可能とする生活環境づくりやコミュニケーションの実践方法を

理解する。

【目的】

【到達目標】
１．日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）・社会生活に
おける生活と中核症状による影響を評価できる。

２．認知症の人の意思を尊重した日常生活・社会生活の支援方
法を理解する。

３．認知症の人の意思を尊重したコミュニケーションや生活環
境の支援方法を理解し実践できる。
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25

旧 内容と備考
１１．．  生生活活支支援援ののたためめののケケアア

１）生活支援のためのケアの理解

２２．．認認知知症症のの生生活活障障害害
１）中核症状と日常生活における困難の捉え方
２）生活上の困難と有する能力の評価方法
（備考）脳の障害によってできなくなっていること、分からなくなっていることを理解し、認知症の人が望む生活に近

づけるためにできることは何かを検討する。

３３．．認認知知症症のの人人のの生生活活環環境境づづくくりり
１）生活環境の理解
２）生活環境の評価視点
３）生活環境改善の具体的方法
（備考）生活や環境について改めて捉えなおす。

リスクの評価と対応も含む。

４４．．中中核核症症状状のの理理解解にに基基づづくくココミミュュニニケケーーシショョンン
１）コミュニケーションの基本知識
２）認知症の人のコミュニケーションの困難さと有 する能力の評価
３）認知症の人の有する能力に応じたコミュニケーションの工夫や留意点
４）これまでの自分自身のケアの振り返りと共有
（備考）演習を取り入れて体験的に学習する。

５５．．生生活活場場面面ごごととのの生生活活障障害害のの理理解解ととケケアア
１）生活場面（食事・入浴・排泄等）ごとに考えられる生活障害の理解とケア
 ２）これまでの自分自身のケアの振り返りと共有

26

１１．．生生活活支支援援のの方方向向性性
 １）生活の考え方
２）意思を尊重した生活支援の理解
 （備考）＊基本的な生活行為から社会生活まで含む生活全般の考え方を踏まえた上で、本人の意思を尊重した伴走型の

生活支援方法を理解する。

２２．．認認知知症症にによよっってて起起ききややすすいい生生活活のの障障害害とと有有すするる能能力力
 １）中核症状と日常生活・社会生活における困難や有する能力の捉え方
２）生活上の困難と有する能力の評価方法

 （備考）＊認知機能の低下等による生活上のつまづきだけでなく、遂行可能な活動を理解するとともに、認知症の人が
 望む生活に近づけるためにできることは何かを検討する。

３３．．日日常常生生活活（（食食事事・・入入浴浴・・排排泄泄・・生生活活管管理理等等））へへのの支支援援
 １）日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場面における意思決定支援の方法
２）日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場面におけるコミュニケーションの方法
３）日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場面における環境の理解と支援方法

（備考）＊認知機能の低下等による障害と、有する能力による遂行可能な活動に対する評価や支援方法を学習する。
   ＊「認知症の人の日常・社会生活支援における意思決定支援ガイドライン」を参考にし、意思決定支援のプロセスや

意思形成、意思表明、意思実現の具体的な支援方法について理解する。

４４．．社社会会生生活活（（活活動動・・交交流流・・就就労労等等））へへのの支支援援
１）社会生活（活動・交流・就労等）における意思決定支援の方法
２）社会生活（活動・交流・就労等）における活動支援の必要性と考え方
  （備考）＊「認知症の人の日常・社会生活支援における意思決定支援ガイドライン」を参考にし、意思決定支援のプロセスや

意思形成、意思表明、意思実現の方法について基本的な考え方や必要性を理解する

新 内容と備考

権利擁護の視点に基づく支援 120分
（旧 権利擁護の視点に基づく支援 90分）

権利擁護の観点から、認知症の人の意思決定支援の重要性や、

認知症の人の意思に基づく適切な支援方法を理解し、自分自身

の現状のケアを見直すとともに、身体拘束や高齢者虐待の防止

の意識を深める。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人の権利擁護を目的とした制度や考え方を理解する。

２．認知症の人にとって適切なケア、不適切なケアを理解する。

３．身体拘束や高齢者虐待を防止しその役割を担い実践できる。

28

１１．．権権利利擁擁護護のの基基本本的的知知識識
１）認知症の人の人権・権利とその擁護のための職員の役割
２）認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方
３）認知症ケアの倫理の必要性と考え方
４）介護保険法及び関連法規と権利擁護
５）認知症の人の権利擁護に資する制度（成年後見制度等）

 

２２．．権権利利侵侵害害行行為為ととししててのの高高齢齢者者虐虐待待とと身身体体拘拘束束
１）高齢者虐待防止法の概要
２）高齢者虐待・身体拘束の実態
３）高齢者虐待の背景

 （備考）
＊養介護施設従事者等による高齢者虐待、養護者における高齢者虐待の両方を取り扱う。

養介護施設従事者等による高齢者虐待については、具体例等により詳細に学習する。
＊表面化していない虐待やその周辺の「グレーゾーン」行為についても取り上げる。

３３．．権権利利擁擁護護ののたためめのの具具体体的的なな取取りり組組みみ
１）介護サービスにおける権利侵害の捉え方と防止の考え方
２）権利侵害行為の防止のための具体的な方策
３）虐待等の事例が発生した場合の対応方法
（備考）＊権利擁護のための具体的な取り組みでは、具体的な方策や対応方法を学び、

受講者自身のケアの振り返りを行う。

新 内容と備考

家族介護者の理解と支援方法 90分
（旧 家族介護者の理解と支援方法（90 分） 

介護する家族の支援を実践する上で、その家族の置かれて

いる状況や心理、介護負担の要因を理解し、必要な支援方法

が展開できる。

【目的】

【到達目標】
１．介護する家族の置かれている状況や心理を理解する。

２．家族の介護負担の要因を理解し、必要な支援方法が展開

できる。

３．介護保険施設・事業所等の介護職員等としての家族支援の

役割を理解する。

30

１１．．家家族族介介護護者者のの理理解解
１）高齢者世帯や在宅介護の実態
２）在宅で介護する家族を取り巻く課題

  （備考）＊介護保険事業計画や国民生活基礎調査の結果などをもとに解説する。
  ＊歴史的背景とケア論としての在宅介護についても取り上げる。

２２．．家家族族介介護護者者のの心心理理
１）様々な家族介護者の声 
２）家族介護者の介護負担の実態と評価
３）認知症の人を介護する家族の心理

 （備考）＊認知症の人を支援する家族介護者の想いや要望について、複数の実際の声を知る。
 ＊介護者と被介護者の続柄や性別による介護者の心理についても取り上げる。
 ＊介護の肯定的側面についても取り上げる。

３３．．家家族族介介護護者者のの支支援援方方法法
１）認知症施策における介護者支援
２）介護保険施設・事業所等の役割
３）家族の介護負担の軽減に向けた専門職の役割
４）家族介護者支援のための具体的方法

（備考）＊個別演習により自分自身の役割を自覚する。

新 内容と備考
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行動・心理症状（BPSD）の理解と支援 180分
（旧 生活支援のためのケアの演習２(行動・心理症状）240分）

認知症の行動・心理症状（BPSD）が生じている認知症の人

に対して、行動の背景を理解した上で生活の質が高められるよ

うチームで支援できる。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人の行動の背景を洞察しケアを展開できる。

２．認知症の行動・心理症状（BPSD）に対してチームで

対応できる。

３．認知症の行動・心理症状（BPSD）にとらわれすぎず、

生活の質を高めるケアを検討できる。
32

旧 内容と備考

１１．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの基基本本的的理理解解
１）行動・心理症状（BPSD）の捉え方
２）行動・心理症状（BPSD）のアセスメント視点
３）行動・心理症状（BPSD）のアセスメントに基づくケア
（備考）認知症の行動・心理症状（BPSD）については国際老年精神医学会が提唱した定義

を基にする。

２２．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの発発症症要要因因ととケケアアのの検検討討（（事事例例演演習習））
１） 基本的な介護技術
２） 主な症状の発症要因とケアの検討
（備考）複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケアを検討する。

３３．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの評評価価
１） 行動・心理症状（BPSD）の評評価価尺尺度度
２） 行動・心理症状（BPSD）の評価尺度を利用する際の留意点
（備考）３－２）は、行動・心理症状（BPSD）の軽減のみを目的としないことや、定量評

価と定性評価両方の重要性などを含める。

４４．．生生活活のの質質のの評評価価
１） 生活の質を評価することの意義
２） 生活の質の評評価価尺尺度度
３） 生活の質の評価尺度を利用する際の留意

33

１１．．生生活活のの質質のの理理解解
 １）生活の質の考え方
 ２）生活の質を評価する視点
 ３）生活の質と行動・心理症状（BPSD）の関係
 ４）生活の質を高めるケアの考え方

  （備考）＊行動・心理症状（BPSD）の緩和が目的ではなく、生活の質を高めることが最終的な目的で
  あることに留意する。

２２．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの基基本本的的理理解解
１）行動・心理症状（BPSD）の捉え方
２）行動・心理症状（BPSD）を評価する視点
３）行動・心理症状（BPSD）による生活への影響（日常生活・社会生活への影響）

 （備考）＊認知症の行動・心理症状（BPSD）については国際老年精神医学会が提唱した定義を基にする。

３３．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））をを緩緩和和すするるケケアア方方法法のの理理解解
１）行動・心理症状(BPSD)を緩和するためのアセスメント視点
２）行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法（身体ケア、コミュニケーション、環境支援

、活動支援、チームケア）
（備考）＊アセスメントシートの紹介だけではなく、アセスメントの視点を理解する。障害だけではなく、 

有する能力についてアセスメントおよび支援する視点を理解する

４４．．主主なな症症状状をを緩緩和和すするるケケアアのの検検討討（（事事例例演演習習））
・複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケア方法を検討する

新 内容と備考 学習成果の実践展開と共有 90分
（旧 学習成果の実践展開と共有 60分）

認知症介護実践者研修におけるこれまでの学習成果を踏まえ、自施設・

事業所において認知症ケアを実践することにより、研修で得た知識を実践

において展開する際に生じる気づきや疑問・課題を明らかにする。それら

の自分自身の認知症ケア実践の課題や取り組みの方向性を検討し、他の受

講者と共有することにより、知識の活用に関する幅広い視点を得る。

【目的】

【到達目標】
１．本科目までの学習成果を実践に活用することができる。

２．自分と認知症の人のこれまでのかかわりのあり方を

振り返ることができる。

３．自分自身の認知症ケア実践の課題や取り組みの方向性

を明らかにすることができる。

35

職職場場ににおおいいててのの取取りり組組みみ

１１．．認認知知症症のの人人本本人人のの声声をを聴聴くく（（自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践））  
１）自施設・事業所のサービスを利用する認知症の人とのコミュニケーション
２）コミュニケーションの結果と結果からの学びの記録 

（備考）・課題提示はオリエンテーション等の時間を利用して行う。
・認知症介護実践者研修におけるこれまでの学習成果を意識しながらコミュニケーショ

ンをとる。

２２．．事事例例収収集集（（自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践））  

１） 前期研修を踏まえた認知症ケア実践
２） 実践結果と結果からの学びの記録 

（備考）・実際の場面を具体的に記録する。
・原則として事例収集で協力を得る認知症の人は、職場実習で取り組む対象とする

３３．．中中間間課課題題のの発発表表とと共共有有  
１）中間課題の成果の共有
２）上記１）による気づきをさらに共有 

旧 内容と備考

36

１１．．自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践のの準準備備
・前期研修での学びを踏まえた実践計画

  （備考）＊前期研修の最後に３０分程度実施する。

２２．．自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践
１）自施設・事業所のサービスを利用する認知症の人とのコミュニケーション
２）コミュニケーションの結果と結果からの学びの記録
３）職場実習における対象事例の選定と情報収集

 （備考）＊前期研修終了後から後期研修の開始までに実践すること。
 ＊課題提示はオリエンテーション等の時間を利用して行う。
 ＊認知症介護実践者研修におけるこれまでの学習成果を意識しながらコミュニケー

ションをとる。
 ＊実際の場面を具体的に記録する。

             ＊原則として事例収集で協力を得る認知症の人は、職場実習で取り組む対象とする。

３３．．自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践のの報報告告
１）成果の共有
２）上記１）による気づきをさらに共有

 （備考）＊後期研修の最初に6０分程度実施する。

新 内容と備考

31 32
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共生社会を推進する地域資源の理解と展開 150分
（旧 地域資源の理解とケアへの活用 120分）

関係職種、団体との連携による地域づくりやネットワークづく

り等を通じて、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮ら

すことができる共生社会の実現を推進するための地域資源の活用

の重要性が理解できる。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人にとっての地域資源の意味と介護職員等の役割を

理解する。

２．地域の資源を活用しながら認知症の人が尊厳を保持しつつ

希望を持って暮らすことができる共生社会に向けた地域での

取り組みを理解する。

３．居宅・施設サービスに限定されないインフォーマル・フォー

マルな地域資源を知り、ケアに活用する方法を理解する。
38

旧 内容と備考

１１．．認認知知症症のの人人ににととっっててのの地地域域資資源源とと実実践践者者のの役役割割
１）「地域」の考え方
２）地域包括ケアシステム・地域共生社会と認知症ケア
３）認知症の人の生活と地域資源
４）介護職員等の地域での役割
（備考）・地域の定義を明確にする。

・実践事例を基に理解する。

２２．．イインンフフォォーーママルルなな地地域域資資源源活活用用
１）地域住民の認知症の理解
２）介護保険施設・事業所等での家族会の役割とその効果
３）インフォーマルな地域資源の活用の具体的方法

３３．．フフォォーーママルルなな地地域域資資源源活活用用
１）認知症施策の理解と連携
２）介護保険以外のフォーマルサービスの活用の具体的方法
（備考）一人暮らし高齢者への支援、セルフネグレクト状態の高齢者への支援等を多職種連

携の視点で検討する。

４４．．地地域域資資源源ととししててのの介介護護保保険険施施設設・・事事業業所所等等
１）介護保険施設・事業所等における地域連携事例、地域資源開発事例

39

１１．．共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするる地地域域資資源源とと実実践践者者のの役役割割
１）「共生社会」と「地域」の考え方
２）共生社会と認知症ケア
３）認知症の人の生活と地域資源

 （備考）＊共生社会と地域の関係性を明確にする。
          ＊日常生活のサポートだけでなく、地域活動、社会活動への参加や参画、就労等

まで含む社会生活をサポートする必要性を理解する。

２２．．共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするる地地域域資資源源のの活活用用
１）介護保険・認知症施策等に基づくフォーマルな地域資源の理解と活用
２）インフォーマルな地域資源の理解と活用 

 （備考）＊認知症の人や認知症を正しく理解する活動の実践事例を理解する。
 ＊認知症の人の個性や能力に応じた地域・社会への参画や活動の場を提供

あるいは支援しているサービスや資源を理解する。
＊居宅・施設サービスに限らない介護保険施設・事業所等における地域資源間の

連携や展開方法を理解する

新 内容と備考
アセスメントとケアの実践の基本 330分

(旧 アセスメントとケアの実践の基本 300分）

認知症の人の身体要因、心理要因、認知症の中核症状のアセスメント

を行い、具体的なニーズを導くことができるようアセスメントの基本的

視点を理解する。アセスメントを踏まえた目標の設定と、目標を実現す

るためのケアの実践計画の作成・立案・評価ができる。

【目的】

【到達目標】
１．支援過程における認知症の人のアセスメントの基本的視点を理解し、認知症

の人が望む生活とそれを阻む身体要因、心理要因、神経心理学的要因等を

明らかにすることができる。

２．認知症の人の望む生活像について事実を基に洞察し、その達成に向けた目標

を設定できる。

３．アセスメントに基づき、認知症の人の望む生活の実現に向けたケアの実践計画

を作成・立案・評価できる。

４．アセスメント及びケアの実践計画についてのケアカンファレンスを行うこと

ができる。

41

１１．．認認知知症症のの人人ののアアセセススメメンントトのの基基礎礎的的知知識識
１）認知症の人の望む生活像設定の考え方
２）認知症の人のアセスメントにおけるニーズ抽出の考え方

（備考）＊アセスメントツールの解説ではなく、集めた情報を基にニーズや望む生活像を明確にする
プロセスについて学習する。

２２．．観観察察のの方方法法ととポポイインントト
１）認知症の人の背景を知るための観察の視点
２）観察と聴き取り技法及びその記録方法

 

３３．．アアセセススメメンントトのの実実際際（（事事例例演演習習））
・認知症の人の１事例をアセスメントし、ニーズ抽出を行う。
（備考）＊施設、在宅いずれの事例でもよい。

４４．．実実践践計計画画作作成成のの基基礎礎的的知知識識
１） ケアの実践計画における目標設定の方法
２） 具体的なケアの実践計画作成の基本視点と方法

５５．．実実践践計計画画作作成成のの展展開開（（事事例例演演習習））
・ケアカンファレンスによって、ケア計画を立案するプロセスを体験的に学ぶ。

６６．．実実践践計計画画のの評評価価
１）ケアの実践計画の評価視点
２）ケアの実践計画の評価方法

内容と備考 職場実習の課題設定 300分
（旧 職場実習の課題設定 240分）

認知症の人が望む生活の実現に向けて、適切にアセスメント

を行い、課題と目標を明確にした上で、ケアの実践に関する計

画を作成することができる。

【目的】

【到達目標】
１．研修で学んだ内容を生かして、現状のケアを評価すること

ができる。

２．所属部署等に良い影響を及ぼすケア実践計画が作成できる。

３．認知症の人の望む生活像をアセスメントし、課題と目標を

明確にできる。
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43

１１．．職職場場実実習習ののねねららいい
１）職場実習の意義
２）職場実習の全体像の理解
（備考）＊受講者は、事前課題として職場実習の対象者を２ 例程度準備する。

２２．．対対象象者者選選定定
１）対象者の選定
２）アセスメントを通じた課題の抽出
（備考）＊持参した課題事例についてアセスメントを個人で行い、グループ発表し助言をもらう。

３３．．課課題題設設定定
１）選定した対象者の課題に関する取組みの方向性の整理
２）職場実習の課題決定
（備考）＊持参した課題事例の望む生活像を個人で検討する。

４４．．４４週週間間のの行行動動計計画画のの作作成成
１）再アセスメントする項目の検討
２）ケア実践計画案の作成
３）職場実習の行動計画の立案
（備考）＊４週間の行動計画を個人で作成しグループで報告する。

職場に帰ってから再アセスメントが必要な点を整理する。
＊研修時間が不足する場合は、地域の実状に応じて任意に延長することが望ましい

内容と備考
職場実習（アセスメントとケアの実践） ４週間

（旧 職場実習（アセスメントとケアの実践）4週間）

研修で学んだ内容を生かして、認知症の人や家族のニーズを明

らかにするためのアセスメントができる。アセスメントの内容を

もとに、認知症の人の生活支援に関する目標設定、ケア実践計画

及びケアの実践を展開できる。

【目的】

【到達目標】
１．研修で学んだ内容を生かし、自施設・事業所を利用する

認知症の人のニーズをアセスメントできる。

２．認知症の人の生活の質の向上を目的にしたケア実践計画を

遂行できる。

３．ケア実践計画をもとに職場の理解を得ながら、認知症の人の

生活支援に関する実践が展開できる。

45

１１．．実実習習のの準準備備
・職場内で研修中に作成したケア実践計画の理解を得るため説明を行う。

  （備考）＊実習中の記録はすべてとる。

２２．．実実習習のの開開始始
・ケア実践計画に基づき計画的に実施する。

 （備考）＊中間報告の頻度や方法は、研修実施主体の状況に応じて実施する。
 ＊中間報告の実施を推奨する。

１週目：再アセスメント実施、ケア実践計画案の修正
２週目：修正したケア実践計画に基づき実践

(中間報告の実施)
３週目：ケア実践計画に基づき実践
４週目：実践したケアの評価

・実践内容の振り返り
（備考）＊評価は、定量評価・定性評価両方を導入するよう計画する。

＊認知症の人が望む生活の実現に寄与したか考察する。

３３．．報報告告準準備備
・４週間の成果を評価し報告の準備を行う。

内容と備考 職場実習評価 180分
（旧 職場実習評価 180分）

アセスメントやケア実践計画の実施結果を整理した上で、客観

的に評価、分析し職場及び自己の認知症ケアの今後の課題を明確

にすることができる。

【目的】

【到達目標】
１．実施したケア実践計画を整理し、他の受講者に伝えること

ができる。

２．他の受講者のケア実践計画が、認知症の人にとって有益な

ものであったか客観的に評価し助言することができる。

３．結果を分析し職場及び自己の認知症ケアの今後の課題を

明確にすることができる。

47

１１．．職職場場実実習習報報告告
１）目的、方法、結果、考察、今後の課題の報告
２）報告についてグループでの質疑応答
３）受講者間の相互評価並びに認知症介護指導者からの助言

  （備考）＊単に要介護度の変化や認知機能の評価にならないよう、生活の質に関する評価
 を行う。

  ＊６名程度のグループ報告を行い認知症介護指導者が司会進行を行う。

２２．．ケケアア実実践践計計画画のの評評価価
・報告内容の相互評価並びに認知症介護指導者からの助言をもとに、ケア実践

計画を見直し・修正し、今後の課題を明確にする。
 （備考）＊相互評価、認知症介護指導者からの助言を受けた点について個人ワークで修正し

提出する。

３３．．職職場場へへのの報報告告とと展展開開
・職場実習と今後の取組み課題について整理し職場に報告し、研修成果について、

加算取得を含めた次の展開に結びつける。
（備考）＊研修成果を実践に活かすことによる加算取得や修了後の活動評価等について

説明し、認知症の人の生活の質向上のために展開していくことを意識づける。
＊研修時間が不足する場合は、地域の実状に応じて任意に延長することが望ましい

内容と備考

48

認認知知症症介介護護実実践践研研修修等等のの改改定定にに関関すするる
改改定定内内容容のの解解説説

令和６年度老人保健健康増進等事業

認認知知症症介介護護研研究究・・研研修修セセンンタターー

３．認知症介護実践リーダー研修の変更点
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現行 新 主な変更点と特徴

目的

認知症介護実践リーダー研修は、事業所全体
で認知症についての理解のもと、本人主体の
介護を行い、生活の質の向上を図るとともに、
行動・心理症状（BPSD）を予防できるチーム
ケアを実施できる体制を構築するための知
識・技術を修得すること及び地域の認知症施
策の中で様々な役割を担うことができるよう
になることをねらいとする

本研修は、認知症の人についての正しい理解の
もと、本人・家族が尊厳を保持し、希望をもっ
て暮らすことができるよう認知症ケアにおける
チームケアを推進するための知識・技術を修得
するととともに、共生社会の実現に向けた地域
の認知症ケアの質向上ができるようになること
をねらいとする 

基本法の目的や基本理念を反映
・認知症の人の理解を強調
・家族も含む基本法の理念に準拠し、
尊厳の保持と希望を持った暮らしを
強調
・体制の構築から、チームケアの推
進に変更
・共生社会の実現につながる地域に
修正
・実践リーダー全てが施策の中で役
割を担うことは困難であるため削除

対象者

研修対象者は、介護保険施設、指定居宅サー
ビス事業者、指定地域密着型サービス事業者、
指定介護予防サービス事業者又は指定地域密
着型介護予防サービス事業者等において介護
業務に概ね５年以上従事した経験を有してい
る者であり、かつ、ケアチームのリーダー又
はリーダーになることが予定される者であっ
て、認知症介護実践者研修を修了し１年以上
経過している者とする

研修対象者は、介護保険施設、指定居宅サービ
ス事業者、指定地域密着型サービス事業者、指
定介護予防サービス事業者又は指定地域密着型
介護予防サービス事業者等において介護業務に
概ね５年以上従事した経験を有している者であ
り、かつ、ケアチームのリーダー又はリーダー
になることが予定される者であって、認知症介
護実践者研修を修了し１年以上経過している者
とする

変更なし

時間 講義・演習31時間(1,860分)  実習：課題設定
240分 職場実習４週間 実習のまとめ420分

講義・演習28時間(1,680分)  実習：課題設定
180分 職場実習４週間 実習のまとめ180分

・スリム化、統合により講義演習時
間を3時間減
・課題設定時間、職場実習のまとめ
については研修時間を短くし、240
分減＊ただし、地域の実状に応じて
延長を選択とする

実践リーダー研修の目的・対象者・時間 新旧対照

4
9

実践リーダ-研修カリキュラム新旧対照

21

科目 内容 時間数
１ 認知症介護実践リーダー研修総論

(1) 認知症介護実践リーダー研修の理解
・実践リーダーの役割
・実践リーダー研修の概要
・実践リーダーとしての課題の明確化

60分

2 認知症の専門的知識

(1)施策の動向と地域展開

・認知症施策の動向と共生社会の実現を推
進するための認知症基本法の方向性（認知
症施策の変遷、共生社会の実現を推進する
ための認知症基本法設立の経緯、理念と概
要）・地域における認知症ケア関連施策の
展開

120分

(2) 認知症の専門的理解

１．認知症に関する理解 （・認知症の原因
疾患別の特徴（病態や症状、診断基準な
ど）・原因疾患別の生活への影響・認知症
に起きやすい合併症・若年性認知症の特
徴）
２．医学的視点に基づいた介入（認知症の
告知とその支援・認知症治療薬の種類と特
徴・行動心理症状（BPSD）に用いられるこ
とがある薬物の主な作用機序と副作用、使
用方法・非薬物的介入の方法と特徴（回想
法,RO療法,音楽療法などの療法や活動支援
等）・認知症の人のエンドオブライフケア

90分

3 認知症ケアにおけるチームマネジメント
(1) ストレスマネジメントの理論と方
法

・チームにおけるストレスマネジメントの
意義と必要性・ストレスマネジメントの方
法

150分

(2) カンファレンス(会議）の技法と実
践

・チームにおけるカンファレンスの目的と
意義・カンファレンスを円滑に行うための
コミュニケーション・効果的なケアカンフ
ァレンスの展開

180分

(3) 認知症ケアにおけるチームマネジ
メントの理論と方法

・チームマネジメントの基本的理解
・認知症ケアにおけるチームマネジメント
の必要性・認知症におけるチームケア推進
プログラムの展開・認知症のチームケアに
おけるチームマネジメントの実践方法

240分

4 認知症ケアの指導方法

(1) 職場内教育（OJT）の理論と方法
・人材育成の意義と方法・職場内教育の意
義と方法・職場内教育（OJT）における指導
技法・職場内教育（OJT）の実践方法

420分

(2) 認知症ケア指導の実践方法

・介護目標設定 に関する指導（事例演習）
・アセスメントに関する指導（事例演習）
・生活の質を向上するケア方法に関する指
導（事例演習）・自己の指導の特徴の振り
返り

420分

5 認知症ケア指導実習
(1) 職場実習の課題設定 変更なし 180分
(2) 職 場 実 習 変更なし ４ 週間
(3) 結果報告/職場実習 評価 変更なし 180分

科目 内容 時間数
１ 認知症介護実践リーダー研修総論
(1) 認知症介護実践リーダー研修の理解 ・実践リーダーの役割

・実践リーダー研修の概要
・実践リーダーとしての課題の明確化

90分

２ 認知症の専門知識
(1) 認知症の専門的理解 ・認知症に関する理解

・原因疾患別の捉え方のポイント
・医学的視点に基づいた介入
・認知症を取りまく社会的課題

120分

(2)施策の動向と地域展開 ・認知症施策の変遷
・認知症施策の動向と認知症施策推進大綱の内
容
・地域における認知症ケア関連施策の展開

210分

３ 認知症ケアにおけるチームケアとマネジメント
(1) チームケアを構築するリーダーの役
割

・チームの意味や目的、種類
・チームの構築及び活性化するための運用方
法・チームの目標や方針の設定と展開方法 180分

(2) ストレスマネジメントの理論と方法 ・チームにおけるストレスマネジメントの意義
と必要性
・ストレスマネジメントの方法

120分

(3) ケアカンファレンスの技法と実践 ・チームケアにおけるケアカンファレンスの目
的と意義・ケアカンファレンスを円滑に行うた
めのコミュニケーション
・効果的なケアカンファレンスの展開

120分

(4) 認知症ケアにおけるチームアプロー
チの理論と方法

・認知症ケアにおけるチームアプローチの意義
と必要性（まとめ）
・認知症ケアにおけるチームの種類と特徴
・施設・在宅での認知症ケアにおけるチームア
プローチの方法

180分

４ 認知症ケアの指導方法
(1) 職場内教育の基本視点 ・人材育成における介護職員等のとらえ方

・指導者のあり方の理解・人材育成の意義と方
法・職場内教育の意義
・職場内教育（OJT）の実践方法

240分

(2) 職場内教育（OJT）の方法の理解 ・職場内教育（OJT）における指導技法
・指導における活用と留意点 240分

(3) 職場内教育（OJT）の実践 ・食事・入浴・排泄等への介護に関する指導計
画（事例演習）・行動・心理症状（BPSD）への
介護に関する指導（事例演習）・アセスメント
及びケアの実践に関する計画立案の指導方法
（事例演習）・自己の指導の特徴の振り返り

360分

５ 認知症ケア指導実習
(1)職場実習の課題設定 240分
(2) 職場実習 4週間
(3) 結果報告/職場実習評価 420分

【現在カリキュラム】 【改定案】

ⅢⅢ．．  「「チチーームムケケアアをを構構築築すするるリリーーダダーーのの役役割割」」とと「「認認知知症症ケケアアににおおけけるるチチーームムアアププロローーチチのの理理論論とと方方法法」」
をを統統合合しし、、224400分分へへ

ⅠⅠ．．「「認認知知症症のの専専門門的的理理解解」」ををススリリムム化化 112200分分かからら9900分分へへ

実践リーダー研修カリキュラム改定のポイント

・内容重複のため、科目を統合
・認知症ケアにおけるチームマネジメント手法の一環として、チームケア推進研修プログラムに準拠した学習内容を追加

・実践者研修との内容重複を鑑み、疾患や病態、治療薬等の知識を整理
・実践者研修科目「ＱＯＬを高める活動と評価の観点」科目より、非薬物的介入の意義と展開例を追加

ⅣⅣ．．「「職職場場内内教教育育のの基基本本視視点点」」とと「「職職場場内内教教育育（（OOJJTT））のの方方法法のの理理解解」」をを統統合合しし442200分分へへ

・人材育成科目として、基本視点、指導技法、指導計画法を統合
・１．人材育成の意義と方法２）指導における基本的態度を追加
・（備考）に「指導者の基本的な態度としてエンパワーメント視点や動機付けの重要性を理解する」を追加

ⅤⅤ．．  「「カカンンフファァレレンンスス((会会議議））のの技技法法とと実実践践」」をを112200分分かからら118800分分にに延延長長

ⅡⅡ．．  「「施施策策のの動動向向とと地地域域展展開開」」へへ基基本本法法をを反反映映

・認知症基本法の目的や理念の理解を強調

・変遷や経緯をスリム化し認知症施策推進大綱、基本法の理念と地域展開に焦点化したため、210分から120分へ短縮

・模擬カンファレンスの演習時間確保のため60分延長

ⅦⅦ．．  「「職職場場実実習習のの課課題題設設定定・・職職場場実実習習評評価価」」をを118800分分にに短短縮縮

・標準時間を短縮し、不足する場合は任意で延長可能なしくみとする

ⅥⅥ．．  「「認認知知症症ケケアア指指導導のの実実践践方方法法」」をを336600分分かからら442200分分にに延延長長

・実習の準備科目としての位置づけであり、十分な学習時間を確保するため60分延長

AM PM

1日目 リーダー研修の理解（90） 認知症の専門的理解（90）
※計120分

認知症の
専門的理
解（30）

施策の動向と地域展開（210）

2日目 チームケアを構築するリーダーの役割（180） ストレスマネジメントの理論と方法
（120）

ケアカンファレンスの技法と
実践（120）

3日目 認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法
（180） 職場内教育の基本視点（240）

4日目 職場内教育（OJT)の方法の理解（180）※計240分 職場内教育（OJT)の方法
の理解（60） 職場内教育（OJT)の実践（180）※計360分

5日目 職場内教育（OJT)の実践（180） 職場実習の課題設定（240）

結果報告・職場実習評価（420）

AM PM
1日目 リーダー研修の理

解（60） 施策の動向と地域展開（120） 認知症の専門的理解
（90） ストレスマネジメントの理論と方法（150）

2日目 カンファレンス（会議）の技法と実践（180） 認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法（240）

3日目 職場内指導（OJT)の理論と方法（180））※計420分 職場内指導（OJT)の理論と方法（240）

4日目 認知症ケア指導の実践方法(180)※計420分 認知症ケア指導の実践方法(240)

5日目 職場実習の課題設定（180） ＊地域の実状によって任意に延長可能

結果報告・職場実習評価（180）

実践リーダー研修日程案

改定後

現行日程（講義・演習31時間(1,860分)  実習：課題設定240分 職場実習４週間 実習のまとめ420分）

改定日程案（講義・演習28時間(1,680分)  実習：課題設定180分 職場実習４週間 実習のまとめ180分）

職場実習（４週間）

職場実習（４週間）

＊地域の実状によって任意に延長可能

53

11.. 認認知知症症ケケアアににおおけけるるチチーームムママネネジジメメンントト力力のの向向上上

チームづくりをどのように実践していくのかを理解し実践できることがリーダーに必要です。

22.. 認認知知症症ケケアアのの指指導導力力向向上上

００．．認認知知症症基基本本法法のの理理解解

RR６６ 実実践践リリーーダダーー研研修修のの方方向向性性

①目標の設定・統一・共有化・管理
②チームメンバーのストレス緩和→動機付け、エンパワーメント
③情報共有・意思決定の支援と促進→会議・コミュニケーション活性化
④チームマネジメントの実践方法の理解

①職場内指導の強化→実践者研修での学びを実践につなげる
②チーム内のスキル格差を解消する→チーム力向上
③認知症ケア技術の向上→実践者の体得を支援する

認知症ケアの指導手順・指導方法・評価方法を体験的に理解する

カカリリキキュュララムム別別変変更更点点

49 50
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チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーの役割とこの研修科

目との関係性を踏まえ、研修の概要を把握する。実践リーダーとしての

自己の課題を確認し、研修における学習目標を明確にする。

認知症介護実践リーダー研修の理解 60分
（旧 認知症介護実践リーダー研修の理解 90分）

【到達目標】

１．実践リーダーの役割と研修科目との関連性を踏まえて研修の概要
を把握する。

２．実践リーダーとしての課題を認識し、研修における学習目標を明
確化できる。

【目的】

56

１１..実実践践リリーーダダーーのの役役割割
１）チームマネジメントにおける実践リーダーの役割
２）職場における指導
（備考）＊認知症ケアを推進するための実践リーダーの役割のポイントを知る。

２２..実実践践リリーーダダーー研研修修のの概概要要
１）研修の目的
２）研修の到達目標
３）カリキュラム全体の構成
４）カリキュラム別のねらいと概要
 （備考）＊実践リーダー研修のねらいや科目のねらいと内容を理解する。

＊実習課題設定の内容と流れを理解する。

３３..実実践践リリーーダダーーととししててのの課課題題のの明明確確化化
１）実践リーダーとしての課題の明確化
２）研修における学習目標の明確化  

（備考）＊自己の課題、学習目標を文章化する。

内容と備考

地域における認知症施策の展開例を通して認知症施策の動向

を理解し、「共生社会の実現を推進するための認知症基本

法」の理念を推進する展開方法を理解する。

施策の動向と地域展開 120分
（旧 施策の動向と地域展開 210分）

【到達目標】

１．認知症施策の変遷を踏まえた認知症ケアに関連する施策の動向を
理解し、説明できる。

２．地域における認知症施策の具体的な展開方法を理解する。

【目的】

58

１１..認認知知症症施施策策のの動動向向とと共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするるたためめのの認認知知
症症基基本本法法のの方方向向性性

１）認知症施策の変遷
２）共生社会の実現を推進するための認知症基本法設立の経緯
３）共生社会の実現を推進するための認知症基本法の理念と概要
４）認知症施策上の実践リーダー研修の位置づけ・意義 
（備考）＊当該地域における施策の実践例を理解する。

＊認知症加算・認知症専門ケア加算等の解説を含む。

２２..地地域域ににおおけけるる認認知知症症ケケアア関関連連施施策策のの展展開開
１）認知症ケアの実践と施策の関係
２）全国における各地域での認知症施策の展開事例
３）地域における認知症施策の展開方法
 （備考）＊認知症施策推進大綱、基本法の内容について、地域での実践展開の方

法を、演習等を通して理解する。

内容と備考

認知症ケアにおけるチームケアを推進するリーダーとして、

高度な認知症の知識を有し、認知症ケアに関する最新かつ専

門的な知識を得る。

認知症の専門的理解 90分
（旧 認知症の専門的理解 120分）

【到達目標】

１．認知症の病態や、診断等に関する専門知識を踏まえた上で、生活
への影響を理解する。

２．認知症治療薬に関する開発の動向を理解し、認知症の人の生活へ
の影響や使用の注意点を理解する

３．認知症の人の生活の質の向上を目的とした非薬物的介入の役割、
方法、効果を理解する

【目的】

60

旧 内容と備考

１１．．認認知知症症にに関関すするる理理解解 

１）認知症の原因疾患と病態や経過の捉え方、診断基準など
２）疾患別の中核症状と行動・心理症状（BPSD）
３）認知症に起きやすい合併症 
４）若年性認知症の特徴 

（備考）＊実践者研修で学んだ知識に最新の情報を加えて発展させる。
＊脳の解剖生理学的な視点から生活障害を理解する。

２２．．原原因因疾疾患患別別のの捉捉ええ方方ののポポイインントト 

１）認知症の原因疾患別の特徴 
２）生活障害としての理解 

３３．．医医学学的的視視点点にに基基づづいいたた介介入入 

１）認知症治療薬
２）行動・心理症状（BPSD）に用いられることがある薬物の主な作用機序と副作用、使用方法
３）その他の介入法（食事・運動や他疾患との関係等） 

（備考）＊かかりつけ医のための BPSD に対応する向精神薬使用ガイドライン（第 2版）（2015年度厚生労働科学特別研
究事業）を参考にする。

４４．．認認知知症症をを取取りりままくく社社会会的的課課題題 

１）認知症の人の意思決定支援 
２）認知症の告知とその支援 
３）認知症の人のターミナルケア
４）若年性認知症の人の社会生活と就労 
５）本人の社会活動支援 

（備考）＊厚生労働省「認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン」を用いる。
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61

１１..認認知知症症にに関関すするる理理解解
１）認知症の原因疾患別の特徴（病態や症状、診断基準など）
２）原因疾患別の症状による生活への影響
３）認知症に起きやすい合併症
４）若年性認知症の特徴
（備考）＊実践者研修で学んだ知識に最新の情報を加えて発展させる。

２２..医医学学的的視視点点にに基基づづいいたた介介入入
１）認知症の告知とその支援
２）認知症治療薬の種類と特徴
３）行動・心理症状（BPSD）に用いられることがある薬物の主な作用機序

と副作用、使用方法
４）非薬物的介入の方法と特徴（回想法,RO療法,音楽療法などの療法や活動

支援等）
５）認知症の人のエンドオブライフケア
 （備考）＊かかりつけ医のためのBPSDに対応する向精神薬使用ガイドライン（第2版）（2015年度厚生労働科

学特別研究事業）を参考にする。
＊認知症の人の意欲や個性に合わせた、生活の質を向上する活動や療法の重要性を説明する。
＊非薬物的介入については実践事例を用いて説明する（効果について「認知症疾患診療ガイドラ

イン2017、編集；「認知症疾患診療ガイドライン」作成委員会」を参考にする）。

新 内容と備考

チームケアを円滑に運用するため、ストレスの仕組みと対処法を

理解した上で、実践リーダーとして介護職員等のストレスの緩和

やメンタルヘルスのマネジメントを実践することができる。

ストレスマネジメントの理論と方法 150分
(旧 ストレスマネジメントの理論と方法 120分）

【到達目標】

１．チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性を理解する。

２．ストレスのしくみと対処法を理解する。

３．認知症ケアにおけるストレッサーと対処法を理解する。

４．組織のメンタルヘルス対策や実践リーダーが果たすべき役割を理
解し、チームメンバーへの支援方法を理解する。

【目的】

63

１１..チチーームムににおおけけるるスストトレレススママネネジジメメンントトのの意意義義とと必必要要性性
１）チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性
２） ストレスの考え方
３） 認知症ケアのストレスの考え方
４） 認知症ケアにおけるストレスマネジメントの意義と必要性
（備考）＊ストレスマネジメント に関する理論を踏まえて、認知症ケアにおけるストレス

マネジメントの意義と必要性を理解する。
＊ストレスの考え方は、肯定的側面についても取り上げる。

２２..スストトレレススママネネジジメメンントトのの方方法法
１）セルフケアの方法
２）チームメンバーへの支援方法
３）組織によるストレスマネジメントの方法 
 （備考）＊認知症ケアにおける具体的なストレスマネジメントの方法を学ぶ。

＊実際のストレスマネジメントの方法を、演習を通して体験的に理解する。

内容と備考

チームにおける意思決定、情報共有、メンバー間の円滑なコ

ミュニケーションの活性化を促進しチーム力の向上を図るた

め、効果的なカンファレンス（会議）の展開方法を習得する。

カンファレンス（会議）の技法と実践 180分
（旧 ケアカンファレンスの技法と実践 120分）

【到達目標】

１．チームケアの質の向上を目的としたカンファレンス（会議）の目
的や意義、必要性を理解する。

２．チームの意思決定や、情報の共有、コミュニケーションの活性化
を促進する方法を理解し、目的に応じた効果的なカンファレンス（会
議）を展開することができる。

【目的】

65

１１..チチーームムににおおけけるるカカンンフファァレレンンスス（（会会議議））のの目目的的とと意意義義
１）カンファレンス（会議）の目的や意義
２）カンファレンス(会議)の種類と特徴
３）チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

２２..カカンンフファァレレンンスス((会会議議))をを円円滑滑にに行行ううたためめののココミミュュニニケケーーシショョンン
１）報告・連絡・相談の違い
２）建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

３３..効効果果的的ななカカンンフファァレレンンスス（（会会議議））のの展展開開
１）事前周知（告知、開催目的の明確化、検討内容の通知、資料配布と議事録）
２）カンファレンス（会議）の役割分担（進行、スーパーバイザー、参加メンバー）
３）効果的な議論を促すためのポイント

（備考）＊模擬カンファレンスにて実際に進行役、スーパーバイザー役等を体験しながら体験

的に理解したうえで、効果的なカンファレンスについて振り返りを行う。

内容と備考

認知症ケアにおけるチームケアを推進するため、円滑にチー

ムを運用する実践リーダーとしての役割を自覚し、認知症ケ

アにおけるチームケアのマネジメント方法を理解する。

認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法 240分
（旧 チームケアを構築するリーダーの役割 180分）

（旧 認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法 180分）

【到達目標】

１．チームマネジメントに関する基本的な考え方や方法を説明できる。

２．認知症ケアにおけるチームマネジメントの意義と実践方法を理解
する。

３．認知症チームケア推進プログラムを理解し実践できる。

【目的】
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67

１１..チチーームムママネネジジメメンントトのの基基本本的的理理解解
１）チームづくりに必要な条件
２）チームの種類と役割
３）チームマネジメントの理論と方法

・目標や方針の設定と管理
・コミュニケーション支援の必要性
・動機づけの必要性
・ストレスマネジメントの必要性
・情報共有やカンファレンスの必要性
・教育指導の必要性

２２..認認知知症症ケケアアににおおけけるるチチーームムママネネジジメメンントトのの必必要要性性
１）認知症ケアにおけるチームケアの意義と必要性
２）認知症ケアにおけるチームマネジメントの意義と必要性

３３..認認知知症症ににおおけけるるチチーームムケケアア推推進進ププロロググララムムのの展展開開
１）BPSDとそのケアの基本的考え方
２）認知症チームケア推進の具体的方法

（備考）＊認知症ケアにおけるチームマネジメントの展開例として認知症チームケア推進研修プログラムに
準拠した内容を学習する（70分）。

４４..認認知知症症ののチチーームムケケアアににおおけけるるチチーームムママネネジジメメンントトのの実実践践方方法法
１）多職種・同職種チームにおける効果的なチームマネジメントの展開方法

（備考）＊チームマネジメントに関する理論や方法について、認知症ケアにおけるチームケア事例を通して
具体的な実践方法を学ぶ。

内容と備考

「「チチーームムケケアアをを構構築築すするるリリーーダダーーのの役役割割」」かからら

認知症におけるチームケアを向上するリーダーとして、指導

に関する理論と指導計画の立案方法、指導技法の種類と特徴

を学び、認知症ケアの効果的な指導方法を修得する。

職場内教育（OJT）の理論と方法 420分
（旧 職場内教育の基本視点 240分）

（旧 職場内教育（ＯＪＴ）の方法の理解 240分）

【到達目標】

１．チームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解する。

２．認知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解する。

３．職場内教育（OJT）の計画方法を体験的に理解する。

４．職場内教育（OJT）における有効な指導技法の種類と実際の方法
を理解する。

【目的】

69

１１..人人材材育育成成のの意意義義とと方方法法
１）人材育成の意義と目的
２）指導における基本的態度
３）育成方法の種類と特徴
（備考）＊指導者の基本的な態度としてエンパワーメント視点や動機付けの重要性を理解する

２２..職職場場内内教教育育のの意意義義とと方方法法
１）職場内教育（OJT）の意義と目的
２）Off-JT、自己啓発（SDS）の限界と職場内教育（OJT）の有効性

３３..職職場場内内教教育育（（OOJJTT））ににおおけけるる指指導導技技法法
１）ティーチング・コーチングの理論と技法の理解
（備考）演習を通して実際の技法を体験し、基本的な技術を修得する。
２）面接技法の理論と技法の理解
３）スーパービジョンの基本的理解
４）ティーチング・コーチング・面接技法を活用した指導の実際
（備考）＊指導事例を通して指導技法の実践方法を理解する

指導の際に留意する倫理的配慮の方法を理解する

４４..職職場場内内教教育育（（OOJJTT））のの実実践践方方法法
１）指導課題の設定方法
２）指導目標の設定方法
３）指導計画の立案方法
（備考）＊人材育成の事例について評価方法、指導目標設定、指導方法等の職場内教育（OJT）の計画立案

の方法を演習を通して理解する。
＊認知症ケアの指導に限定しない職場内教育（OJT）の計画立案の過程について体験的に理解する

内容と備考

これまでに学習した認知症ケアに関する指導技術について、食事・入浴・排
泄等の日常生活や、行動・心理症状（BPSD）が生じている具体的場面にお
いて、認知症の人の生活の質の向上を目的としたケアの指導方法を体験的に
理解する。

認知症ケア指導の実践方法 420分
(旧 職場内教育（OJT）の実践 360分）

【到達目標】

１．行動・心理症状（BPSD）への支援方法や生活支援の方法に対す
る指導の演習を通じ、介護職員等を指導するための方法を理解する。

２．認知症ケアにおけるアセスメント及びケアへの指導計画を立案す
ることができる。

３．介護職員等に対する自己の指導の特徴を理解する。

【目的】

71

１１..介介護護目目標標設設定定にに関関すするる指指導導（（事事例例演演習習））
１）生活の質を向上する介護目標の考え方
２）介護目標に関する評価の視点
３）介護目標立案に関する指導方法（課題の設定、指導目標、指導方法）
（備考）＊介護職員の介護事例を取り上げ、介護職員への指導方法のプロセスを体験的に学ぶ演習とす

る。なお、事例の選定は、「食事・入浴・排泄等の日常生活場面における介護事例」、「行動
・心理症状（BPSD）への介護事例」から1つ以上を選択すること

＊倫理的ジレンマ、権利擁護、家族介護者支援、リスクマネジメント等の事例も含むこと

２２..アアセセススメメンントトにに関関すするる指指導導（（事事例例演演習習））
１）生活の質を向上するアセスメントの視点
２）アセスメントに関する評価の視点
３）アセスメント方法に関する指導方法（課題の設定、指導目標、指導方法）

３３..生生活活のの質質をを向向上上すするるケケアア方方法法にに関関すするる指指導導（（事事例例演演習習））
１）生活の質を向上するケアの考え方
２）ケア方法に関する評価の視点
３）ケア方法に関する指導方法（課題の設定、指導目標、指導方法）

４４..自自己己のの指指導導のの特特徴徴のの振振りり返返りり
１）演習全体を通じた学びの振り返り
２）自己の指導の特徴と課題の共有

内容と備考

研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケ

アの能力の評価方法を理解する。

職場実習の課題設定 180分
（旧 職場実習の課題設定 240分）

【到達目標】

１．介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法を立案できる。

２．講義、演習で学んだ内容を生かし、 認知症ケアの指導に関する実
習計画を立案できる。

【目的】

67 68

69 70

71 72



538 13

73

１１..介介護護職職員員等等のの認認知知症症ケケアアのの能能力力にに関関すするる評評価価方方法法のの理理解解
１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知識、技術に関する現状分析の方法
２）指導対象となる介護職員等の選定
３）介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法立案の過程
４）実習計画作成の過程

２２..介介護護職職員員等等のの認認知知症症ケケアアのの能能力力にに関関すするる評評価価方方法法のの立立案案（（演演習習））
１）基本的知識への評価方法の立案
２）ケア目標への評価方法立案
３）アセスメント方法への評価方法の立案
４）ケア方法への評価方法の立案
５）ケア評価に関する評価方法の立案

（備考）＊実習に向け、介護職員等の認知症ケアの評価方法案を考え実習への準備を行う。

３３..実実習習計計画画のの立立案案（（演演習習））
１）実習目標
２）実習計画
３）実習中の資料作成

（備考）＊実習のタイムスケジュールを作成し、実習の目標と流れを理解する

内容と備考

研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケ

アの能力の評価、課題の設定・合意、指導目標の設定や指導

計画を作成し、指導計画に基づいた認知症ケアを指導する。

職場実習 4週間
(旧 職場実習 4週間））

【到達目標】

１．介護職員等の認知症ケアの能力を評価し、課題を設定・合意でき
る。

２．介護職員等の認知症ケアにおける指導目標を立案できる。

３．指導目標に応じた指導計画を作成できる。

４．講義、演習で学んだ指導方法を職場で実際に活用できる。

【目的】

75

１１..認認知知症症ケケアア能能力力のの評評価価とと課課題題のの設設定定・・合合意意
１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知識、技術の評価
２）実習に協力する介護職員等の認知症ケア上の課題案の設定・合意

（備考）＊１）の評価に基づき、課題案の設定・合意を行う。

２２..指指導導目目標標のの立立案案方方法法のの理理解解
・認知症ケアの課題に応じた指導目標の立案

３３..指指導導目目標標にに応応じじたた指指導導計計画画のの作作成成
・指導目標に応じた指導視点や方法に関する 指導計画の作成

４４..認認知知症症ケケアア能能力力のの評評価価とと課課題題のの設設定定・・合合意意
１）指導計画に応じた基本的知識に関する指導の実践
２）指導計画に応じたケア目標やアセスメント方法への指導の実践

（備考）＊作成した指導計画を基にした指導は、任意とする。ただし、作成した指
導計画を協力する介護職員等と共有し、その結果をもとに職場内での指
導における自己の課題を検討する取り組みは必ず実施する。

＊中間報告の実施を推奨する。

内容と備考

職場実習を通して、認知症ケア指導の方法に関する課題やあ

り方について客観的・論理的に考察・報告し、実践リーダー

として指導の方向性を明確にできる。

結果報告/職場実習評価 180分
（旧 結果報告／職場実習評価 420分）

【到達目標】

１．職場実習における学びを通し、認知症ケアの指導方法の課題やあ
り方について客観的・論理的に考察し、報告できる。

２．介護職員等への認知症ケアの指導にかかる自己の課題を評価し、
指導の方向性を明確にすることができる。

【目的】

77

１１..認認知知症症ケケアア指指導導のの実実践践方方法法にに関関すするる自自己己のの課課題題のの整整理理とと考考察察
１）結果報告と評価
２）認知症ケア指導における課題分析
３）認知症ケア指導における課題の明確化

２２..認認知知症症ケケアア指指導導にに関関すするる方方向向性性のの明明確確化化
１）認知症ケアに関する自己の指導の特徴と課題
２）今後の認知症ケア指導における自己の学習目標と内容の明確化

内容と備考
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